




元森池震
— 九十九里浜大津波の記録 —

千葉県総務部消防防災課





て
は
な
り
ま
せ
ん 。

房
総
沖
に
震
央
を
も
つ
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

八
ク
ラ
ス
の
地
震
発
生
の
可
能
性
が
昭
和
四
十
九
年
九
月
地
震
予
知

連
絡
会
で
指
摘
さ
れ
て
以
来 、

本
県
太
平
洋
沿
岸
に
お
け
る
津
波
対
策
の
必
要
性
が
大
き
く
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ

プ
さ

れ
て
き
て
お
り
ま
す 。

千
葉
県
で
は
現
在
関
係
市
町
村
に
対
し 、

具
体
的
な
津
波
対
策
を
推
進
中
で
あ
り
ま
す
が 、

過
去
の
史
実
を
調
べ

て
み
ま
す
と 、

元
禄
地
震
を
は
じ
め
と
し
て 、

幾
多
の
大
津
波
が
九
十
九
里
浜
を
中
心
と
し
て
来
襲
し 、

甚
大
な

こ
の
と
き
に
あ
た
り 、

有
史
以
来
本
県
に
最
大
級
の
津
波
被
害
を
も
た
ら
し
た
元
禄
地
震
津
波
に
関
す
る
記
録

私
た
ち
は
今
こ
こ
に 、

祖
先
の
労
苦
を
し
の
び
な
が
ら
尊
い
教
訓
を
生
か
し 、

再
び
同
じ
よ
う
な
災
禍
を
受
け

や
資
料
が
ま
と
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
発
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た 。

被
害
を
与
え
て
い
る
記
録
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す 。

序
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昭
和
五
十
年
十
月

千
葉
県
知
事

) ! I 

上

紀

本
書
が
関
係
者
の
防
災
実
務
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん 。
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①

国
の
地
震
予
知
連
絡
会
の
発
表
内
容
に
つ
い
て

な
お
下
欄
に

昭
和
四
十
九
年
九
月 、

国
の
地
震
予
知
連
絡
会
は 、

長
年
の
観
測
調
査
結
果
を
発
表
し
ま
し
た 。

ま
す
と 、

房
総
半
島
南
東
沖
一

帯
は
地
震
の
発
生
が
少
な
く 、

そ
れ
に
よ
り

そ
れ
だ
け
地
震
の
エ
ネ
ル
ヤ
ー

が
蓄
積
さ
れ
て
い

る
の
で 、

大
き
な
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
注
意
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す 。

以
来 、

本
県
は
太

ち
な
み
に 、

本
県
で
は
昭
和
四
十
八
年
に
津
波
調
査
を
終
了
し
て
お
り
ま
し
た
の
で 、

対
策
の
基
礎
資
料
と
し

今
後
は
各
市
町
村
の
作
成
し
た
津
波
避
難
対
策
の
実
効
を
期
す
る
た
め
防
災
訓
練
か
実
施
き
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
が
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
各
地
域
に
密
着
し
た
対
策
と
す
る
た
め
こ
の
た
び 、

元
禄
地
震
記
録
を
編
さ
ん
し

ま
し
た
の
で
十
分
御
活
用
願
い
人
命
の
安
全
第
一

に
徹
さ
れ
る
よ
う 、

お
願
い
い
た
し
ま
す 。

て
活
用
さ
れ
た
こ
と
は
大
変
幸
い
で
し
た 。

平
洋
沿
岸
市
町
村
の
津
波
避
難
対
策
を
鋭
意
整
備
し
て
ま
い
り
ま
し
た 。

ま
え
が
き



昭
和
五
十
年
十
月

を
掲
げ
ま
し
た
の
で
参
考
に
し
て
下
さ
い

。

消
防
防
災
課
長

③ ② 

各
市
町
村
の
津
波
対
策
調
査
結
果
概
要
に
つ
い
て

外
房
津
波
調
査
の
内
容
に
つ
い
て

子

安

勝
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凡 例 □ 激烈震 匪 烈 震 [IlI[[] 強震及び烈震

十
五
分 、

十
八
分
の
数
字
は
X
印
に
地
震
が
発
生
し

た
場
合
津
波
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
点
へ
到
達
す
る
時
間
を

示
す 。

（
上
記
の
表
は
津
波
高
を
示
す）

詞

一
九
二
三
年
(
M
七
゜

九）
の
数
字
は
既
往
の
地
震

の
年
代 、

規
模
を
示
す 。

因

四
0
分
後 、

九
。

九
六
い
の
数
字
等
は 、

県
が
最
近

津
波
専
門
学
者
に
調
査
委
託
し
た
外
房
津
波
対
策
基
礎

調
査
結
果
か
ら
の
津
波
の
規
模 、

速
度
を
表
し
た
も
の

で
あ
る 。
震
源
は
五
地
点（
銚
子 、

九
十
九
里 、

御
宿 、

鴨
川 、

白
浜）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ一
0
0
昇
離
れ
た
地
点

を
想
定
し
て
い
る 。

こ
の
地
点
は
外
房
に
お
け
る
津
波

の
最
大
規
模
の
震
源
地
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る 。

（三） 本
図
の
概
説

H

X
印
は
昨
年
地
震
予
知
連
絡
会
が
発
表
し
た
大
地
震

発
生
の
可
能
性
の
高
い
地
域
（
地
点）
の
う
ち
訓
練
の

た
め
の
想
定
震
源
地
を
示
す 。

□

メ
ッ
シ
ュ
内
の
数
字
は
(
M
七）
ク
ラ
ス
の
地
震
の

エ
ネ
ル
ギ
ー

が
放
出
さ
れ
た
総
量
を
示
す 。

従
っ
て、

0
コ
ン
マ
の
数
字
内
は 、

そ
れ
だ
け
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
蓄
積
さ
れ 、

地
震
発
生
の
危
険
性
が
高
い
地
域
で

あ
る 。
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房
総
沖
に
巨
大
な
地
震
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
蓄
積
が
進
行
中
で
あ
り 、

専
門
筋
か
ら
疑
わ
し
い
空
白
域
の
指
摘
が
な
さ
れ 、
近
い
将
来
房
総

沖
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

八
ク
ラ
ス
の
巨
大
海
底
地
震
が
発
生
し
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
と 、
そ
の
危
険
性
が
叫
ば
れ 、
す
で
に
そ
の

対
策
を
と
り
つ
つ
あ
る
現
在 、
過
去
の
史
実
を
正
確
に
追
求
し 、
再
び
同
じ
災
禍
を
く
り
返
さ
ぬ
た
め
に
も 、
同
様
ケ
ー

ス
で
発
生
し
た

今
か
ら
二
百
七
十
二
年
前
の
元
禄
地
震
を
解
明
し 、
そ
の
教
訓
を
今
後
の
対
策
に
生
か
す
こ
と
は
意
義
の
深
い
こ
と
と
信
ず
る 。

歴
史
上
の
大
地
震
の
中
で 、
房
総
半
島
に
最
も
大
き
な
津
波
被
害
を
与
え
た
元
禄
地
震
こ
そ 、
千
葉
県
に
と
っ
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
あ
り 、
そ
の
悪
夢
の
よ
う
な
記
録
を
散
逸
し
た
古
資
料
の
中
か
ら
洗
い
出
し 、
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
全
体
像
を
と
ら
え 、

関
係
者
の
参
考
に
供
し
た
い
と
思
う 。
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
埋
も
れ
た
貴
重
な
資
料
を
発
見
で
き
な
い
こ
と
を
嘆
く 。

私
は 、
千
葉
県
の
守
り
を
固
め
る
意
味
か
ら
も 、
関
係
資
料
の
収
集
に
無
上
の
興
味
を
も
っ
て 、
で
き
得
る
限
り

広
範
囲
に
わ
た
っ
て 、

多
角
的
に
元
禄
地
震
激
浪
の
記
録
を
追
い
続
け
た
が 、
核
心
に
触
れ
る
資
料
に
乏
し
く 、
所
期
の
試
み
に
そ
わ
ぬ
き
ら
い
が
な
い
で
も
な

い
が 、
一
応
の
輪
廓
を
と
ら
え
る
こ
と
の
で
き
た
こ
ど
は 、
文
献
の
お
蔭
で
あ
り 、

協
力
さ
れ
た
た
く
さ
ん
の
方
々
の
善
意
に
感
謝
し
た

た
ま
た
ま
職
業
柄 、
一
般
の
方
々
に
比
し 、
多
少
と
も
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
た
か
ら
に
過
ぎ
な
い 。
房
総
に
最
大
級
の
災
害
を
も
た
ら

し
た
津
波
被
害
で
あ
る
の
に 、
元
禄
地
震
そ
の
も
の
を
集
大
成
し
た
も
の
は
見
当
ら
な
い 。
そ
れ
に
近
い
も
の
を
何
と
か
し
て
ま
と
め
ら

れ
た
ら 、
実
際
の
対
策
に
ど
ん
な
に
役
立
つ
か
を
考
え
る
と
き 、
担
当
者
と
し
て 、
誰
も
が
忘
れ
て
い
る
房
総
の
惨
劇
の
記
録
を 、
で
き

る
だ
け
後
世
に
残
し
た
い
と
考
え
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い 。

至
ら
ぬ
点
の
多
い
と
こ
ろ
は
ご
容
赦
願
い 、
風
光
明
眉
な
わ
が
郷
土
房
総
の
津
波
対
策
の一
助
た
り

得
れ
ば
幸
甚
で
あ
る 。

第一
ヽ

元
禄
地
震
解
明
の
必
要
性
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千葉県の地震・津波の災害年表
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元
禄
十
六
年
十一
月
二
十
二
日
甲
子
丑
刻 、

房
州
に
前
代
未
聞
の
大
地
震
あ
り 。

電
光
大
い
に
閃
き 、
地
裂
け 、

砂
を
吐
き
水
を
噴
き

火
を
発
し 、
窓
戸
忽
ち
挫
け 、

川
欠
山
崩 、

村
々
田
畑
砂
押
入
り 、

倒
れ
た
家
屋
数
知
ら
ず 。

房
総
半
島
東
岸
は
海
鳴
暴
溢 、

沖
よ
り
海

認
し
く
鳴
り 、

潮
悔
に
張
り 、

海
水
わ
き
上
り 、

洪
濤
陸
に
侵
入
し 、

大
山
の
ご
と
き
大
津
浪
が
押
し
寄
せ
た 。

海
際
よ
り
岡
ヘ
一
里
ば

か
り
波
打
か
け 、

民
家
壊
水 、

家
財
穀
物
舟
網
流
失 、

家
畜
を
斃
し

F．

屋
舎
総
て
激
浪
に
漂
う
に
似
た
り 。

民
こ
と
ご
と
く
漂
流
し 、
数

萬
入
の
僧
俗
男
女 。

牛
馬
鶏
犬
こ
と
ご
と
く
溺
死
す 。

非
命
の
死
を
遂
げ
た
る
も
の
数
知
ら
す 、

流
水
の
死
者
山
を
な
す 。

広
き
部
落
に

一
大
惨
害
を
与
え 、

哭
泣
の
声
街
衛
に
満
つ 。

第
三 渇

一
、

千
葉
県
に
と
っ
て
最
大
級
の
地
震
で
あ
っ
た 。

二 、

有
史
以
来 、
千
葉
県
に
一
番
大
き
な
津
波
被
害
を
与
え
た 。

三 、

津
波
水
死
者
は
九
十
九
里
浜
に
一
番
多
か
っ
た 。

四 、

今
で
も
数
多
く
の
津
波
供
養
碑
が
現
存
し
て
い
る 。

五 、

今
後 、

房
総
沖
に
発
生
を
予
測
さ
れ
る
巨
大
海
底
地
震
の
代
表
的
タ
ノー
プ
で
あ
る 。

第
1� 

元
緑
逮
震
の
特
長
十
項
目

古
資
料
の
表
現
に
よ
る
津
波
来
襲
の
状
況

r, - 3 -
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古
千
葉
県
に
と
っ
て
の
三
大
地
震
津
波
は 、

慶
長 、
延
宝 、
元
禄
の
地
震
津
波
で
あ
る
か 、

七 、

有
名
な
鯛
の
浦
も
野
島
岬
も 、

元
禄
地
震
の
地
殻
変
動
に
よ
っ
て
現
出
し
て
い
る 。
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(1703年12月31日）津波

九 、

東
大
地
震
研
を
は
じ
め
と
し
て 、

地
震
が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る 。

+ ‘

史
実
が
生
き
た
教
訓
と
な
り 、

我
々
に
津
波
の
恐
ろ
し

さ
を

伝
え
る
も
の
か
元
禄
地
震
で
あ
る 。 学

術
専
門
的
に
元
禄

よ
き
参
考
と
な
る 。

八 、

本
県
の
外
房
津
波
対
策
を
推
進
す
る
上
に
元
禄
地
震
は

す
べ
て
夜
間
に
発
生
し
て
い
る 。
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第
四 、

古｝

天津小湊町 天津

一
、

安
房
地
方

上
総
の
夷
隅

0
大
日
本
地
震
資
料
に
よ
れ
ば 、
安
房
の
長
狭 、
朝
夷
の
両
郡 、

郡
等 、
其
の
災
を
被
れ
り 、

余
震
年
を
越
え
て
止
ま
ず
と
あ
る 。

0
元
禄
年
録
に
よ
れ
ば 、
安
房
上
総
潮
脹
海
民
悉
漂
流
死
亡
者
不
可
勝
計
慶
安

二
巳
丑
年
武
州
大
地
震
有
之
以
後
者
今
度
初
て
也
と
あ
る 。

0
基
熙
公
記
に
よ
れ
ば 、
房
州
大
地
震
に
て
九
十
九
里
の
浜
ま
で
津
波
き
た
り 、

お
び
た
だ
し
く

死
人
有
之 。
房
州
小
湊
誕
生
寺
大
地
震
殊
に
大
浪
に
て
小
湊
村

（
現
天
津
小
湊
町）
在
家
二
百
七
十
軒
程 、
市
川
村
（
現
天
津
小
湊
町）
在
家

三
百
軒
程
流
れ
る 。
寺
中
六
坊
浪
に
取
ら
れ
妙
連
寺
は
堂 、
宮
殿
は
相
残
其
外

は
皆
不
見
と
あ
る 。

0
大
日
本
地
震
史
料
に
よ
れ
ば 、
当
時
の
房
州
御
領 、
御
代
官
樋
口
久
兵
衛
に

提
出
し
た
被
害
報
告
と
思
料
さ
れ
る
記
載
が
あ
る 。
長
狭
郡
平
塚
村
（
現
鴨
川

市）
の
内
大
山
と
申
す
不
動
山
御
朱
印
地
（
江
戸
幕
府
で
社
寺
に
朱
印
状
を
下

付
し
て
そ
の
所
領
を
確
認
し
た
土
地）
地
震
に
て
不
動
堂
の
西
口
五
六
尺
ゆ
り

割
り 、
杉
の
立
木
ゆ
り
込
候
由 ‘
峯
岡
山（
現
丸
山
町）
と
申
す
野
場
長
さ
三
里

料
に
よ
る
地
方
別
津
波
被
害

l_J_j 
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和 田 町

余
峯
つ
づ
き
の
所
峯
の
内
所
々
□
三
四
尺
或
は
五
六
尺
ず
つ
ゆ
り

割
の
由 、

朝
夷
郡
千
倉
（
現
千
倉
町）
と
申
す
浦
辺
よ
り

平
郡 、

安
房

郡
浦
方
地
震
津
波
以
後
潮
差
引
無
之
常
々
潮
差
引
所
よ
り
八
九
町
或
は
半
道一
里
ほ
ど
も
干
潟
に
な
り
当
分
潮
さ
し
申
さ
ず
候 、

民
屋
破

損
人
並
牛
馬
の
死
亡
有
之
由
細
に
知
れ
ず 。

京
極
対
馬
守
領
分
房
州
長
狭
郡
朝
夷
郡
内
二
千
石
の
内
十
一
ヶ

村
地
震
並
津
波
に
て
死
亡
四

十
二
人
（
内
二

人
浪
に
と
ら
る）
死
馬
二
十
七
疋 、

潰
家
六
百
八
十
七
軒 、

高
石
四
十
石
余
水
荒
と
あ
る 。

0
千
葉
県
誌
に
よ
る
と 、

妙
の
浦
安
房
郡
小
湊
に
在
り 、

鯛
魚
多
く

棲
息
す
る

を
以
て
又
鯛
の
浦
の
称
あ
り

往
時
比
の
辺
皆
陸
地
に
て
誕
生
寺
の
庭
前
な
り
し

が 、

元
禄
十
六
年
地
震
海
鳴
の
為
に
没
し
て
海
と
な
る 。

と
あ
る 。

0
安
房
古
事
誌
に
よ
れ
ば 、

那
古
寺
館
山
市
に
あ
り
元
禄
十
六
年
十
一
月
二
十

二
日
大
地
震
の
時
堂
塔
は
勿
論
数
多
の

寺
宝
悉
く

地
中
に
埋
没
し
て
烏
有
と
な

る 。

と
あ
る 。

那
古
寺
の
堂
塔。
寺
宝

こ
と
ご
と
く

地
中
に
埋
没
し
た

（
現
在
の
那
古
寺
ー
館
山
市
那
古
船
形）
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白浜町 野島崎

0
千
葉
県
地
震
対
策
基
礎
調
査
報
告
書
に
よ
れ
ば 、

館
山
市
相
浜
（
当
時
の
富
崎
村
相
浜）
で
は
承
応
三
年
（
一
六
五
四
年）
に
描
か
れ

た
古
地
図
と 、

関
東
大
地
震
(
-
九
二
三
年）

前
に
描
か
れ
た
古
地
図
と
を
比
較
し
て
み
る
と 、

甚
し
い
土
地
の
隆
起
か
あ
り 、

こ
の
た

め
に
漁
港
が
砂
浜
に
転
じ
た
り 、

島
か
陸
続
き
と
な
っ
た
と
こ
ろ
か
あ
る 。

相
浜
で
約
六〗ぃ
隆
起
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が 、

こ
の
地
震
か

ら
関
東
大
地
震
の
間
に
土
地
が
沈
降
の
傾
向
に
あ
っ
た
の
で 、

地
震
当
時
は
六〗ぃ
以
上
の
隆
起
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い 。

こ
の
隆
起
に
よ

っ
て
野
鳥
崎
は
こ
の
地
震
以
前
は
野
島
と
呼
ば
れ
る
離
島
で
あ
っ
た
が 、

陸
続
き
と
な
り
釣
港
は
砂
浜
に
な
っ
て
し
ま
っ
た 。

と
あ
る 。

0
千
葉
県
防
災
気
象
テ
キ
ス
ト
に
よ
れ
ば 、

隆
起
怖
没
の
中
間
に
あ
た
る
長
狭
町 、

大
山
村 、

峰
岡
山
付
近
に
は
巾一
ー

ニ
〗い
の
亀
裂

が
各
所
に
生
じ 、
震
源
が
近
か
っ
た
た
め
房
総
沿
岸
に
は
大
津
波
か
押
寄
せ
た 。

ま
た
地
震
津
波
の
惨
状
を
伝
え
る
富
山
町
の
記
録
に
よ
れ
ば 、

高
崎
浦
周
辺
て

は
民
家
は
地
震
の
た
め
に
潰
れ 、
山
の
よ
う
な
津
波
に
流
さ
れ
て
野
原
と
化
し 、

直
径
二
十
セ
ン
チ
ほ
ど
も
あ
る
松
の
木
は
根
こ
そ
ぎ
引
き
さ
ら
わ
れ 、

各
所
に

倒
れ
て
い
る
溺
死
者
の
手
足
を
犬
が
食
い
ち
ぎ
り
く
わ
え
て
歩
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る 。

と
記
さ
れ
て
い
る 。

- 7 -



あ
る 。

千 倉 町

0
元
禄
十
六
年
津
波
に
お
け
る
各
地
の
津
波
の
高
さ

と
さ
れ
て
い
る 。

（
東
大
地
震
研）

津波で押上げられ800m先の陸地に残っている蒙石
（富山町 石塚）

の
資
料
に
よ
れ
ば 、
千
倉 、

布
良
の
推
定
津
波
の
高
さ
は
五ぃい
て

0
元
緑
宝
永
珍
話
に
よ
れ
ば 、

十
一
月
二
十
二
日
夜
安
房
国
酒
井
年
人
領
分
骸
敷
地

震
に
付 、

浜
続
方
は
津
浪
に
て
家
損
失
怪
我
仕
候 、

山
崩
れ
田
畑
損
亡
有
之
由 。

と

あ
る 。

0
安
房
郡
誌
に
よ
れ
ば 、

誕
生
寺
は
明
応
七
年
八
月
二
十
三
日
地
震
梅
鳴
の
た
め
土

地
陥
没 、

精
舎
も
亦
尽
く
没
す 、
朱
印
と
共
に
失
ふ
乃
ち
之
を
妙
の
浦
の
岡
に
移
す 、

元
禄
十
六
年
＋十一
月
二
十
三
日
再
び
海
嗽
の
災
害
に
罹
り

現
地
に
転
ぜ
り 。
と
あ
る 。

0
長
生
郷
土
漫
緑
に
よ
れ
ば 、
白

浜
村
の
西
隣
長
尾
村
瀧
□
区
に
鎮

座
せ
る
松
原
神
社
の
近
く
に 、

瀧

口
の
亡
田
と
よ
ば
れ
る
と
こ
ろ
が

あ
る 。

昔
神
社
の
後
山
よ
り

瀧
水

落
下
し
て
い
た
の
で
村
名
か
つ
け

ら
れ
た 。

元
禄
地
震
の
た
め 、

稲

田
の
耕
作
が
出
来
す
故
に
里
人
今

亡
田
と
呼
ん
で
い
る 。

と
あ
る 。

0
千
薬
県
史
料
に
よ
る
と 、

新
井
浦
（
今
の
富
山
町）
の
名
主
か
ら
代
官
に
出
さ
れ
た

覚
書
を
み
る
と 、

あ
の
小
村
で
さ
え
全
壊
家
屋
二
十
一
軒 、

半
壊
家
屋
一
寺
十
軒 、

死

人
四
人
を
数
え
て
い
る 。

と
あ
る 。
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半
島
被
害
最
も
甚
だ
し 、

江
戸 、

小
田
原

に
て
は
出
火
死
傷
膠
し 、

相
模
湾 、

房
州
沖
に
津
波
あ
り

（
理
科
年
表
等）
」
と
あ
っ
て

し
か
も 、

こ
の
日
は
新
暦
十
二
月
三
十一
日
今
の
大
晦
日
の
こ
と 、

「
大
地
震
か
あ
れ
ば

必
す
津
波
か
押
寄
せ
る」

嗜
の
通
り 、

呆
た
し
て
大
津
波
か
や
っ
て
き
た 。

津
波
に
よ
る

死
者
は
保
田
浦
だ
け
て
実
に
三
一
九
人
と
い
わ
れ 、

別
願
院
に
葬
り 、

吉
浜
浦
で
は
万
灯

塚
に 、

勝
山
浦
で
は
千
入
塚
に
葬
っ
た 。

妙
本
寺
大
門
前
現
在
の
国
道―
二
七
号
線
の
下

に 、

数
町
歩
の
地
積
か
あ
っ
た
か
田
地
の
み
て
も
字
苗
代
町
中
田
十一
筆
二
反
六
畝
余
の

内
八
筆
字
仏
崎
下
田
一
筆
欠
壊 、

他
に
も
は
と
ん
ど
押
流
さ
れ
た（
渡
辺
家
文
魯） 、
又
大

現在の高崎浦海岸（富山町）

ロ雛れた高崎神社（現岩井神社）
きた 富山町

0
鋸
南
町
史
八
百
十
七
頁
第
十
三
章
災
害
編
に
は
一
津
波
と
し
て
記
録
が
の
っ
て
い
る 。

元
禄
十
六
年
（
一
七
0
三）

十一
月
廿
三
日
の
大
津
波
は 、

地
区
の
被
害
と
し
て
は
史
上

最
た
る
も
の
て
あ
っ
た 。

隣
町
高
崎
部
落
の
名
主
の
記
録
〔
註 、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

本
誌
第
七 、

元
禄
十
六
年
高
崎
浦
津
波
記
録
と
し
て
詳
述
さ
れ
て
い
る〕
に 、

「
夏
ハ
ひ

て
り 、

秋
ハ
も
な
か
に
風
も
な
く 、

初
冬
十一
月
下
旬
の
廿
二
日
天
ハ
日
に
赫
き
空
も
睛

れ 、

よ
く
な
ぎ
て
海
上
も
波
浪
静
か
に 、

日
も
暮
れ
て
夜
の
九
ソ
時
分
（
十
二
時
頃）

、

俄
か
に
地
震
ゆ
る
き
た
て」
皆
家
ご
と
に
寝
静
ま
っ
て
居
た
事
故 、

起
き
上
ろ
う
と
し
て

も 、

起
き
て
は
こ
ろ
び 、

起
き
て
は
こ
ろ

び．．
 ，．．． 。

と
あ
る
と
お
り 、

原
因
は
房
州

沖
の
地
震
で 、

M
八
。

二
(
M
は
マ
グ
ニ

チ
ウ
ド
と
い
い
地
震
の
規
模
を
意
味
す
る

と
推
定
さ
れ
「

震
災
地
を
通
じ
て
潰
家
二

0一
六
二
軒 、

死
者
五
二
三
三
人 、

房
総
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帷
子
通
称
「

ノ
メ
ラ
の
ハ
ナ」
を
中
心
と
し
て 、

吉
浜 、

大
帷
子 、

本
郷
各
村
を
通
じ
宅
地
を
含
め
て
大
約
三
町
歩
余
の
芝
地 、

畑
地
が

流
出
し 、

元
名
根
本
海
岸
で
は
一
町
歩
余
の
耕
地
が
欠
壊
流
失
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る 。

（
宝
永
七
年
裁
許
絵
図
面）

。

勝
山
で
は
浮
島
の
岩
角
崩
壊 、

陥
没
も
あ
り 、

仁
浜
地
先
で
は
海
が
近
く
危
険
と
な
り 、

加
知
山
神
社
移
転
の
端
緒
と
な
っ
た 。

保
田
の 、

浜
名
主
も
死
亡
し 、

勝
山 ‘

醍
醐
氏
の
子
息
も 、

乳
母
と
共
に
溺
死 、

前
記 、

高
崎
文
書
は
「

十
日 、

十
五
日
の
内
は 、

海

辺
死
人
数
多 、

海
か
ら
よ
り 、

昼
夜
犬
共 、

か
ふ
べ 、

手
足
を
く
い
ち
ぎ
り 、

門
戸
口
迄
も
く
わ
へ
あ
る
き 、

お
そ
ろ
敷
て 、

浜
へ
も
不

被
出 、

中
々
見
る
も
思
ひ
也」
と 、

惨
状
を
記
し
て
い
る 。

津
波
の
波
先
は 、

高
崎
神
社
位
ま
で 、

と
あ
り 、

こ
れ
か
ら
推
定
す
る
と 、

保
田
で
は
本
郷
御
霊
付
近
位
ま
で
か 、

保
田
川
に
沿
う
低

地
部
で
は 、

上
埋
田
付
近
ま
で
及
ん
だ
か
も

知
れ
な
い 。

地
震
後
南
房
海
岸
は
五
メ
ー
ト

ル
程
の
隆
起
と
あ
る
が 、

当
地
方
で
は
地
先

の
波
欠
け
記
録
に
よ
り 、

ニ
メ
ー
ト

ル
余
の

沈
降
と

考
え
ら
れ
る 。（
な
お
後
考
を
ま
つ） 。

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
八
月 、

及
び
九

月
関
東
大
風
雨 、

当
地
方
沿
岸
も
高
汐
に
よ

る
波
欠
け
を
生
じ
た 。

元
名
村
で
は
ニ
―
五

俵
の
本
途
中
百
俵
を
免
除
さ
れ
た 。

古
く

慶
長
九
年
十
二
月
の
津
波
に
つ
い
て

は 、

大
六
浴
岸
の
松
林
の
損
害
を
伝
え
る
の

み
で 、

他
は
全
く
記
録
が
な
い 。

二
、

勝
浦
地
方
（
含
む
夷
隅
郡）

〇
私
説
勝
浦
史
の
中
の
元
禄
の
地
震
と
津
波 、

元禄地震 の 記録や過去帳 の あ る 高 照寺 （勝浦市 ）

勝浦高照寺 の過去帳
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寺 、

ひ
植
野
吉
野
家
等
の
記
録
に
よ
れ
ば

P

元
禄
時
代
突
如
と
し
て
起
こ
っ
た
大
事
件
は
房
総
は
も
と
よ
り

豆
相

そ
0
他
関
東一
帯
を
襲
っ
た

大地
霞
と
続
い
て
襲
来
し
た
津
波
で
あ

る 。
こ
の
地
震
は
約一
時
間（＇
二
時
間
後
に
津
波
を
伴
っ
た
の
で
更

に
大
披
害
を
与
え
た 。
地
元
勝
浦
高
照
寄
に
は
次
の
記
録
か
残
さ
れ

て
い
る 。
元
禄
十
六
癸
未
十一
月
二
十
二
日
夜
九
ッ

子
／
刻
前
代
未

又
ハ
肴
ヲ
拾
フ 、
内
宿
サ

二
而
死
者
都
合
壱
万
人
余 }．
詰
国
／

（
註）
九
ツ
子
ノ
刻
は
午
前
0
時
か
ら一
時
ま
で

f

i八
ツ

時
頃
と
思
わ
れ
る 。
神
唄
と
は
今
出
水
の
陣
明
神
社 。
内
宦
は
灯
台
行

き
の
絣
地
附
近

f

サ
ゾ
ダ
坂
と
は
川
津
ト
ン
ネ
几
下
の
坂
で
あ
る 。

i

j

の
津
波
の
高
さ
は
こ
の
記
録
と
現
地
の
榎
高
を
考
慮
し
て
椎
定
す

る
に 、
約
二
十
尺
乃
至
二
十
ニ
ー，

三
尺
で
あ
っ
た
と
お
も
う 。

0
こ
れ
に
つ
い
て
隣
接
の
御
窟
町
妙
音
寺
記
録
に
は

f

F了

時（
卜
共
二）

元
禄
十
六
歳
癸
未
霜
月
(
+一
月）

二
十
二
日
夜
四
ツ
時
分
ヨ
リ
九

ツ
時
分
マ
デ
（
註

f

午
後
九
時
よ
り
午
前
0
時
頃）
大
地
震
男
女
売

ス
ル
者
其
数
余
多
也 。
夜
九
ツ
過
ギ
ョ
リ
夜
明
二
主
ト
シ
テ
津
被
三

ヶ
度
ニ
テ
入
地 、
旅
人
十
五
人
水
流
ニ
テ
死
ス 、
当
寺
中
奥
開
基
堅
者
法
印
幸
順
五
十
七
歳
と
あ
る 。

露
叢
曰
く 、

一
、

上
総
固
夷
隅
郡
御
宿
郷
村
々
地
震
津
波
ニ
テ
民
家
潰
或
ハ
流
失

f

津
波
ノ
所
ハ

地
元
の
記
録
で
は
な
い
が 、
甘

モ
ニ
流
失 、
村
々
田
畑
砂
押
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シ
入
リ
川
欠
山
崩
等
所
々
二
有
之
候
由 、
津
波
ハ
ニ
十
七
日
年
以
前
（
註

r

延
宝
五
年
を

指
す）
ノ
浪
ヨ
リ
ハ
ニ
丈
余
高
シ
ト

ナ
リ 。
潰
家
四
百
四
十
軒 、
死
者
二
十
余
人 、
殖
牛

馬
各一
匹
と
記
さ
れ
て
い
る 。

0
上
野
村
誌
に
よ
れ
ば 、
そ
の
ほ
か
地
元
旧
上
野
村
に
も
記
録
が
あ
る 。
明
治
初
年
旧
上
野

村
香
取
神
杜
頼
廃
甚
だ
し
き
に
よ
り

之
を
毀
つ 、
此
時
棟
裏
肘
木
（
長
さ
四
尺 、
四
寸
角）

の
組
合
面
に
下
記
の
記
録
を
発
見
し
た 。
曰
く 、
元
禄

＂
不
明“
大
地
震
大
津
波
上
総
下

総
安
房
相
模
四
ヶ

国
二
入
リ 、
海
辺
房
州
洲
ノ
崎
ヨ
リ
九
十
九
里
ま
で
男
女

”
不
明“
牛

馬
不
知
数
房
州
七
浦
二
十
町
程
陸
地
二
成
ル
飽

ナ
ド

大
分
上
ル
大
ナ
ル
材
木
ニ
テ
造
リ
家
寺
社

共
不
残
禿
ル 、
其
時
江
戸
モ
大
地
震
大
火
事 、

男
女
二
十
万
人
死
ス 。
此
年
マ
デ
先
年
ノ
津
波

七
十
三
年
二
成
ル
（
註 、
寛
永
五
年
の
津
波
か）

中
興
J
津
波
二
十
七
年
ニ
ナ
ル
（
註 、
延
宝
五

年
の
津
波
を
指
す）
其
後
宝
永
四
年
亥
十
月
四

日
京
大
阪
其
外
四
国
ヨ
リ
海
辺
豆
州
ヨ
リ
大
地
震
大
津
波
入 、
京
大
阪
大
火
事 、
禁
中
マ
デ

焼
ル 。
同
年
十一
月
二
十
三
日
富
士
山
焼
ル 、
其
砂
武
州
相
州
安
房
上
総
下
総
五
ヶ
国
二
降

ル 、
三
日
ノ
内
昼
夜
J
差
別
ナ
シ 。
桃
燈
灯
ニ
テ
往
来
ス 。
翌
年
子
年
石
砂
除
金
ト
シ
テ
高

百
石
二
付
二
両
ヅ
ツ
日
本
国
中
二
掛
ル 、
富
士
山
近
山
ハ
一
丈
積
ル 、
其
外
五
尺
三
尺
マ
デ

積
ル 、
其
時
二
子
富
士
ト
テ
山一
ツ
出
現
ス 、
富
士
山
近
所
ハ
火
J
雨
降
ル
ナ
リ 、
宝
永
六

年
正
月
十一
日
公
房
御
他
界 、
四
月
朔
日
甲
府
様
御
本
丸
二
御
入 、
同
年
五
月
廿
八
日
書
之

領
主

松
平
刑
部
内
植
野
郷
町

吉
野
佐
五
右
ヱ
門
久
勝

（
花
押）
（
註 、
こ
の
角
材
は

領主 吉野佐五右ヱ門久勝の子孫、吉野家の現住所
（現勝浦市植野区）

記録が見つ か っ た 香取神社 （現勝浦市植野区）
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津波来襲時 、 野 を拾 ひ し 平 目 ヶ 台
（ 勝浦灯台所在地）

徳
川
綱

植
野
区
吉
野

豪
氏
宅
に
現
存
し
て
い
る 。
な
お
公
房
は
公
方
の
当
字 、

吉
を
指
す 。
大
体
史
実
に
合
致
す
る
の
で
真
実
と
み
ら
訊
る 。
但
し
松
平
と
あ
る

は
恐
ら
く
は
松
下
の
読
誤
り
と
お
も
う 。
）

0
元
禄
の
地
震 、
津
波
に
つ
い
て
は
勝
浦
市
街
地
で
の
記
録
は
前
掲
高
照
寺
の
記
録

だ
け
で 、
以
上
の
他
に
記
録
が
あ
る
か
は
知
ら
な
い 。
こ
の
高
照
寺
の
記
録
は
記

事
簡
略
で
地
元
の
溺
死
者
数
や
倒
壊
家
屋 、
流
失
家
屋
な
ど
の
実
数
を
あ
げ
て
い

な
い
の
で
正
確
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
が 、
こ
の
実
数
を
あ
げ
て
い
な
い
こ
と
は

実
は
そ
の
被
害
が
思
い
の
外
少
な
か
っ

た
の
を
お
も
わ
せ
る
が
ど
ん
な
も
の
か 。

0
そ
の
他
勝
浦
の
こ
と
と
し
て
は
夷

隅
川
上
流
の
地 、
中
倉
で
は
「

山
崩

れ
で
鉛
を
塞
ぎ
水
湛
え
て
淵
と
な
る」

と
房
総
誌
料
は
記
し
て
い
る 。

〇
隣
り
村
の
御
宿（
現
御
宿
町）
は
西

方
か
ら
来
襲
し
た
と
み
ら
れ
る
津
波

を
遮
る
べ
き
岬
も
な
く 、
海
に
沿
っ
た
砂
原
も
低
く

且 、
広
い
の
で
被
害
は
勝
浦
よ
り
大
き

か
っ
た
と
思
わ
れ
る 。
こ
の
時
の
溺
死
者
を
埋
め
た
と
い
う
袴
山 、
通
称
せ
ん
げ
ん
や
ま
に

後
年
供
養
塔
を
建
て
た
が 、
称
し
て
千
人
塚
と
い
う
が
こ
の
千
人
塚
と
い
う
名
は
溺
死
者
が

多
か
っ
た
か 、
若
し
く
は
溺
死
漂
着
の
多
か
っ
た
の
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
お
も
う（一
説

に
こ
の
塔
は
慶
長
の
津
波
の
被
害
者
の
供
養
塔
で
正
保
年
間
に
建
て
ら
れ
た
も
の
と
も
い
う）

0
上
総
の
国
誌
稿
に
よ
れ
ば 、
「

御
宿
西
明
寺
元
禄
中
海
嗚
の
た
め
諸
堂
大
破
す
安
永
年

- 13 -



勝莉市星も 、 熊野彿社網厨付近 （ 匝鉄恕濡釈l隠） も
海渡の た め今の よ う に変 っ た

い
え
る 。

0
東
大
謳
震
研
の

に
よ
訊
ば 、

御
宿
は
家 、

田
畑
浸
水 、
延
宝
津
波
二

六
七
七）

よ
り
六

高
く 、

指
定
津
波
の
高
さ
は
八ぃ口
と
し
て
い
る 。

海
浜
大
津
渋
（
勝
洞
出
張
所）
に
よ
る
と 、

現
勝
浦
灯
台
所
在
地
(

）
は
字
地
名
を
平
巨
ヶ

台
と
い
え
る
が

f

の
時 、

中
之
を
再
興
す」
と
あ
り 、

元
禄
の
津
波
が
か
な
り

奥
深
く
ま
で
被
害
を
与
え
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
が 、

兎
に
角
御
宿
で
は
勝
浦
と
り
も
被
害
は
大
き
か
っ
た
と

元
一
帯
水
田
な
り
し
か 、

海
波
の
た
め
現
時
の
如
く

せ
り 。

と
あ
る 。

の

勝浦市 勝浦湾
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一 1
 

十
九
里
地
方

0
長
生
郷
土

こ

ギ6

•
9

9

,i
じ

岬
の
門南

島
古
来

で
あ
っ
だ
が 、

の
た
め

-
t
 

{

（｝
 

ヨ� 

f’

キー
心
惜．
こ

f “
 

、
)

,＇

t'

ん

ー、1

/i

て
い
る 。
と
あ
る 。

0
大
日
本
地
震
史
料
に
よ
九
ば 、
九
十

九
里
浜
お
び
た
た
し
く
死
入
有
之
と

し
長
生
郡一
ツ
松
村
（
現
長
生
村）

本
興
寺
境
内
に
供
養
塚
あ
り 、
同
幸
治
村
（
現
白
子
町）
に
死
者
三
百
六
十
余
の

無
緑
塚 、
同
牛
込
村
（
現
白
子
町）
南
方
字
古
屋
敷
墓
所
中
に
津
波
合
葬
所

f

山

武
郡
四
天
木
村
（
現
大
網
白
里
町）
要
行
寺
境
内
に
二
百
四
十
五
人
の
合
葬
所 、
同
松
ヶ

谷
村
（
現
成
東
町）
字
地
蔵
堂
に
千
人
塚
等

等
現
存
す
る
は 、
如
何
に
几
I丁

九
里
浜
の
被
害
か
大
き
か
っ
た
か
が
推
量
さ
れ
る 。

O
N
H
K
教
育
テ
レ
ピ
昭
和
五
十
年一
月
三
十一
映
放
映
の
敦
菱
特
集
「

元
様
地
震」
に
よ
礼
ば 、
大
網
白
里
町
の
四
天
木
は
元
禄
四
年
の

と
き
の
海
岸
線
は 、

の
国
道
の
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ 、
現
在
は
五
百〗ぃ
陸
地
か
前
進
し
て
い
る 。
ま
た
四
天
木
辺
の
堀
川
近 長主村 城之内

9 戸- - J. 3 -



元禄津波 に よ る

水死者概数

》

，
 

v .r.‘,
 へ．C .

 

〔
九
十
九
里
浜
を
中
心
に
死
者
多
数 、
お
ぴ
た
だ
し
く
死
人
有
之

と
す
べ
て
の
記
録
に
あ
り〕

く
で
四
十
九
年
土
中
か
ら
茶
腕
が
発
見
さ
れ
た
が 、
国
立
博
物
館
で
鑑
定
の
結

果 、
十
七
世
紀
の
終
り
元
禄
時
代
の
も
の
と
判
明 、
津
波
で
流
さ
れ
た
も
の
で

は
な
い
か
と
思
料
さ
れ
て
い
る 。

う ( .

\‘\ ．
I

ー'
s〗

I
1

/

/

＼
L/9-

1 0 人 ？

2 0 余人

小 湊 100 人， 干 倉 総 人
白 浜 ～ 和 田 1 4 人
布 良 死者多数

富山町 4 人
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大網 白里町
要行寺 の 山 門

0
東
大
地
震
研
の
資
料
に
よ
れ
ば 、

九

十
九
里
浜
は
津
波
来
り

死
者
多
数 、

推
定
津
波
の
高
さ
四＂い
と
し
てい
る 。

0
九
十
九
里
浜
大
津
波
（
一
宮
高
等
小

学
校）
に
よ
れ
ば 、

元
禄
十
六
年
十

一
月
二
十
三
日
夜
（
当
今
の
午
後
九

時
頃）

長
生
郡一
宮
川
北
岸一
松
村

を
中
心
と
し
て 、

沿
岸一
帯
に
一
大

「
検
地
と
村」

よ
り
関
係
の
記
事
が
見
出
せ
る 。

当
時
の
検
地

海
嗚
悠
忽
と
し
て
襲
来
し 、
南
は
同
郡
東
浪
見
村（
現
一
宮
町）
よ
り

北
は
白
潟
村
に
至
る

二
里
半
の
間 、
西
は
九
十
九
里
浜
よ
り

十
五
ー

六
町
の
所
に
現
存
す
る
一
ツ
松
村
（
現
長

生
村）
の
沼
に
及
べ
る
広
き
部
落
に
一
大
惨
害
を
与
え
た
り 、

死
者
二
千
余
人 、
東
浪
見 、

一
ツ
松 、
一
ノ
宮 、

白
潟
村
に
は
無
縁
塚 、

千
人
塚
と
称
す
る
も
の
数
ヶ

所
あ
り 。

下
略）
と
あ
る 。

0
白
子
町
史
に
よ
れ
ば 、

白子町 ～ 大親 白里町

（

以 茶腕の発見 さ れ た 大網 白里町堀） I I 付近
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溺死者数列 記

帳
の
残
存
は
き
わ
め
て
少
な
く 、
後
年
の
写
本
が
多
い 。
こ
れ
は
本
地
方

が
「

本
田
検
地
水
帳
備
置
キ
之
レ
ア
ル
ヲ 、
元
禄
度
大
津
波
二
遭
遇 、
海

岸
村
々
潮
押
上
ゲ
住
家
倒
流 、
非
命
ノ
死
ヲ
遂
ゲ
タ
ル
モ
ノ
数
多
ア
ル
、／

ミ
ナ
ラ
ズ 、
田
圃
ノ
区
域
判
明
セ
ザ
ル
ニ
因
リ
当
時
領
主
地
頭
二
於
テ
水

帳
更
正
下
附
相
成
リ
タ
ル」
卜

伝
へ
云
フ（
牛
込
村
ニ
ヶ

村
戸
長
役
場「
村

誌
f

地
誌」，＂
明
治
十
七 、
十
九
起〉）
と
あ
る
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
ご
と

< S
か
か
る
災
害
と
も
深
い
関
連
か
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
き
れ
る 。
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0
同
町
史
牛
込
村
（
現
白
子
町）
よ
り

と 、
元
禄
十
六
年
（一
七
0
三）
十一
月
二
十
二
日
の
夜
大
津
波
起
り
村
中
溺
死
す
る
者

百
三
人
の
経
文
を
貝
に
記
し
霊
を
祀
る
た
め
埋
め
亨
保
十一
年
（一
七
二
六）
建
立
し
た
が 、
埋
葬
の
折 ，．
貝
の
た
め
に
鋤 、
鍬
を
入

札
る
こ
と
が
で
き
な
い
あ
り
さ
ま
と
い
う 。
但
言
に
よ
れ
ば
津
波
の
精
霊
と
い
っ
て
い
る 。
と
あ
る 。

0
ま
た
同
史
江
戸
時
代
に
お
け
る
生
活
の
展
開 、
生
活
の
実
態
と
農
業
生
産
の
記
事
に
お
い
て
も 、
元
禄
十
六
年
と
い
え
ば
い
わ
ゆ
る
元

禄
の
大
津
波
が
十一
月
中
に
お
こ
っ
た
年
で
あ
り

被
害
は
甚
大
で
あ
っ
た 。
こ
の
年
は
単
に
大
地
震
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず 、

す
で
に
そ

の
前
兆
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
大
旱
魃
の
年
で
あ
っ
た 。
と
書
か
れ
て
い
る 。
い
づ
礼
に
し
て
も
異
常
気
象
の
周
期
の
よ
う
な
も
の
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る 。

0
こ
の
大
津
波
は
か
な
り
の
人
的
物
的
被
害
を
与
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
く 、

茂
原
市
鷲
山
寺
の
供
養
碑
正
面
に
溺
死
者
の
数
を
列
記
し

て
あ
り 、
す
な
わ
ち
八
百
四
十
五
人一
松
瑯
中 、
三
百
四
人
幸
治
村
（
現
臼
子
町） 、
二
百
二
十
九
入
中
里
村
（
現
白
子
町） 、
七
十
人
八

斗
村
（
現
白
子
町） 、
八
人
五
井
村
（
現
白
子
町）
ニ―
百
七
十
二
人
古
処
（
所）
村
（
現
白
子
町） 〔
四
十
八
人
刹
金
村
（
現
白
子
町）
七

十
三
人
牛
込
村
（
現
白
子
町） 、
五
十
五
入
浜
宿
村
（
現
白
子
町）

f

二
百
五
十
人
四
天
寄
（
木）
村
（
現
大
欄
白
呈
町）
と
あ
り 、

郷
土

の
村
々
（
幸
治 、
中
里 、
八
斗 、
五
井 、
古
所 、
剃
金

r

牛
込 、
浜
宿
の
八
ヶ

村）
の
人
数
は
合
わ
せ
て
千
五
十
九
人
と
な
る 。
し
か

し
こ
の
各
村
の
溺
死
者
の
数
は
ま
さ
し
く
各
村
々
の
居
住
民
の
溺
死
人
数
を
示
す
も
の
か
ど
う
か
は
念
の
た
め
に
別
に
検
討
を
要
す
る

で
あ
ろ
う 。
な
お
本
供
養
碑
の
右
側
に
は＇。゚
…

溺
死
都
合
二
干
百
五
十
余
人
…
…
と
記
さ
れ 、
一
松
郷
外
九
ヶ

村
の
溺
死
者
人
数
合
計

か 、．
他
の
合
祀
者
が
ど
の
よ
う
に
含
ま
れ
て
い
る
か
明
確
で
な
い 。

0
一
官
町
史
に
よ
れ
は 、
元
禄
の
淳
波
と
し
て
下
記
の
記
録
が
あ
る 。

元
禄
十
六
年
十一
月
二
十
二
日
子
丑
刻（
干
後
十
二
時）
大
地
震
が
あ
り（

震
源
地
安
房
（い
東
南
海
上）
翌
二
十
三
日
未
明
に
大
津
波
来
襲

0
（一
宮
本
郷
村 、
新
笈
村）
一
宮
町一
宮
の
被
害

宝
暦
二
年
二
七
0
五）
一
宮 、
新
笈
両
村
名
主 、
組
頭
連
名
で
代
官
野
勢
櫂
兵
衛
に
差
出
し
た
訴
え
に
よ
る
と一
、

流
出
家
屋一
六

六
軒
二 、
砂
埋
亡
所

田
三
五
町
四
反
九
畝

畑
四
四
町
九
反

計
八
0
町
三
反
九
畝

と
あ
り
家
を
流
さ
れ
た
者
は一
門
緑
者
を
頼

っ
て
そ
の
者
の
屋
敷
を
せ
ば
め
て
小
屋
が
け
の
生
活
を
し
な
が
ら 、
男
女
桟
ら
ず
出
動
し
て
今
ま
で
に一
七
町
三

の
砂
掃
を
し
た

- , 9 -



▲
津
波
犠
牲
者
の
合
葬
所（一
宮
町
権
現
前）

修一
宮
町
東
浪
見
の
浪
切
地
蔵

南宮神社 （一宮町宮原 ）

が 、
困
窮
し
て
復
旧
が
出
来
な
い
か
ら 、
御
公
儀
様
御
入
用
を
も
っ
て
御
普
請
を
願
い
た
い
と
願
い
出
て
い
る 。

こ
の
訴
え
を
み
る
と 、
人
家
と
田
畑
の
被
害
は
わ
か
る
が 、
人
畜
の
被
害
が
出
て
こ
な
い 。
そ
こ
で
お
寺
の
過
去
帳
を
調
べ
て
み
た

ら 、
当
時
の
記
録
の
残
っ
て
い
る
寺
は
次
の
ニ
ヶ

寺
で 、
他
の
寺
に
は
記
録
が
な
く

全
貌
を
知
る
こ
と
か
で
き
な
い 。
東
栄
寺
（
下
之

原）
過
去
帳
（
死
者
七
人）

伝
吉 、
半
左
衛
門 、
同
妻 、
作
次
郎 、
同
妻 、
同
居
者 、
庄
右
衛
門
弟 。

真
光
寺
（
新
笈）
過
去
帳
（
死
者
三
人）
五
郎
右
衛
門
の
子
勘
四
郎 、
三
郎
右
衛
門 、
金
十
郎

0
一
宮
町
東
浪
見
（
旧
東
浪
見
村）

児
安
惣
次
左
衛
門
の
萬
覚
書
写
に
よ
る
と 、
夜
四
ツ
時
分
（
亥
の
刻 、
午
後
十
時
頃）
よ
り
大
地
震
三
度
骸
し
く
ゆ
れ
出
し 、
少
し
間

- 20 -



あ
っ
て
辰
己
沖
よ
り
海
幣
し
く

鳴
り 、

夜
八
ツ
半
時
分
（
丑
の

刻 、

午
前
二
時
半）
津
波
打
上

り
申
候 、
巳
の
年（
延
宝
五
年）

の
津
波
よ
り
波
の
高
さ
四
尺
余

り
も
高
く 、

前
の
下
通
り
屋
敷

へ
出
た
家
は
形
も
な
く
打
潰
さ

れ 、

比
節
又
々
右
之
会
所
へ
上

り 、
せ
き
の
内
の
道
二
十
間 、
三
十
間
水
上
り 、

岩
切
下
新
屋
下
き
し
上 、
河
は
し
上
迄
波
上

り
申
候 、

此
の
節
は
先
年
の
津
波
覚
に
て
下
通
り
に
居
住
の
者 、

大
地
震 、

大
地
震
故
早
く

皆

々
逃
上
り

候
故 、

死
人
は
多
く
な
く
浜
細
納
屋
に
置
候
者
心
な
く
に
げ
上
り
申
さ
ず
者
共
十
四

ー
五
人
死
申
候 、
と
あ
る 。

ま
た
権
現
前
に
津
波
犠
牲
者
の
合
葬
し
た
所
が
あ
る
が
そ
の
数
は

不
明 。

0
一
宮
町
宮
原
（
旧
宮
原
村）

古
老
の
話
に
よ
る
と 、
「

宮
原
の
南
宮
神
社
の
前
の
田
圃
に
菫
笥
が
流
れ
つ
い
て
い
た」
と
言
い

伝
え
ら
れ
て
い
た
か
ら 、

宮
原
で
は
あ
ま
り
被
害
を
う
け
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る 。

0
一
宮
町
船
頭
給
（
旧
船
頭
給
村）

全
然
わ
か
ら
な
い

0
一
宮
町
新
地
（
旧
新
地
村）

三
夜
講
の
集
ま
り
に
出
席
し
な
い
家
の
者
が
被
害
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
が 、
は
っ
き
り
し
た

こ
と
は
わ
か
ら
な
い 。

長生村驚部落の墓誌

南宮神社前の 田 圃 （一宮町宮原）
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_T 

大
野
市
郎
右
衛
門
⑲

驚
村

大
野一
郎
右
衛
門
⑲

浅
井
興
惣
右
衛
門
⑲

上
総
国
驚
村

名
主

惣
百
姓
中

惣
百
姓
中

覚

一
驚
村
溜
井
の
儀 、
元
禄
十
六
末
の
年
津
波
故 、
押
砂
に
て
埋
り 、
も
ち
ろ
ん
落

堀
等
も
押
埋
り

候
に
つ
き 、
普
請
人
足
前
々
の
通
り

知
行
内
の
人
足
願
い
こ
れ
あ

り
承
知
せ
し
め
候 、
し
か
れ
ど
も
村
々
に
普
請
数
多
こ
れ
あ
る
間 、
そ
の
村
の
人

足
に
て
段
々
普
請
致
さ
る
べ
く
侯 、
扶
持
方
米
の
儀
は
当
御
年
貢
に
て
差
引
き
申

す
べ
く

候 、
も
っ
と
も
普
請
仕
舞
い
候
は
ば 、
仕
様
帳
面
差
上
げ
申
さ
る
べ
く

候 、

そ
の
た
め
か
く
の
如
く
に
御
座
候 、
以
上

正
徳
四
年
午
正
月
廿
三
日

筑
紫
左
衛
門
内

L 

銚子市長崎町

0
上
総
町
村
誌
に
よ
れ
ば 、
現
長
生
村
驚
村
の
記
録
が
見
出
せ
る 。
郷
土
の
村
々
の一
部
は
海
水
が
浸
入
し
て 、
耕
地
が
泥
沼
の
よ
う
に

な
り
悲
惨
な
状
景
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
が 、
こ
の
こ
と
を
直
接
物
語
る
史
料
は
現
在
見
当
ら
な
い
が 、
次
の
二
つ
の

史
料
は
断
片
的
で
は
あ
る
が 、
こ
の
よ
う
な
事
情
の一
端
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る 。

「

覚

一
其
の
村
溜
井
堤
な
ら
び
に
落
堀 、
去
る
元
禄
十
六
年
津
波
に
て
押
砂
埋
り

候
に
つ
き 、
普
請
人
足
帳
面
を
以
て
願
い
候
間 、
扶
持
方

米
七
俵
三
斗
九
升
相
渡
し
候 、
以
上 。

正
徳
四
午
年
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(い)
日

C! ゜ 0 C) 

略
と
あ
る 。

に
よ
れ
げ 、

元
禄
十
六
年
十
一
月

f
 

こ
よ
る
と

�＇
 

忍
敷
也
其
上
相
州
小
田

、

安
房

P

上
総
諸
国
地
大

、
し 〕

バヽ� ゞ‘ ‘ ,l 

に
至
り

p

言
の

四、

そ
の
他
地
方

惣
百
姓
中

0
大
日
本
地
震
史
料
に
よ
り
銚
子
木
口

方
の
者
共
と
誓
請
な
す 。

と
あ
る 。

0
千
葉
県
気
象
災
害
史
に
よ
れ
ば r

銚
子
付
近
に

二
固
押
寄
せ r

5加
着
楊
を
崩
し
家
屋
流
失一

納
屋
薮
戸
潰
さ
る

C

と
あ
る

C

0
千
葉
県
地
霞
対
策
基
礎
調
査
報
告
書
に
よ
る
と 、

に
お
い
て
も
船
の
流
出
の
被
害
が
あ
っ
た 。

と
あ
る 。

0
千
葉
県
防
災
気
象
テ
ギ
ス
ト
に
よ
れ
ば 、

銚
子
で
は
納
屋
数
檬
が
倒
壊
し

P

家
屋
一
戸
が
流
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら

r

の
最
高
は
七
メ
ー
ト
几
以
上
十
メ
ー
ト

ル
に
遠
し
た
も
の
と
忌
わ
札
る 。

に
よ
れ
ば 、

銚
子
浦
に
け
る
津
波
と
し
て 、

元
禄
十
六
年
五
月
よ
り
大
旱
五
霰
実
ら
ず 、

十
一

沿
岸
被
害
あ
り 。

と
記
さ
れ
て
い
る 。

に
よ
る
と 、

゜

田
原
被
害
最
も
甚
し 。

と
あ
る 。

江
戸
中
大
小
名
之
家
作
並
町
屋
民
家
転
倒

田
原
よ
り
品
川
宿
に
至
る
ま
で
一
萬
五
千
八・。．．
 
，、

以
下

。

名
主

の

L 

み
る
と

に
て

と
あ
る 。

と
あ
る 。

こ
つ
き

｀�，
 

に

- "，， _ 臼J



い
に
震
ひ
て
窓
戸
忽
ち
挫
け 、
屋
舎
総
て
激
波
を
漂
ふ
に
似
た
り 。
地
裂
く
る
こ
と
二
i

三
寸
乃
至
五
ー

六
尺
の
所
あ
り 。
或
は
砂
を

吐
き
水
を
噴
き
火
を
発
し 、
石
垣
崩
れ
屋
舎
倉
庫
覆
る 。
此
時
深
川
三
十
三
間
堂
覆
る
と
い
う 。
哭
泣
の
声
街
衛
に
満
つ 。
既
に
し
て

倒
れ
た
る
家
よ
り
火
起
り 、
ま
た
浜
海
は
大
潮
起
り

水
溢
る 。
而
し
て
小
田
原
殊
に
甚
だ
し 。
為
に
人
畜
の
死
亡
す
る
も
の
殆
ん
ど
無

数
な
り 。
是
よ
り
地
頻
り
に
震
ひ 、
二
十
四
日
の
夜
雨
降
り
二
十
五
日
の
暁
に
至
り
て
漸
く
止
む 。
然
れ
ど
も
十
二
月
に
至
る
ま
で
地

屡
ば
震
ふ 。
其
各
所
に
お
い
て
死
亡
せ
し
数
は 、
江
戸
三
萬
七
千
余
人 、
内
千
七
百
三
十
九
人
は
二
十
九
日
の
大
火
の
時 、
両
国
に
て

死
せ
し
と
い
う 。
と
あ
る 。

0
日
本
震
災
史
概
説
に
よ
れ
ば 、
大
地
震
は
相
模 、
武
蔵
を
中
心
と
し
た
も
の
で 、
江
戸
に
お
い
て
も
貴
賤
老
幼
の
死
傷
す
る
も
の
算
な

く 、
殊
に
鎌
倉 、
小
田
原
の
惨
状
は
目
も
あ
て
ら
れ
ぬ
有
様
で
あ
っ
た 。
と
あ
る 。

0
徳
川
実
紀
巻
四
十
八
に
よ
れ
ば 、
こ
の
夜
大
地
震
に
て
郭
内
石
垣
所
々
く

づ
れ 、
櫓
多
門
あ
ま
た 、
た
を
れ
諸
大
名
は
じ
め
士
庶
の
家

数
を
つ
く
し
て
転
倒
す 。
ま
た
相
模
安
房
上
総
の
あ
た
り
は 、
海
水
わ
き
上
り 、
人
家
類
崩
し
火
も
え
出
で
人
畜
命
を
失
ふ
も
の
数
ふ

る
に
い
と
ま
あ
ら
ず 。
誠
に
慶
安
二
年
こ
の
か
た
の
地
震
な
り
と
ぞ 。
甲
府
邸
こ
れ
が
た
め
に
長
屋
倒
れ
火
も
え
出
し
か
ば
増
火
消
を

命
ぜ
ら
れ
る 。
同
二
十
八
日
の
頃
に 、
大
久
保
隠
岐
守
忠
増
小
田
原
の
居
城
地
震
に
て
大
破
し
け
れ
ば
就
封
の
い
と
ま
給
う
と
あ
り 。

二
十
九
日
に
は 、
こ
れ
に
金
壱
万
五
千
両
か
し
給
う
と
あ
り 、
十
二
月
廿
九
日
の
項
に 、
又
さ
り
し 、
十一
月
大
地
震
の
後 、
こ
の
項

に
い
た
り

毎
日
数
十
度
の
地
震
あ
り
猶
や
ま
ず
ぞ 。
と
あ
る 。

0
伊
豆
海
島
誌
に
よ
れ
ば 、
十一
月
二
十
二
日
地
大
に
震
動
し 、
海
水
陸
地
に
氾
濫
し
岡
田
村
最
も
其
害
を
蒙
り 、
廻
船
漁
船
十
八
艘
男

女
五
十
六
人
家
屋
五
十
八
戸
皆
流
没
に
帰
す
と
い
う 。
と
あ
る 。

0
東
大
地
震
研
の
元
禄
十
六
年
津
波
に
お
け
る
各
地
の
津
波
の
高
さ
に
関
す
る
資
料
に
よ
れ
ば 、
霊
岸
島
（
東
京）
ー

江
戸
橋
付
近
ま
で

大
波
う
つ
（
推
定
津
波
の
高
さ
二
M) 。
本
所
ー

三
＼

五
尺
水
つ
か
る 。
品
川
ー

津
波
上
る
（
二い
こ 。
伊
豆
大
島

岡
田
で
流
失
家
五
十

八 、
死
五
十
六 、
波
浮
で
池
が
切
れ
港
と
な
る
(
+
昇） 。
八
丈
島
ー

谷
ヶ

里 、
稲
宮
前
崎
ま
で
波
上
る 、
中
ノ
郷
死一

、
末
吉
強
い
波

上
る
（
三
ば） 。
鎌
倉
ー

死
六
百 、
由
比
ヶ

浜
二
の
鳥
居
ま
で
浸
水
（
八ぃい） 。
片
瀬
ー

家
流
失
（
六
昇） 。
藤
沢
ー

平
塚
ー

大
波
上
り

舟
渡

止
ま
る
（
四ぃい） 。
小
田
原
ー

死
二
百
三
十 、
片
浦
で
家 、
船
流
失
（
四
訂） 。
熱
海
ー

家 、
漁
具
流
失 、
田
畑
浸
水（
五
M) 。
下
多
賀（
和

- 24 -



こ
れ
は
昭
和
五
十
年一
月
三
十一
日
二
0.
0
0
ー

ニ―
·

0
0
に
N
H
K
教
育
テ
レ
ビ
に
お
い
て
放
送
さ
れ
た
台
本
か
ら 、
そ
の
概

要
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る 。

出
席
者
は
東
大
教
授

笠
原
慶一

、
東
大
助
教
授

松
田
時
彦 、
横
浜
国
大
助
教
授

太
田
陽
子 、
司
会

N
H
K
科
学
産
業
部

伊

藤
和
明
の
各
氏
で
あ
る 。

伊
藤

今
か
ら
お
よ
そ
二
百
七
十
年
前
の
元
禄
十
六
年
（一
七
0
三）
十一
月
二
十
三
日
南
関
東
に
大
地
震
が
あ
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ

る 。こ
の
地
震
は 、
大
正
十
二
年
の
関
東
地
震
の
規
模
を
上
ま
わ
る
大
地
震
だ
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る 。

震
災
予
防
調
査
会
報
告
第
四
十
六
号
（
大
日
本
地
震
史
料）
明
治
三
十
七
年
出
版
に
は 、
こ
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る 。

同
十
六
年
十一
月
二
十
二
日
甲
子 、
丑
刻 、
武
蔵 、
相
模 、
安
房 、
上
総
諸
国 、
地
大
二
震
ヒ
就
中 、
江
戸 、
小
田
原
被
害
最
モ
甚

シ 、
続
テ
海
嘘
暴
溢
シ 、
相
模
ノ
小
田
原 、
鎌
倉
ノ
沿
海 、
安
房
ノ
長
狭 、
朝
夷
両
郡 、
上
総
ノ
夷
隅
郡
等 、
其
災
ヲ
被
レ
リ 、

余
震

年
ヲ
越
エ
テ
止
マ
ズ 。

こ
の
地
震
で
江
戸
で
は
本
所 、
神
田 、
小
石
川
辺
り
で
多
数
の
家
屋
が
倒
壊
し 、
江
戸
城
の
石
垣
や
櫓
が
各
所
で
崩
れ
た 。

第
五、

田）
ー

田
畑
浸
水
（
五
訂） 。
宇
佐
美
ー

五
ー

六
町
干
潟 、
家
漂
流
死
三
百
（
五
昇） 。
川
奈
ー

海
蔵
寺
石
段
三
段
目
ま
で
浸
水
（
関
東
地

震
よ
り
二
認
程
度
低
い）（
四＂い） 。
下
田
ー

死
三
十
七 、
流
失
家
五
十
八 、
流
失
船
十
八 、
宝
福
寺
大
門
ま
で
津
波
来
る（
三
昇） 。
竹
麻・

湊
ー

早
稲
田
で
寺
の
下
ま
で
潮
入
る 、
畑
砂
い
り
浜
と
な
る
(=-"い） 。
三
陸
ー

津
波
に
よ
る
死
傷
者
あ
り 。
渥
美
郡
細
谷
ー

海
水
溢
る 。

熊
野・
九
鬼
ー

海
水
溢
る 。
と
あ
り 、
津
波
が
相
当
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
来
襲
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る 。

N
H
K
T
V
教
養
特
集 ＂
元
禄
地
震“
の
概
要
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c
e
f
 

1
1 «
[
 

一
円

元
禄
地
震
の
余
震
は

太
平
は
大
地
震
に
よ
っ
て

南
関
克
で
は

f

，
大
王
十
二

る
こ
ど
は 、

次

そ
こ
で

に
な
っ
た
幕
府
は
「

元
禄」
を
「

宝
永」
と
改
元
し
た

C

た
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る 。

二
九
二
三）
の
関
東
地
震
(l
―
つ
前
の
巨
大
地
震
が
こ
の
元
禄
地
震 。

だ
か
ら
こ
の
元
禄
地
震
を
調
ヘ

る
関
東
巨
大
地
震
の
予
測
と
い
う
点
か
ら
も
霊
要
と
思
わ
れ
る 。

は
f

二
百
七
十
年
前
の
元
禄
地
震
の
地
球
科
学
的
復
元
を
試
み
る
と
と
も
に 、

そ
れ
を
足
場
に
次
の
関
東
地
震
の
予
訓
戸

て
み
た
い 。

京
大
地
震
研
究
所
の
笠
原
慶一
さ
ん
と 、

松
田
時
彦
さ
ん
に
お
出
で
頂
い
て
い
る 。

こ
の
元
禄
地
震
は 、

地
震
そ
の
も
の
に
よ
る
被
害 、

津
沢
に
よ
る
被
害
な
ど
古
記
録
を
見
て
も
か
な
り

大
き
か
っ
た
こ
と
が
分
る
が 、

現
在
の
震
度
階
に
あ
て
は
め
て
み
る
と ＂

各
地
で
ど
の
位
と
推
定
さ
れ
る
か 。

笠
原

古
い
地
震
の
震
度
は 、

古
記
録
に
記
さ
れ
て
い
る
被
害
の
状
況
か
ら
淮
定
（
内
容
略）

元
懐
地
震
の
震
度
分
布
は 、

萩
原
氏
に
よ

れ
ば
；
：
：

（
内
容
略） 。

M
八
こ一
と
推
定
さ
九
て
い
る
が 、

も
う
少
し
小
さ
い
か
も
知
れ
な
い 。

伊
膵

大
地
震
に
伴
っ
て
土
地
が
隆
起
し
た
り 、

沈
降
し
た
り
す
る
こ
と
は
よ
く

知
ら
訊
て
い
る
が 、

そ
う
い
う
地
殻
変
動
が
元
禄
地
震

の
時
に
も
見
ら
れ
だ
と
い
う
が 。

松
臼

房
総
半
島
南
端
を
中
心
に
大
き
な
地
殻
変
動
が
あ
っ
た 。

こ
礼
に
つ
い
て
は

f

既
に
今
村
明
恒
の
指
摘
か
あ
る 。
（
大
正
十
四
年
震
災
予
防
調
杢
会
報
告 、

相
浜
の
古
地
図）
（
内
容
略）

死
者
五
千

す
っ

か

半
烏
の
南
端
は
地
震

つ
ま
り 、

元
禄
の

で
隆
起
し
だ 。

ごこ
；ぐ
f

相
模
湾
沿
岸
て
は 、

更
こ。7

 
｀

 

に
小
田
原―E
は
城
下
町
の
殆
ん
ど
が

し ',
ァ

田

の
天
守
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館 山 市 布 良

元
禄
地
震
の
時
に
隆
起
し
た
海
底
の
部
分
は
現
在
段
丘
に
な
っ
て
い
る 。

伊
藤

な
ぜ
平
ら
な
段
丘
が
で
き
る
の
か

松
田

段
丘
の
生
成
過
程
を
説
明
（
略） 。

伊
藤

元
禄
地
震
の
時
に
で
き
た
段
丘
11

元
禄
段
丘
を
調
べ
れ
ば 、

当
時
の
地
殻
変

動
の
様
子
が
分
る
？

松
田

自
然
の
中
か
ら
読
み
取
る
こ
と
の
重
要
性 。

伊
藤

今
日
は
元
禄
地
震

の
地
殻
変
動
を
読
み
取
る

と
い
う
観
点
か
ら 、

房
総

半
島
の
調
査
を
続
け
て
お

ら
れ
る
横
浜
国
大
の
太
田

陽
子
さ
ん
に
も
お
出
で
頂

い
て
い
る
の
で 、
こ
れ
ま

で
の
調
査
に
つ
い
て
お
話

を
伺
い
た
い 。

大
正
十
二
年
の
関
東
地
震
の
時
に
も
房
総 、
三
浦
半
島
の
南
端
は
隆
起
し
た

と
い
う
記
録
が
あ
る
が 、

そ
れ
と
比
べ
て
元
禄
地
震
の
時
に
は
？

太
田

房
総
南
端
で
は
…
…

（
略） 。
三
浦
半
島
で
は
…
…

（
略） 。
（
以
下
写
真

で）
野
島
岬
↓
島
が
陸
と
つ
な
が
っ
て
岬
と
な
っ
た 。

布
良
の
港
（
写
真） 、
布

良
の
元
録
段
丘
高
さ
五”Is
上
（
写
真） 、
元
禄
地
震
前
の
入
江
ー

元
禄
汀
線
（
写

真） 、
国
道
と
お
花
畑
（
写
真） 、
元
禄
汀
線
の
分
布
（
地
図） 。

元 禄 段 丘

ー
し
ー

／ 6 5 元禄汀線 の 海抜高度
（ 等高線の単位 m )
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元
禄
汀
線
の
分
布
は
半
島
全
体
を
取
り

巻
い
て
普
遍
的
に
見
ら
れ
る 。

現
在
と
類
似
の
地
形
が
昔
か
ら
あ
る 。

館
山
で
鉄
道
の
走
っ
て
い

る
所
は
元
禄
段
丘
の
上
etc
。.. o

伊
藤

大
地
震
の
た
び
に 、

隆
起
し
て
段
丘
が
で
き
る
と
す
れ
ば 、

大
昔
か
ら
何
段
も
あ
る
と
思
う
が
：．．．

 
。

O

太
田

干
段
の
段
丘 。

元
禄
よ
り
も
古
い
地
震
の
記
録 、

最
古
の
も
の
と
し
て
沼
段
丘 、

沼
段
丘
を
作
っ
て
い
る
サ
ン
ゴ
の
化
石 、

年
代

測
定
↓

六
千
年
前
（
以
上
地
図
写
真
で
説
明） 。
ま
た
縄
文
と
前
期
に
つ
い
て
沼
段
丘
の
現
在
の
高
度
分
布 、

大
部
分
が
地
震
に
伴
う
隆
起

運
動
の
積
算
（
図
で
説
明） 。

伊
藤

（
断
面
図
を
見
な
が
ら） 、
す
る
と
六
千
年
の
昔
は
ず
い
分
陸
地
が
少
な
か
っ
た
の
で
す
か
？

太
田

地
震
隆
起
の
た
め
に
陸
地
が
増
え
て
き
た 。

し
か
し
六
千
年
前
海
岸
線
は
よ
く

似
て
い
る
（
航
空
写
真
を
み
な
が
ら） 。

伊
藤

元
禄
段
丘
の
高
さ
は
ど
こ
で
も
五
昇
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
か
？

太
田

場
所
に
よ
っ
て
ち
が
う 。）
元
禄
段
丘
高
度
分
布
図
に
よ
り
説
明） 、
元
禄
地
震
時
の
隆
起
量
そ
の
も
の
で
は
な
い 。

ま
た
大
正
地
晨

（
大
正
十
二
年
の
関
東
地
震）
の
時
に
も
隆
起
し
て
い
る
の
で 、

そ
の
分
を
差
し
引
か
ね
ば
な
ら
な
い 。

（
大
正
段
丘
の
高
度
分
布
図
を

説
明）

伊
藤

元
禄
か
ら
大
正
ま
で
二
百
二
十
年
間
動
か
な
か
っ
た
か
？

太
田

逆
戻
り
量
↓
あ
ま
り

大
き
く
な
い 。

し
た
が
っ
て
元
禄
地
震
の
時
の
隆
起
量
は
S
E
に
大
で
あ
り 、

大
正
地
震
は
s
w
に
大
で
あ

る
（
図
に
よ
っ
て
説
明） 。

伊
藤

房
総
半
島
の
北
部
に
あ
た
る
九
十
九
里
浜
に
つ
い
て 、

元
禄
地
震
の
痕
跡
を
太
田
さ
ん
や
松
田
さ
ん
と
と
も
に
調
べ
て
み
た
が 、

ま
ず
こ
の
地
図
で
縄
文
時
代
の
海
岸
線
は
？

太
田

纏
文
遺
跡
の
出
土
品
を
み
せ
る 、

ま
た
東
金 、

茂
原
付
近
の
地
図
に
よ
り
六
千
年
間
に
陸
地
が
こ
の
よ
う
に
前
進
し
た 。

元
禄
地

震
の
時
に
こ
の
海
岸
線
の
位
置
が
ど
の
く
ら
い
変
っ
た
か
を
調
べ
て
み
た
か
っ
た 。

伊
藤

白
子
町
四
天
木
の
古
地
図
を
探
し
当
て
た
（
内
山
桓
さ
ん
所
蔵
の
も
の
で
元
禄
四
年

二
六
九
一
）
の
古
地
図
を
み
せ
る 。

太
田

古
地
図
は
比
較
し
て
読
み
取
れ
る
（
天
保
八
年(
-
八
三
0)）
の
古
地
図
と
比
較
す
る 。
（
二
万
五
千
分
の
一
の
地
図
を
示
し 、

不
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動
点
が
同
じ
ス
ケ
ー

ル
比
で
書
か
れ
て
い
る
と
し
て 、

比
例
接
分
↓

元
禄
汀
線 、

天
保
汀
線
を
推
定 。

伊
藤

地
震
の
時 、
一
挙
に
隆
起
し
た
の
か
？

太
田

連
続
か 、

不
連
続
か
決
め
る
材
料
が
な
い 。

今
後 、

微
地
形 、

土
地
利
用
の
状
態
を
調
べ
て
何
ら
か
の
手
が
か
り
を
つ
か
み
た
い 。

伊
藤

長
生
郡
誌
な
ど
の
古
記
録
に
よ
れ
ば 、

元
禄
地
震
の
時 、

外
房
一
帯
に
大
津
波
が
襲
来
し
て
多
く
の
死
者
を
出
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る 。

そ
の
供
養
碑
が
こ
の
地
域
の
い
く

つ
か
の
寺
に
あ
る 。

茂
原
の
鷲
山
寺
（
ジ
ュ

ゼ
ン
ジ）
の
供
養
碑
（
写
真
を
見
せ
る） 。
こ
の

地
域
だ
け
で
二
千
百
五
十
人
が
波
に
呑
ま
れ
て
死
ん
だ
と
い
う 。

本
興
寺
に
は
戒
名
を
書
き
連
ね
た
碑
が
あ
る
（
戒
名
の
写
真
見
せ
る） 。

こ
れ
だ
け
で
も
津
波
の
大
き
か
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
が 、

自
然
か
ら
直
接
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
と 、
現
地
を
調
べ
て
み
た 。

す
る
と
こ
の
辺
り
で
一
個
の
茶
椀
を
発
掘
し
た 。

太
田
さ
ん
茶
椀
の
出
土
状
態
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い 。

太
田

（
現
場
の
写
真
を
見
な
が
ら）
河
川
改
修
工
事
の
断
面
を
説
明
し 、

地
表
か
ら
三
仄 ‘

貝
か
ら
多
数
と
共
に
茶
椀
を
掘
り
出
す 。

伊
藤

こ
れ
ぞ
そ
の
茶
椀
（
茶
椀
と

砂
層
の
写
真
を
見
な
が
ら） 、
（
実
物
の
茶
椀
を
見
せ
て） 、
国
立
博
物
館
で
鑑
定
し
た
結
果 、

古
い
伊

万
里
焼
で
十
七
世
紀
末
つ
ま
り
元
禄
時
代
の
も
の
と
判
明
し
た 。

ほ
と
ん
ど
磨
滅
し
て
い
な
い 。

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
こ
と
が
わ
か
る
か
？

太
田

茶
椀
か
ら
の
推
理
を
す
る
と 、

津
波
で
突
然
埋
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る 。

砂
の
層
は
津
波
の
堆
積
物
で
は
な
い
か 、

津
波
の
相

当
の
大
き
さ
を
暗
示
し
て
い
る 。

伊
藤

地
震
研
究
所
の
羽
鳥
徳
太
郎
さ
ん
は
供
養
所
の
記
録
な
ど
か
ら 、

波
高
五
ば
前
後
と
推
定
し
て
い
る 。

も
っ
と
大
き
い
か
も
知
れ

な
い 。

太
田
さ
ん 、

ま
た
今
後
調
べ
ね
ば
な
ら
な
い
点
が
沢
山
あ
る
と
思
う
が
…
…

太
田

（
ま
と
め）

地
質 、

地
形
調
査
の
必
要
性 。

地
形
が
古
記
録
の
役
割
を
し
て
い
る 。

地
震
の
歴
史
的
性
格
etc

伊
膜

こ
れ
ら
の
事
実
を
も
と
に 、

ま
ず
大
正
地
震
と
の
類
似
点 、

相
違
点
を
洗
い
出
し
て
元
禄
地
畏
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
い 。

そ

の
前
に
こ
の
両
地
震
を
比
べ
る
に
当
っ
て
重
要
な
「

相
模
ト
ラ
フ」
に
つ
い
て
笠
原
さ
ん
か
ら 。

笠
原

相
模
ト
ラ
フ
と
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
と
巨
大
地
震
の
関
係
（
図
面
に
て

f

説
明
略） 、
元
禄
地
震
と
大
正
地
震
と
の
震
度
分

布
を
比
較
し
て
み
る 、

津
波
の
大
き
さ
の
比
較 、

元
禄
津
波
の
特
長
等
に
つ
き
説
明
（
略） 。
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地
殻
変
動
（
隆
起
量）
の
比
較
（
図
面
に
て 、

説
明
略） 。

大
正
地
震
と
比
べ
て
震
度
分
布
は
似
て
い
る
が 、

津
波 、

地
殻
変
動
の
様
相
は
か
な
り
異
な
る 。

こ
う
し
て
見
て
く
る
と 、

大
正
地
震
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
な
断
層
運
動
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が 、

そ
の
モ
デ
ル
は
？

房
総
南
部
の
地
殻
変
動
を
説
明
す
る
に
は
計
算
上
こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
で：

o
o
.。・

（
略） 、
海
図
で
鴨
川
沖
断
層
崖
の
存
在
（
略） 。

相
模
ト
ラ
フ
全
体
が
動
い
た
よ
う
な
印
象
だ
が
？

断
層
面
の
想
定
（
ま
ゆ
型）
（
略） 。

モ
デ
ル
化
す
る
と
A 、
B 、
C
に
わ
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
事
象
を
説
明
し
得
る 。
A
ー

震
害
か
ら
の
推
定
B
—

地
殻
変
動
か
ら
C

ー
津
波
の
波
源
域
か
ら
（
説
明
略） 。

伊
藤

元
禄
地
震
と
同
規
模
の
巨
大
地
震
は
ど
の
く
ら
い
の
再
来
周
期
で
く
る
か
？

地
震
段
丘
の
累
積
隆
起
量
か
ら
推
定
さ
れ
る
（
説
明
略） 。
段
丘
を
地
震
隆
起
の
回
数
と
す
れ
ば
：
：
o
. 、

発
生
周
期
は
一
千
年
前
後

，
刀
？

伊
藤

す
る
と
大
正
地
震
は 、

元
禄
地
震
の
再
来
つ
ま
り

単
な
る
く
り
か
え
し
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
？

笠
原

―
つ
の
前
の
「

関
東
地
震」
と
云
わ
れ
な
か
ら
違
う
場
所
に
起
っ
て
い
た 。

考
え
方
と
し
て
「

元
禄」
＋
「

大
正」
で一
組
な
の

か
？

隣
が
動
い
た
の
か
？

伊
籐

未
来
予
測
と
し
て

r

今
度
起
こ
る
と
す
れ
ば
ど
こ
な
の
か
？

笠
原

C
は
残
っ
て
い
る
可
能
性
大 、

そ
の
理
由
（
説
明
略） 。

伊
藤

房
総
沖
空
白
域
と
地
震
予
知
連
で
発
表
さ
れ
た
地
域
と
ほ
ぼ
一
致
す
る 。

0
観
測
強
化
の
要
あ
り 。

O
C
が
動
け
ば 、

元
禄
地
震
か
ら
推
定
さ
れ
る
よ
う
な
津
波
の
襲
来
も
予
想
さ
れ
る
↓
防
災
対
策
が
必
要 。

「
元
禄」
の
隣
が
動
い
た
の
が 、
「

大
正」
と
い
う
考
え
方
に
立
て
ば 、

更
に
そ
の
隣
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
か 。

国
府
津
ー

松
田
断
層
の
存
在
（
説
明
略） 。
歴
史
時
代
に
動
い
て
い
な
い 。

歪
を
蓄
積
中
で
あ
る 。

伊
藤

松
田

松
田

伊
藤

校
田
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（
以
下
座
談）

笠
原

傾
斜
計
を
設
置
し
て
監
視
し
て
い
る 。

◎
今 、

何
を
な
す
べ
き
か 。

©
危
険
地
域
の
観
測
強
化
（
房
総
沖
海
底
の
地
質
構
造 、

地
震
活
動 、

活
動
層
周
辺
の
監
視
な
ど）

®
防
災
対
策
↓

特
に
津
波
対
策

◎
相
模
ト
ラ
フ
全
体
を
視
野
に
置
く
必
要
性 。

◎
今
後
を
予
測
す
る
上
で
元
禄
地
震
の
資
料
は
貴
重 。

0
古
記
録
の
復
元
が 、

現
代 、

未
来
へ
生
き
る

0
過
去
は
未
来
へ
の
鍵
で
あ
る 。

（
編
者
註）

文
中 、

説
明
略
の
個
所
が
多
々
あ
る
こ
と
を
お
詫
び
す
る
か 、

同
様
趣
旨
に
つ
い
て
本
誌
内
に
お
お
む
ね
褐
載
さ
れ
て
あ

る
の
で 、

そ
の
稿
に
よ
り

理
解
願
い
た
い 。
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元
禄
津
波
の
供
養
碑
に
つ
い
て
は 、
町
村
史
等
を
調
査
し
て
い
る
段
階
で一
番
目
に
つ
い
た
し 、
当
時
の
災
害
を
現
代
に
伝
え
る
も
の

と
し
て
極
め
て
確
実
性
が
あ
る 。
た
ま
た
ま
取
材
中
に
N
H
K
放
送
セ
ン
タ
ー
の
伊
藤
和
明
チ
ー

フ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
お
会
い
す
る
機
会

が
あ
り 、
氏
が
教
養
特
集
と
し
て
放
送
担
当
し
た
「

元
禄
地
震」
番
組
に
つ
い
て 、
種
々
御
教
示
願
っ
た
折 、
東
大
地
震
研
の
羽
鳥
徳
太

郎
博
士
が
元
禄
地
震
津
波
の
供
養
碑
に
つ
い
て
調
査
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り 、
地
震
研
に
先
生
を
訪
ね 、
資
料
を
得
た
の
で
そ
の
資
料

を
中
心
に
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た 。
な
お 、
羽
鳥
先
生
が
調
査
さ
れ
た
以
外
の
供
養
碑
が
ま
だ
若
干
あ
る
の
で 、
末
尾
に
そ
の
他
と
し
て

参
考
ま
で
に
書
き
添
え
ま
す 。
（
編
者）

一
、

は
じ
め
に

元
禄
十
六
年
十一
月
二
十
三
日
（一
七
0
三
年
十
二
月
三
十一
日） 、
房
総
近
海
で
起
き
た
地
震
は 、
南
関
東
地
域
に
大
被
害
を
与
え
た 。

ま
た 、
こ
の
地
震
に
伴
っ
た
津
波
も
き
わ
め
て
大
き
く 、
こ
れ
ら
の
記
録
は
増
訂
大
日
本
地
震
史
料
二
巻
に
集
録
さ
れ
て
い
る 。
羽
鳥
氏

ら
は
こ
の
史
料
を
も
と
に
房
総
南
部 、
神
奈
川
伊
豆
沿
岸
の
津
波
の
高
さ
を
推
定
し 、
一
九
二
三
年
関
東
地
震
の
津
波
と
対
比
し
た 。
し

か
し 、
こ
の
史
料
に
は
九
十
九
里
浜
の
津
波
は 、
お
び
た
だ
し
い
死
人
有
え
由
と
簡
単
に
記
さ
れ 、
一
般
に
あ
ま
り

理
解
さ
れ
て
い
な
い 。

一
方 、
銚
子
測
候
所
で
千
葉
県
下
の
地
方
災
害
史
が
ま
と
め
ら
れ 、
こ
れ
に
よ
る
と
九
十
九
里
浜
の
津
波
被
害
は
意
外
に
大
きい 。
ま
た 、
津

波
碑
の
記
事
も
あ
る 。
最
近 、
九
十
九
里
浜
を
訪
れ 、
各
地
の
津
波
供
養
碑
を
調
査
し
た
の
で 、
そ
の
現
状
と
二 、
三
の
碑
文
を
紹
介
し
ょ
う 。

第
六、

津
波
の
供
養
稗

九
十
九
里
浜
に
お
け
る
元
禄
十
六
年（一
七
0
三
年）
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二
、

各
地
の
津
波
碑

津
波
碑
は
九
十
九
里
浜
の
片
貝
ー

上
総一
宮
間
の
各
地
に
あ
り 、

津
波
犠
牲
者
の
霊
が
手
厚
く

葬
む
ら
れ
て
い
る 。

各
地
の
津
波
碑
の

現
状
は
次
の
と
お
り
で
あ
る 。

0
四
天
木（
大
網
白
里
町）
の
津
波
碑

長
生
郡
誌
に
よ
れ
ば 、

山
武
郡
四
天
木
村
の
中
央
要
行
寺
境
内
に
津
波
溺
死
霊
魂
碑
と
書
せ
し
木
塔
在
り 、

死
者
二
百
四
十
五
を
合
葬

す
る
と
あ
る
が 、

現
在
同
寺
に
木
塔
は
な
い 。

住
職
森
田
彰
氏
（
鷲
山
寺
貫
主）
に
よ
れ
ば 、

当
時
の
も
の
は
台
座
だ
け
残
り 、
い
ま
で

は
別
の
碑
に
使
わ
れ
て
い
る 。

要
行
寺
は
当
時 、

現
在
地
（
重
郎
池）
よ
り
海
岸
寄
り
の
殿
里
に
あ
り 、

津
波
は
境
内
近
く
ま
で
押
寄
せ 、

九
十
九
里
浜
の
真
亀
か
ら

ヽヽ
＼
 

••
 ＞ r

、
..

 
｀

 

"
/．
\

、'‘

rへ

＼
＼ ‘

••
 

（
5.

([
Y
 

.

r
 

.
\．

、

ヽ

ー、
．．

ヽ

．

.

)
 

\.

]·
 

ヽ

••
 

ヽ

I
 

••
 j

、i
ー
＼

ヽ

‘

.
I
 

”

.
＼

、'

ヽ.̂

J

.

 

i、
9.[

5

9. .

\
＾

r

.

L
I
 

I

..

t

(

\

\
 

.
\

.

r..

9.`
/、
!,'
)

.
)

·’
 

9

/

l
 

．
V

一
人

r
 

／し―,.
.『．
（'-.
（'
、

)

Gl̀

”

`

っ
勺

）

d．

た
i

}
）

•V

9、

-

-

（
 

．．

．
 ヽ
｀
ノ・L‘

rl̀

r

J

 

＂

．
 

り

こ

．^

i

～

r

}

ー

、．
，ヽ

．ヽ

一

¢
.\
 

．

．

 

？-

r

/．
)．i
ー・
デ

，ヽI
J̀
(＇
\‘

，ヽ
1・
1-

4

-

，^

ヽ

ヘ

J

.

l．

ノ

＼．

、
（・
J.

‘
y

••
 \
 

v,
n

-．

5
.

」

5.
[

f
占
f.L、
{

へ
)

-

\
．
（．
(`
j

,
（・
1
i
,J�

:／

／
J

J
'

 

｀

C
-

．
、
¢

っ

、．

"

/．

2
 

一

ー

/

l

.A,
4

ご、し―·

(

-

.
1.
\
 

．．
 （．
J̀

／

す

｝

・・

··
｀
卜．

I
2

.

l

/

、
l

J
 

‘r.

V

l.
＼‘

/．
～．

{，
{‘j

、)

.

J
ン

．ヽ
ヽ
、’

鷲の巣

干 人 城

元禄地震津波供養塚所在地

- 33 -



九十九里町藤下納屋

白 子町幸治 の 津波碑

一
松
ま
で
の
間
が
最
も
大
き
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
由
で
あ
る 。
ま
た、
当
時
の
海
岸

線
は
現
在
よ
り

五
百、ー
六
百ぃい
は
ど
後
退
し
て
い
た
ら
し
く 、
海
岸
通
り
の
バ
ス
道
路
付
近

で
は 、
い
ま
で
も
貝
殻
な
ど
が
堀
り
出
さ
れ
る
と
い
う 。

〇
幸
治（
白
子
町）
の
津
波
碑

長
生
郡
誌
に
よ
れ
ば 、
幸
治
村
に
無
緑
塚
在
り 、

死
者
三
百
六
十
余
を
合
葬
す
今
墳
上
松

樹
蒼
々
た
り
と
あ
る 。
津
波
供
養
碑
は
上
総一
宮
か
ら
市
場
に
通
ず
る
道
路
脇
の
幸
治
高
に

立
っ
て
い
る 。
石
塔
に
は

＂
元
禄
十
六
年

1
9
9
,

II

と
記
さ
れ 、
文
字
は
大
郭
破
損
し 、

年
号
以
外
は
読
み
と
れ
な
い 。
も
う一
っ

の
石
塔
は 、
大
正
十
年
建
立
の
も
の
で
こ

れ
に
は

＂
元
禄
十
六
年
癸
未
年
霜
月
弐
拾

参
津
波
精
霊
II

と
記
さ
れ
て
い
る 。
ま
た

地
元
の
老
人
会
に
よ
り 、
真
新
し
い
塔
婆

が
建
て
ら
れ
て
い
た 。
こ
の
お
盆
に
津
波

犠
牲
者
の
霊
を
供
養
し
た
の
で
あ
ろ
う 。

大網 白 里町四天木の要行寺
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魃
山
寺
本
堂
前
の
津
波
碑
（
茂
原
市）

裏 面

I I 
I I 

冗
緑
十
六
年
癸
未
夭
十

施
主

一

是
人
於
佛
道
決

定無
有
疑

側右

□--

一

ソ

松
本
興
寺
供
養
碑
（
右
側
の
碑）

面
＿

南

撫

妙

法

蓮

華

経

水

死

霊

正

本興寺 山 門 入 口 の 漉波碑 （ 長生村一 ッ 松）
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側 面 に 刻 ま れ し 碑文

南
無
妙
法
蓮
華
経
日
進
書

紐

（
 

201
セ
ン
チ

←
 

↑
37[＇
↓一
←

←45セ ン チ → ）
 

66セ ン チ

95セ ン チし
懃

41
セ
ン
チ
↓

゜
＿
松
（
長
生
村）
の
津
波
碑

長
生
郡
誌
を
再
録
す
る
と 、
長
生
郡一
ッ

松
村
本
興
寺
境
内
供
養
塚
在
り 、

死
屍
三
百
八
十
四
を
合
葬
す 。
本
寺
位
牌
の
背
後
に
維
元

，

禄
十
有
六
年
癸
未
十一
月
二
十
二
日
之
夜
於
当
国一
松
大
地
震
尋
揚
大
波
鳴
呼
夭
乎
是
時
民
屋
流
失
牛
馬
斃
死
亡
人
不
知
幾
万
芙 、
今
也

記
当
寺
有
録
死
者
千
名
簿
勒
回
向
於
後
世
者
也
と
あ
る 。
津
波
碑
は
本
興
寺
山
門
入
口
に
あ
り 、
右
側
の
石
塔
が
古
く 、
左
側
は
昭
和
二

十
七
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る 。
こ
れ
に
は

”
元
禄
十
六
年
大
津
波
本
村
死
者
八
四
五
人 、
二
百
五
十
年
忌
供
養
塔
昭
和
廿
七
年
十

一
月
廿
三
日
営
之 、
一
松
廿
八
題
目
講
中“
と
記
さ
れ
て
い
る 。

〇
茂
原
市
の
津
波
碑

茂
原
市
鷲
巣
の
鷲
山
寺
は 、
九
十
九
里
浜一
帯
の
法
華
宗
大
本
山
で
あ
る 。
こ
こ
に
津
波
碑
の
あ
る
こ
と
は
現
地
で
教
え
ら
れ
た 。
石

塔
は
本
堂
前
に
立
ち 、
次
の
よ
う
な
碑
文
が
記
さ
れ
て
い
る 。
＂

元
禄
十
六
年
癸
未
歳
十一
月
廿
二
日
夜
丑
刻
大
地
震
東
海
激
浪 、
溺
死

都
合
二
千
百
五
拾
余
人
死
亡 、
允
癸
酉
五
拾一
年
営
之“
と
あ
る 。
ま
た 、
台
座
の
正
面
に
は
各
村
の
死
者
数
が
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て

い
る 。
"-

松
郷
中
八
百
四
十
五
人 、
幸
治
村
三
百
四
人 、
中
里
村
二
百
二
十
九
人 、
八
斗
村
七
十
人 、
五
井
村
八
人 、
古
処
村
二
百
七

十
二
人 、
剃
金
村
〇
十
八
人 、
牛
込
村
七
十
三
人 、
浜
宿
村
五
十
五
人 、
四
天
木
村
二
百
〇
十
人“
と
あ
る 。
な
お
こ
れ
ら
の
村
名
は
現

在
の
大
網
白
里
町 、
白
子
町 、
長
生
村
に
あ
た
る 。
ま
た 、
台
座
の
碑
文
は
い
た
み 、
0
印
の
数
字
は
は
っ
き
り

読
め
な
か
っ
た 。
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．
 
月’

チン

ィ

セ

右

溺
死
都
合
二

千
百
五
拾
余
人
死
亡
允
癸
酉
五
拾
一

年
忌
営
之

43←
 

元
緑
十
六
癸
未
歳
十
一

月
廿
二
日

夜
丑
刻
大
震
東
海
激
浪

山
日
弁
聖
人

施
主

門
中

図
山
鷲
山
寺

男
女

左 側 側裏

酉
十
一

月
廿
三
日

一

七
拾――一
人

―一
百
五
拾
人

〇
御
宿
町
の
津
波
碑

千
葉
県
誌
に
よ
る
と 、

御
宿
町
大
字
久
保
の
東
方
に
在
り 、

千
人
塚
と
称
す
墳
上
石
塔
あ
り 。

元
禄
十
六
年
十一
月
二
十
二
日
夜
上
総

に
大
地
震
あ
り 、

二
十
三
日
夜
海
鳴
大
に
起
こ
り 、

洪
濤
陸
に
上
り
夷
隅 、

長
生 、

山
武
三
郡
の
沿
岸
其
の
災
に
罹
ら
ざ
る
所
な
く 、

溺

死
者
無
慮
数
万
に
及
べ
り 。

乃
ち
其
の
死
屍
を
集
め
て
各
処
に
埋
葬
す 。

此
の
墳
は
其
の
一
な
り
と
あ
る 。

こ
の
千
人
塚
は
現
在
の
御
宿

町
新
町
に
あ
り 、

最
近
宅
地
化
か
進
ん
だ
中
に
共
同
墓
地
と
な
っ
て
い
る 。

こ
の
墓
地
の
片
隅
の
一
段
と
高
い
と
こ
ろ
に 、

高
さ
四
。

五

訳
ほ
ど
の
宝
き
ょ
う
印
塔
か
あ
る 。

こ
の
石
塔
の
碑
文
は
ゆ
ど
く
摩
粍
し
て 、

は
と
ん
ど
読
め
な
い
か 、

石
塔
の
裏
面
に
僅
か
に

”
八
百

四
天
寄
村

五
拾
五
人

濱
宿
村

牛
込
村

四
拾
八
人

剃
金
村

二
百
七
拾
二
人

古
虎
村

八
人

五
井
村

七
拾
人

八
斗
村

二
百
二
拾
九
人

中
里
村

188 
セ
ン
チ

台
座
正
面

台座正面 に 刻 ま れて い る 各村の死者数
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白
子
町
史
に
よ
れ
ば 、
前
記
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
津
波
供
養
碑
が
あ
る 。

四介．

そ
の
他

余人
Jj

と
い
う
文
字
が
読
み
と
れ
た 。
こ
の
石
塔
が
呆
し
て
元
禄
津
波
碑
で
あ
る
か
明
ら
か
で
な
い
が 、

の
所
有
で 、
こ
の
宝
き
ょ
う
印
塔
が
最
も
古
い
よ
う
に
見
え
る 。

三 ，山
む
す
び

ほ
か
の
墓
石
は
い
づ
れ
も
個
入

九
十
九
里
浜
の
元
禄
津
波
碑
を
調
査
し

そ
の
現
状
を
紹
介
し
た 。
そ
の
ほ
か 、
地
方
誌
（
銚
子
測
候
所）
に
は 、
旧
地
名
で
松
ヶ

谷

村
字
地
蔽
堂 、
牛
込
村
字
古
屋
敷 、
五
井
な
ど
に
塚
ま
た
は
墳
墓
の
記
録
が
あ
る 。
な
お 、
地
方
誌
と
碑
文
と
で
は
水
死
者
数
が
く
い
違

い 、
例
え
ば一
松
に
お
い
て
地
方
誌
で
は
三
百
八
十
四
人
と
あ
る
が 、
石
塔
に
は
八
百
四
十
五
人
と
記
さ
れ
て
い
る 。
い
ま
で
は
い
ず
れ

が
正
館
で
あ
る
か
知
る
す
べ
も
な
い
が 、
当
時
の
人
口
か
ら
見
て
驚
く

べ
ぎ
死
者
数
で
あ
る 。
一
説
に
は
（
国
民
宿
舎一
宮
荘 、
宮
置
尚

城
氏
談）
三
杜
さ
ま
と
い
っ
て 、
こ
の
地
方
で
は
昔 、
満
月
を
拝
み
に
近
郷
近
在
か
ら
浜
に
集
ま
る
慣
し
が
あ
り 、
不
幸
に
も
こ
の
淳
波

に
あ
い 、
犠
牲
者
か
倍
増
し
た
と
い
う
見
方
も
あ
る 。
い
ま
も
九
十
九
里
浜一
帯
に
残
る
供
養
碑
は 、
元
禄
津
波
の
激
し
さ
を
物
語
っ
て

い
る
よ
う
に
思
え
る 。

九
十
九
里
浜
に
沿
っ
て
現
在
有
料
道
路
が
あ
り 、
海
岸
地
形
は
著
し
く

改
造
さ
れ
て
き
た
が 、
梅
岸
沿
い
の
五
箇
所
の
三
角
点
の
標
高

は
二
，

三
ー

三
。

一
訂
で
あ
る 。
一
九
六
0
年
チ
リ
津
波
の
と
き

f

片
貝 、
白
子
の
河
口
付
近
の
低
地
は
津
波
の
高
さ一
。

五
ー

ニ
，

0

ぃい
で
浸
水
家
屋
を
出
し
た 。
元
禄
当
時
の
涜
岸
地
形
は

r

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
現
在
の
地
形
と
か
な
り
変
わっ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が 、

九
十
九
里
浜
南
部
沿
岸
に
お
け
る
元
禄
津
波
の
高
さ
は 、
そ
の
被
害
を
考
え
る
と
恐
ら
く

五
ー

六
訂
に
達
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る 。

そ
の
ほ
か 、
房
総
先
端
か
ら
御
宿
に
至
る
外
房
沿
岸
で
は 、
地
簑
史
料
か
ら
判
断
し
て
五
ー

八
訂
の
津
波
の
高
さ
が
推
定
さ
れ 、

付
近
が
最
高
で
あ
っ
た
ら
し
い 。

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
い
た
宇
佐
美
龍
夫
教
授
に
厚
く
お
礼
を
山
し
あ
げ
ま
す 。

御
宿
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I 
佛 南 諸
子 年広 法

苧t 従 ”

゜ 妙 本 子白

来 法 来 喜
世 蓮 i 吊 所

自 津
得 華 寂 喜
作 経 滅 養
佛 相 府卑

ニ 津 元 碑
百 浪 禄 記
七 十

“ 

十 翌五曰 → / \  
余 精 年名 未
遷 霊 十
為 一

老 月
若 ニ

男
十：：：： 

女 日

0
牛
込
の
南
入
地
墓
地
に
は 、
つ
ぎ
の
記
載
が
み
ら
れ
る
供
養

碑
が
あ
る 。
正
面
に
は
「

元
禄
十
六
年
歳
舎
癸
未

南
無
妙

蓮
華
経

東
海
激
浪
溺
死
五
十
七
人
巳
未
亡
人
精
霊

十一

月
廿
有
三
日
と
あ
り 、
こ
れ
は
寛
政
十一
年
（一
七
九
九）

施
主
牛
込
村
男
女

世
話
人
同
村
信
者
中
に
よ
り

行
わ
れ
た

百
年
忌
の
供
養
碑
で
あ
る 。

0
古
所
の
通
称
「

つ
な
し
ろ
様」
と
よ
ば
れ
る
津
波
供
養
碑
に

よ
れ
ば 、
元
禄
十
六
未
十一
月
二
十
三
日
津
波
諸
精
霊
危
若

男
女
二
百
七
十
余
と
あ
り 、
二
百
七
十
余
人
の
供
養
碑
で
あ

り 、
十
三
回
忌
に
あ
た
る
正
徳
五
年
（一
七一
五）
十一
月
二
十
三
日

の
供
養
碑
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る 。

0
幸
治
に
あ
る
無
緑
塚
〔
前
述
し
た
が
そ
れ
以
外
の
こ
と
に
つ
い
て〕
は

俗
に
津
波
精
霊
様
と
よ
ば
れ
古
老
の
言
に
よ
れ
ば 、
水
死
者

三
百
六
十
余
人
を
葬
っ
た
も
の
と
い
う 。
こ
の
場
所
に
は
高

さ
凡
そ
六
＋” /
の
石
塔
が
立
っ
て
い
る 、
古
老
の
話
に
よ
れ 白 子町古所の津波供菱碑
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中 里の 禁緑塚 （ 白 子町 ） 付近

五
井
高
の
上
人
塚
と
牛
込
の
下
村
竜
宮
台
も
元
禄
津
波
の
溺
死
者
の
埋
葬
地
て
あ
る
と

い
う 。
牛
込
の
下
村
竜
宮
台
は
溺
死
者
十
数
名
を
葬
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る 。

0
長
生
郷
土
漫
録
に
よ
れ
ば 、
南
白
亀
村
（
白
子
町）
牛
込
区
字
古
屋
敷
に
津
波
精
霊
塚

あ
り 、
元
禄
十
六
年
十
月
大
海
鳴
の
た
め
溺
死
せ
る
も
の
百
三
人
を
合
葬
せ
る
所
で
亨

保
十一
年
丙
午
十一
月
貝
殻
に
経
文
を

書
き
追
福
の
た
め
之
を
埋
め
塔
を
立
て

た
と
い
う 。

0
山
武
郡
緑
海
村
（
現
成
東
町）
大
字
松

ヶ
谷
区
地
蔵
堂
の
境
内
に
千
人
塚
あ
仄

元
禄
の
震
災
に
あ
い
溺
死
し
た
者
を
合

葬
し
其
の
墳
上
に
高
さ一
丈
許
り
の
石

地
蔵
を
安
置
し 、
亡
者
の
追
福
を
祈
っ

た
の
で
あ
る 。
上
総
町
村
誌
に
よ
る
と

死
者
の
数
詳
な
ら
ず 、
蓋
名
称
に
因
れ

る
者
な
ら
ん 。
と
し
て
い
る 。

0
上
総
九
十
九
里
町
の
横
顔“
四
十
七
頁

五井高 の上人塚 （ 白 子町 ）

ば 、
幸
治
の
津
波
の
避
難
者
は
多
く
高
谷
原 、
高
根
本
郷
村
に
向
っ
て
逃
げ
た
が 、
蜆
沼
方
面
の
水
量
が
高
ま
り

f

逆
水
の
た
め
板
ば

さ
み
と
な
り 、
多
数
の
溺
死
者
を
出
し
た
と
い
う 。

0
中
里
の
無
緑
塚
（
鬼
人
台）
は 、
元
禄
の
津
波
の
水
死
者
を
葬
っ
た
と
い
う 。
石
塔
は
な
く 、

埋
葬
数
も
詳
ら
か
で
は
な
い 。

0
八
斗
高
の
無
緑
塚
（
森
川
源
白
氏
宅
後
方
の
墓
地）
は
約
三
坪
の
広
さ
で
石
塔
は
な
い
が 、
元
禄
津
波
の
水
死
者
を
葬
る
と
伝
え
ら
れ

て
い
る 。
埋
葬
者
数
は
不
明
で
あ
る 。
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成 東 町 白 幡 納 屋

蓮 沼 町
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元
禄
大
津
波
に
よ
る
と 、
元
禄
十
六
年
霜
月
（
旧
十一
月）
二
十
二
日
夜
丑
の
刻
よ
り
関
東
に
大
地
震
が
起
り 、
大
小
六
十
四
回
に
亘

っ
て
震
い
続
き 、
二
十
三
日
は
辰
の
刻
よ
り
九
十
九
里
浜
か
ら
房
州
海
岸一
帯
に
「

大
山
海
水
浴
揚
る 、
流
水
の
死
者
山
を
な
す」

と
そ
の
時
の
流
水
死
者
の
数
千
百
五
十
余
人 。
山
辺
郡
片
貝
村
本
隆
寺
処
管 、
同
村
北
之
下
海
辺
白
砂
に
葬
る 。
御
門
村
（
豊
海
辺）

妙
善
寺
処
管 、
粟
生
村
海
辺
（
九
十
九
里）
白
砂
に
葬
るぃ
北
今
泉
村
等
覚
寺
処
管
男
女
小
供
六
十
三
人
（
以
上
藤
下
納
屋 、
高
橋
家

所
蔵
記
録
に
依
る） 。

- 42 -



こ
れ
は
千
葉
県
史
料
近
世
篇

古
文
書
で
あ
る 。

（
以
下
原
文
の
ま
ま）

比
し
も
元
禄
拾
六
年
癸
末
新
玉
の
春
も
目
出
度
立
行
て 、

夏
ハ
旱
魃
に 、

秋
ハ
最

中
に
風
も
な
く 、

冬
気
に
成
て
霜
月
ノ
下
旬
廿
二
日
ハ
天
赫
日
空
も
晴 、

吉
ク
な
ぎ

て
海
上
も
波
浪
静
に
日
も
暮
て
夜
の
九
ツ
時
分
俄
に
地
震
ゆ
る
ぎ
立 、

皆
家
ご
と
に

寝
し
づ
ま
り 、

起
揚
ら
ん
と
す
れ
共
起
て
ハ
こ
ろ
び
こ
ろ
び
漸
ク
立
上
り 、

部
屋
の

戸
を
明
ケ
後
え
出
也 、

内
方
も
三
人
の
子
共
を
引
つ
れ 、
後
の
壁
賦
間
後
え
折
返
り 、

其
よ
り

後
え
出
也 、

親
子
皆
無
事
に
て
門
口
へ
廻
ル 、
憂
所
に
ハ
下
人
数
多
寝
居
也 、

家
伏
セ
共
は
り
の
あ
い
に
成
て
お
さ
れ
ず 、

後
の
小
路
へ
出
ル
中
に
も
危
事
も
有 、

部
屋
の
天
井
南
の
方
廻
り
ふ
ち
は
な
れ
片
は
な
落
ル
に 、

入
口
の
仕
切
の
内
戸
壼
本

内
え
は
づ
れ 、

天
井
の
つ
か
に
成
ル 、

音
た
て
下
え
落
付
バ 、

皆
を
し
に
可
シ
成 、

家
を
戌
の
年
作
り 、

拾
八
年
目
也 、

板
天
井
二
す
す
厚
サ
三
四
寸
も
た
ま
り
て
重
落

（
ヲ
モ
ク）

に
戸
壼
本
は
づ
れ
て
つ
か
に
成
ル
ハ
不
思
議
の
仕
合
也 、

惣
別
寝
間
の

上
に
ハ
こ
も
に
て
も
は
る
べ
し 、

板
天
井
い
ら
ぬ
物
也 、

戴
ツ
の
倉
も
伏
ス 、

馬
屋

も
伏
ス 、

さ
れ
共
牛
馬
は
や
く

飛
出
し
て
長
屋
の
前
に
居
な
り 、

と
お
り
も
伏
ス 、

厠
（
カ
ハ
ヤ）

も
伏
ス 、

さ
れ
共
居
家
ハ
不
伏 、

石
す
へ
な
ら
ハ
柱
を
太
ク
す
べ
し 、

第
七、

安
房
国

現在の 高 崎浦 （ 富 山 町 ）

永
井
徳
家
文
書
の
中
か
ら
高
崎
浦
（
現
安
房
郡
富
山
町）

を
襲
っ
た
元
禄
津
波
を
記
録
し
た

元
禄
十
六
年
高
崎
浦
津
波
記
録
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一
同
六――

柱
細
奇
ハ
此
節
皆
つ
ふ
れ

、

貰
目
い
た
ミ
わ
れ
伏
な
り 、

さ
す
ハ
太
ク 、

は
り

ハ
細
ク 、

し
き
け
た
か
け
四
方
纏
し
め
に
心
を
付 、

釘
/
便
り
に
す
べ
か
ら
す ‘

廣
ク
足
元
つ
よ
く

大
ね
だ
木
十
文
字
に
可
入 、

古
昔
皆
此
通
な
り 、

此
憂
に
て
助
不
伏
家
ハ
杢
兵
衛
居

璽

又
兵
術
居
や 、.

蒲
惣
右
衛
門
居
屋 、

門
四
郎
家

r

市
＋
良
家
也

r

牛
頭
天
王
様
杜
中
え
波
打
越
せ
共 、

御
宮
不
流
何
事
も
な
し 、

薬
師
堂
も
香
坊
も
何
事
も
な
し 、

其
外
ハ
皆
伏
ス 、

寝
悶
り
に
て
家
伏
ス
故 、

人
損
ず 、．

古
よ
り
人
申
ハ 、

大
地
震
有
に
は
必
ス
津
設

寄
と
申
事
思
ひ
出
し 、

皆
は
や
く

家
を
出
よ
と
よ
ば
ハ
リ ，

長
屋
の
前
へ
出
し
ハ
磯
際
の
方
清
水
の
田
へ
さ
あ
さ
ら
と
浪
押
て
追
付
故

み
ミ

や
う
棠
え
逃
ゲ
ル 、

濱―-＝雪
の
老
若
男
女
皆
圏
正
寺
山
の
西
の
ひ
ら
へ
あ
が
り
て
小
松
に
取
付
居
也 、

寝
閑
り
の
事
な
れ
ハ 、

あ
ハ

て
f

着
物
も
帯
も
わ
す
れ 、

翼
は
だ
か
に
て
出
ル
男
女
も
有 、

杢
兵
衛
ハ
家
へ
戻
り
見
訊
バ

f

庭
の
阿
へ
波
打
込 、

腰
た
け
に
な
り 、

前
の
井
け
た
少
出
ル 、

な
に
も
か
も
海
に
な
り 、

お
そ
ろ
敷
ゆ
へ
早
ク
入 、

御
祓
を
取
持
行
也 、

又
寺
山
へ
登
ル 、

地
喪
常
の
ゆ
り

や

う
と
ハ
ち
か
ひ
こ
ま
か
に
び
く
び
く
び
く
び
く
と
ゆ
る
也 、

心
悪
敷
故 、

と
か
く
食
物
を
専一
と
思
ひ 、

宿
へ
入
を
遣
り 、

米
を
四
五

升
取
寄
人
に
も
と
ら
せ
た
れ
ハ 、

夜
唄
ル
迄
皆
打
か
か
り
打
か
か
り

居
ル
な
り 、

夜
明
ケ
て
も
條
間
も
び
く
び
く
め
る
る
故 、

波
お
そ

ろ
敷
テ
無
心
許

f

山
よ
り
す
ぐ
に
光
泉
寺
を
の
ば
り
に
子
共
を
お
い
抱
キ 、

畳
時
分
に
壽
薬
寺
へ
行
也 、

岡
濱
の
男
女
寺
の
上
の
畑
ヘ

小
屋
を
か
け
居
叫

廿
三
日
夜
通
小
屋
に
て
火
を
た
き
明
し 、

廿
四
日
に
ハ
又
岡
へ
戻
り 、

名
主
蒲
兵
衛
殿
庭
に
小
屋
を
か
け
居
ル
に

皆
人
申
に
ハ

、

又
津
波
参
べ
し
と
申
に
よ
り

r

｛伊
へ
不
蹄 、

医
者
金
木
玄
貞
老
内
室
も
大
勢
居
ル
也

r

然
に
皆
申
に 、

北
口
よ
り
盗
賊

参
由
申
陶
し
人
々
苦
労
に
い
た
し
用
心
す
る
に 、

安
（
案）
に
相
違
し
て
偽
な
り 、

愛
に
て
も
間
も
な
く

地
震
ゆ
る
ぎ
心
悪
敷 、

十
二

月一
日
迄
岡
の
庭
に
居
る 、

其
日
七
ゾ
比
に
成

f

濱
の
宿
へ
帰
り
見
れ
バ
扱
あ
ハ
れ
成
事
に
ハ 、

親
ハ
子
を
失
＞ 、

子
ハ
お
や
に
お
く

れ 、

夫
ハ
妻
に
離
れ 、

幼
稚
者
共
も
あ
ま
た
波
に
と
ら
れ 、

親
兄
弟
な
げ
き
か
な
し
む
有
様
賓
に
生
者
必
滅
曾
者
定
離 、

中
々
目
も
不

被
嘗

心
言
も
き
へ
は
て
て 、

人
ハ
は
か
な
き
事
共
な
り

f

或
人
の
云 、

壽
命
ハ
如
し
蛭
鱈
朝
に
生
れ
て
夕
に
死
ス 、

身
罷
ハ
如
し
芭

蕉
ノ 、

院
テ
風
二
易
シ
壊
レ
と
書
れ
し
ハ

、

お
も
ひ
嘗
り
て
理
り
な
り 、

死
た
る
人
ハ

f

一
濱
金
左
衛
門
妹
長
命

一
同
所

八
兵
衛

一
同
所
庄
作
が
妹
い
ぬ

一
坂
本
五
兵
衛
内
方

一
川
向 、／
励
兵
衛

一
塚
原
信
兵
衛
下
女

濱
吉
兵
衛
所
二
て

一
下
り

松
利
古
右

衛
門
下
女
親
子

是
迄
八
人
ハ
家
に
お
さ
れ
死
ス ‘
―

二
十
郎
子
息

一
濱
お
吉
子
息

一
同
所
久
五
郎
子
息

一
同
人
の

同
長
左
衛
門
女
房

一
濱
勘
左
衛
門
ば
あ

一
同
人
子
息
い
せ

一
同
人
娘
ひ
め

一
濱
惣
左
衛
門
女
房

一
同
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人
娘
ミ

一
同
人
田
町
の
孫

一
川
向
の
半
四
良
女
房

一
同
人
の
子
息

一
同
所
市
良
左
衛
門
女
房

一
同
人
の

一
同
人
孫

一
同
人
の
子
息

一
同
所
勘
兵
衛
女
房

一
石
小
浦
湯
入
駅
人

濱
半
左
術
門
所
に
て

一
上
須
加
喜
乎
次
下
女
松

一
川
間
甚
五
兵

術
女
房

船
形
村
に
て

一
同
所
庄
次
郎
子
息

一
同
入
守
子

東
浦
に
て

一
同
人
娘
ま
さ

是
迄
戴
拾
七
人
波
に
心
取
死
ス
ル
也 、

メ
三
拾
五
人
此
通
御
地
頭、
冬
甲
上
ル 、

其
外
け
か
す
る
者
多
し 、

夜
中
時
分
の
事
な
れ
ハ 、

あ
わ
て
さ
ハ
き
思
ひ
よ
ら
さ
る
事
ゆ
へ

f

方
角
ち
が
ひ 、

と
か
く

謂
間
も
な／（、
家
伏
し 、

家
人
共
に
沖
へ
引
被
出 、

或
ハ
出
て
も
JII
へ
落
死
も
有
り 、
老
少
不
定
と
云
ふ
な
か
ら 、

十
日
十
五
日
の
内
ハ
濱
磯
へ
死
人
数
多
海
か
ら
よ
り

畳
夜
犬
共
か
ふ
べ
手
足
を
く
ひ
ち
ぎ
り 、

門
戸
口
迄
も
く
わ
へ
あ
る
き 、

お
そ
ろ

敷
て
濱
へ
も
不
被
出

f

中
々
見
る
も
思
ひ
也 、

は
た
邊
の
分
ハ
引
波
に
四
壁
竹
木
崩
損
し 、

野
は
ら
の
こ
と
く
に
成
り
た
り 、

哀
禁
常

の
次
第
也 、

波
三
ツ
打 、

感
ゾ
目
と
三
ツ
目
沖
よ
り
山
の
こ
と
く
に
打
来
り 、

谷
口
小
丹
か
屋
倉
下
迄
波
打
な
り 、

依
之 、

木
倉
六
三

郎
子
共
戴
人
共
に
種
井
戸
の
上 、

又
兵
術
田
に
波
二

て
押
上
ケ 、

死
て
有
り 、

木
倉
十
右
術
門
屋
敷
の
松
賦
尺
四
五
寸
も
廻
ル
を
根
こ

み
に
し 、

南
の
三
郎
右
衛
門
門
口
へ
波
に
て
押
付
ル ‘

杢
兵
衛
外
屋
敷
田
ふ
ち
ハ
昔
よ
り

竹
薮
な
る
を
と
を
し
て
松
を
罰
通
植
置

f

壼

天
餘
廻
ル
松
を
皆
丁
残
し
や
う
が
を
か
い
た
や
う
に 、

杢
兵
術
の
門
口
へ
波
に
て
押
付
ル 、

廿
三
日
四
日
外
屋
敷
に
て
磯
う
を
大
め
ば

り
ゑ
び
な
よ
し 、
い
ろ
い
ろ
の
魚
共
賦
三
十
程
ひ
ろ
ひ 、

寺
家
量
の
小
屋
へ
遣
ル 、

外
屋
敷
畑
半
分
南
ハ
作
物
に
凰
あ
た
り

｛貫
入
悪

敷
し
風
筋
也 、

竹
薮
に
し
て
置
け
ば
風
よ
け
に
も
な
り

津
波
よ
け
に
も
よ
し 、

自
今
以
後
ハ
昔
の
や
う
に
必
竹
く
ね
に
し
て
可
シ
置 、

或
人
云
ク 、

本
を
わ
す
礼
て
末
執
る
と
謂
れ
た
り 、

惣
別
昔
よ
り
有
来
ル
く
ね
を
バ
と
お
さ
ぬ
も
の
と
申
偉
ろ
也 、

清
水
よ
り
押
来
ル

波
に
て
表
の
蔵
の
け
た
を
吉
郎
兵
衛
の
屋
敷
に
流
有
り 、

木
く
ら
惣
左
衛
門
長
太
郎
杯
椀
か
く
を
杢
兵
衛
坪
の
向
隣
の
薮
に
有
り 、

半

左
衛
門
径
の
川
よ
り
入
波
先
山
本
の
杢
兵
衛
田
六
畝
四
歩
の
稿
の
き
わ
迄
行 ，．
杢
兵
衛
上
く
げ
た
道
切
り

濱
の
員
木
を
波
に
て
押
上
ル ｀

清
水
の
波
こ

各宍

衛
田
迄
両
方
の
波
の
あ
い
杢
兵
衛
の
宮
田
孫
兵
衛
田
三
郎
右
衛
門
前
の
田
斗
祖 、

依
之 、

比
憂
ハ 、

高
崎
の
内
嶋
の

様
二

成
也 、

濱
に
置
網
ハ
大
職
を
流
ス 、

船
共
多
ク
損
マニ

杢
兵
衛
網
船 、

八
郎
兵
衛
網
船 、

吉
郎
兵
衛
網
船
其
外
浦
鯖
ゲ
な
い
や（
納

屋）
に
て
も
網
舟
諸
道
具
皆
損
ス ‘

杢
兵
術
ハ
溶
の
木
倉
に
大
分
山
を
買
虞
木
下
シ
入
置

f

皆
祇
に
流
ス 、．

上
須
加
の
た
な
も
伏
損
ス 、

何
角
都
合
威
百
雨
の
損
金
致
ス

f

同
十
二
戸
六
日
に
御
地
頭
湮
井
隼
人
正
様
此
旨
御
心
に
被
達
せ
て

相
動
（
嘔
動）

を
御
見
分
に
御

家
中
干
賀
蒲
平
次
殿
御
代
官
に
菅
野
三
右
衛
門
殿
飼
雨
入
御
越

高
崎

ル
な
り 、

濱
吉
兵
術
ど
て
の
御
宮
流
ル

r

盛

の
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長
井
氏
文

嘗
所
上
須
賀
町
金
木
玄
貞
老
此
書
を
見
被
申
添
書
に一
首

長
井
氏
為
後
記
筆
作
ス 、
之
某
見
之
壽
命
は
如
し
蛭
鮪
ノ 、
身
罷
は
如
し
芭
蕉
ノ 、

讃
之
曰

身
命
は
八
拾
年 、
意
は
是
万
代
に
残
し
置 、
子
孫
繁
栄
二
腰
折
レ
の

一
句

あ
だ
な
身
に
智
恵
を
包
て
浮
世
成
り

た
の
ミ

落
て
も
す
ゑ
の
た
ね
哉

金

木

氏

よ

り

と
古
人
ノ
語
ヲ
書
入
有
リ

長

井

杢
兵
衛
（
印）

者
必
衰
不
遁 ‘
是
ハ
元
禄
拾
壼
年
寅 、
六
月
廿
二
日
の
夜
の
五
ツ
過
に
濱
権
兵
衛
ど
て
の
際
へ
大
キ
成
亀
上
り

居
所
を
堀
ル 、
濱
の
老

人
集
り
て
酒
を
呑
す
れ
ハ 、
渚
へ
下
り
海
へ
行
也 、
と
か
く

祝
ひ
て
よ
し
と
て
同
月
廿
四
日
に
圃
正
寺
宥
専
法
印
申
請
住
吉
大
明
神
に

被
祭 、
其
年
中
に
御
宮
建
立
成 、
同
年
七
月
十
七
日
に
ひ
ら
う
中
く
ろ
鯛
嶋
へ
鯨
戴
本 、
前
の
が
る
嶋
の
内
へ
鯨
壼
本
以
上
三
本
は
ね

上
ル 、
是
ハ
村
の
吉
事
な
り
と
皆
よ
ろ
こ
ぶ
也 、
式
文
に
善
を
修
す
れ
ハ
福
を
蒙
（
カ
ウ
ム
ル）
と
云
ヘ
リ 、
向
の
姥
神
様
御
宮
何
事

も
な
し 、
是
ハ
元
禄
拾
六
年
末
ノ
五
月
十
五
日
杢
兵
衛
御
宮
建
立
仕
ル 、
宥
専
法
印
御
せ
ん
く
う
也 、
十
二
月
中
夜
畳
幾
度
も
不
止
に

ゆ
る
ぎ 、
年
明
ケ
て
も
正
月
中
ゆ
る
ぎ 、
二
月
中
旬
に
ゆ
る
ぎ
止
ム
也 、
去
霜
月
末
よ
り
皆
人
ご
と
に
畳
夜
不
怠
万
歳
万
歳
世
直
し
世

直
し
と
い
ふ
也 。
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白
子
町
史
に
よ
れ
ば 、

池
上
誠
氏
（
小
母
佐）
の
先
代
が
記
し
た
「一

代
記

付
リ

津
波
ノ
吉文」
（
池
上
誠
家
文
書）
が
あ
る 。

こ
れ

は
ま
さ
し
く
元
禄
の
津
波
に
遭
遇
し 、

あ
や
う
＜一
命
を
と
り
と
め
た
同
家
の
先
代
が 、

そ
の
時
の
生
々
し
い
経
験
を
も
と
に
し
て
貴
重

な
見
聞 、

体
験
を
の
べ
て
い
る 。
つ
ぎ
に
そ
の
記
載
を
見
よ
うい
（
原
文
の
ま
ま）

「
（
前
略）

元
禄
十
六
年
癸
未
年
夏
旱
魃
シ
テ
冬
寒
強
星
ノ
気
色 、

何
ト

ナ
ク
列
ナ
ラ
ズ 、

霜
月
廿
二
日
ノ
夜
子
ノ
刻
二 、
俄
二
大
地
震`
ン
テ
無 二

止
時 ＿、
山
ハ
崩
レ
テ
谷
ヲ
埋 、

大
地
裂
ケ
水
湧
出
ル 、

石
壁
崩
レ
家
倒
ル 、

坤
軸
折
レ
テ
世
界
金
輪
際
在
へ
堕
入
カ
卜

怪
ム 、
力
、
ル

時
津
波
入
吉又
ア
リ
ト
テ 、

早
ク
逃
去
者
ハ
助
ル 、

津
波
入
ト
キ
ハ
井
ノ
水
ヒ
ル
ヨ
シ
申
伝
ル
ニ
ョ
リ 、

井
戸
ヲ
見
レ
バ
水
常
ノ
如
ク
ア

リ 、

海
辺
ハ
潮
大
二
旱
ル 、

サ
テ

丑
ノ
刻
バ
カ
リ
ニ 、

大
山
ノ
如
ク
ナ
ル
潮 、

上
総
九
十
九
里
ノ
浜
二
打
力
、
ル 、

海
ギ
ワ
ヨ
リ
岡
江

一
里
計
打
カ
ヶ 、

潮
流
ユ
ク
支
ハ
一
里
半
バ
カ
リ 、

数
千
軒
ノ
家
壊
流 、

数
萬
人
ノ
僧
俗
男
女 、

牛
馬
鶏
犬
マ
デ
壺
ク
流
溺
死
ス 。

或

ハ
木
竹
二
取
付
助
ル
者
モ
冷
コ
ゞ

工
死
ス 、

某
モ
流
レ
テ
五
位
（
井）

村
十
三
人
塚
ノ
杉
ノ
木
二
取
付 、

既
二
冷
テ
死
ス 、

夜
明
テ
情

ア
ル
者
共
藁
火
焼
テ
暖
ル
ニ
ョ
ッ
テ
ィ
キ
イ
ツ
ル 、

希
有
ニ
シ
テ
命
計
免
レ
タ
リ 、

家
財
皆
流
失
ス 、

明
石
原
上
人
塚
ノ
上
ニ
テ
多
ノ

人
助
ル 、

遠
ク
ニ
ゲ
ン
ト
テ
市
場
ノ
橋 、

五
位
ノ
印
塔
ニ
テ
死
ス
ル
者
多
シ 、

某
ハ
ソ
レ
ヨ
リ
向
原
興
次
右
衛
門
所
ニ
ュ
キ
ー

両
日
居

テ 、

又
市
場
善
左
衛
門
所
二
十
日

バ
カ
リ

居
テ 、

観
音
堂
長
右
衛
門
所
二
十
日
バ
カ
リ

居
テ 、

同
所
新
兵
衛
所
ノ
長
屋
ヲ
カ
リ 、

同
年

極
月
十
四
日
二
遷
テ
同
酉
ノ
夏
迅
住
ス 、

酉
ノ
六
月
十
三
日
古
所
村
九
兵
衛
所
二
草
庵
ヲ
結
ヒ
居
住
ス 、

妻
ハ
観
音
堂
ニ
テ
約
諾
シ
テ

同
十
七
日
引
取
ル
（
中
略）

サ
テ
又
津
波
入
テ
ヨ
リ
月
々
二
大
地
ウ
ゴ
イ
テ
ヤ
マ
ズ 、
一
日
二
五
度
三
度
ユ
ル
支
ハ
酉
ノ
年
マ
デ
不
止 、

其
硼
ニ
ヶ

月
三
ヶ

月
ノ
間
ハ
津
波
又
来
ト
テ 、

逃
去
支
度
々
ナ
リ
キ 、

未
ノ
年
ヨ
リ

廿
七
年
以
前
延
賓
四
己
己
（
丙
辰）
年
十
月
十
日 、

第
八、

元
禄
地
震
津
波
遭
遇
者
の
実
話
と
教
訓
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夜
戌
ノ
刻
津
波
入
前
二 、

大
成
地
震一
ツ
ュ
ル 、

此
時
波
六
丁
計
打
入 、

十
丁
バ
カ
リ
流
渡
ル
由
謂
博
ル 、

其
前
巳
／
年
ヨ
リ

五
十一

年
以
前
已
ノ
年
ノ
如
ク
入
ル
由
語
リ

傷
ル 、

今
度
未
／
年
入
タ
ル
如
ク
ナ
ル
支
開
闘一-
1

リ
以
来 、

此
濱
二
不
去
噂
E 、

南
ハ
一
宮
ヨ
リ

南
サ
ホ
ド

強
カ
ラ
ズ 、

北
ハ
片
貝
ヨ
リ
北
強
カ
ラ
ズ 、

後
来
ノ
人
大
成
ル
地
震
押
力
ヘ
シ
テ
ュ
ル
時 、

必
大
津
波`
卜

心
得
テ
羞
芦
家
財

ヲ
早
ク
岡
江
逃
云
ベ
シ 、

近
邊
ナ
リ
ト
モ
高
奇
キ
所
ハ
助
ル 、

古
所
村
印
塔
ノ
大
ナ
ル
塚
、ノ
上
ニ
テ
助
ル
者
ア
リ（
椿
台
卜

云） 、

家
／

上
二
登
ル
者
多
家
潰
レ
テ
モ
助
ル 、

如
此
ヨ
ク
々
可
羞
四
心
（
後
略）
1

こ
れ
に
よ
れ
ば 、

元
禄
の
大
津
波
は
悔
際
よ
り
岡
ヘ
一
里
は
か
り
潮
が
押
し
寄
せ 、

潮
の
流
れ
は一
呈
半
に
も
及
ん
だ
と
し
て
い
る 。

そ
う
し
て
上
総
九
十
九
呈
浜
に
お
い
て
数
千
軒
の
家
が
押
し
流
さ
れ 、

数
万
人
の
僧
俗
男
女
か
ら
牛
馬
鶏
犬
ま
で
溺
死
し
た
と
あ
る 。

こ
の
筆
者
は 、

五
井
村
の
十
三，
八

塚
の
杉
の
木
に
と
り
つ
い
だ
が 、

冷
え
て
す
で
に
仮
死
状
態
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を 、

な
さ
け
あ
る
人

人
が
藁
火
で
暖
め
て
く
れ
て
一
命
を
免
乳
た
と
い
っ
て
い
る 。

特
に
市
場
の
橋
や
五
井
の
印
塔
で
死
ん
だ
者
多
く 、

明
石
原
の
上
人
塚
の

上
で
は
多
く
の
人
が
助
か
っ
た
と
の
べ
て
い
る 。

こ
の
記
載
は
大
津
波
目
翠
者
で
あ
り 、

体
験
者
（
被
害
者）
が
し
る
し
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
が 、

郷
土
に
お

け
る
被
害
状
況
を
参
考
に
す
る
と
と
も
に 、

か
つ
地
震
が
あ
っ
た
節
に
こ
の
こ
ろ
の
人
々
が
津
波

る
場
合
は
井
戸
の
水
が
干
る
と
い

う
経
験
的
な
勘
を
心
得
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る 。

特
に
津
波
の
際
の
教
訓
と
し
て 、

，

「
後
来
ノ
人
大
成
ル
地
震
押
力
ヘ
シ
テ
ュ
ル
時

f

必
大
津
波
卜

心
得
テ 、

拾 ニ

助
ル
（
中
略）

家
ノ
上
二
登
ル
者
多
家
潰
レ
テ
モ
助
ル 、

如
此
ヨ
ク
々
可

得

と
の
べ
て

の
際
の
し

得
事
項
が
大
い
に
参
考
と
な
る
で
あ
ろ
う 。

早
ク
岡
江
逃
去
ベ
シ 、
近
邊
ナ

リト
モ
高
え
所
ハ
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一

第
匹

戸

ー

元
緑
地
震
の
凱
殻
変
動

こ
れ
は 、

元
禄
関
東
地
震
（
一
七
0
三
年）
の
地
学
的
研
究
（
松
田
時
彦 、

太
田
陽
子 、

安
藤
雅
孝 、

米
倉
伸
之）

よ
り
抜
す
い
し
た

も
の
で
あ
る 。

「
現
在
を
知
る
こ
と
が
過
去
を
知
る
た
め
の
鍵
で
あ
る 。」
と
い
う
言
葉
は 、

過
去
を
題
材
に
し
て
地
球
の
動
ぎ
を
知
ろ
う
と
す
る
時
の

地
質
学
の
基
本
的
な
態
度
で
あ
る 。

し
か
し 、

単
に
過
去
を
知
る
こ
と
の
み
が
地
質
学
の
目
標
で
は
な
い
か
ら 、

上
記
の
有
名
な
言
葉
の

は
か
に
次
の
言
薬
も
ま
た
同
じ
よ
う
に
璽
要
で
あ
る 。

「
過
去
を
知
る
こ
と
は
未
来
を
知
る
た
め
の
鍵
で
あ
る 。」

地
質
学
は
地
球
の
何
億
年
の
過
去
で
も
扱
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら

r

そ
れ
か
ら
得
ら
れ
る
知
識
を
何
億
年
も
の
未
来
へ
役
立
て
る
こ
と

が
で
き
る 。

何
百
年 、

何
千
年
と
い
う
近
い
過
去
は 、

同
じ
よ
う
に
そ
の
よ
う
な
近
い
未
来
に
対
し
て
予
言
力
を
も
つ 。

「
過
去
は
未
来

へ
の
鍵」
あ
る
い
は
「

温
故
知
新
（
ふ
る
き
を
た
ず
ね
て
新
し
き
を
知
る）
」
と
い
う
言
葉
を
強
調
し
た
の
が 、

そ
の
よ
う
な
近
い
過
去

の
地
球
の
変
動
を
拐
う
地
質
学
の
研
究
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
偶
然
で
は
な
い 。

そ
こ
に
は
明
ら
か
に
学
問
的
方
法
論
の
砥
囲
を
こ
え
て
現

代
社
会
か
ら
の
要
精
に
こ
た
え
よ
う
と
す
る
意
識
が
あ
る 。

た
と
え
ば 、

大
正
十
二
年
の
関
東
大
地
震
を
孤
立
し
た
一
現
象
と
し
て
み
て
い
る
限
り 、

未
来
の
関
東
地
震
の
発
生
を
科
学
的
に
推
定

す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る 。

多
分 、

こ
の
こ
と
に
気
づ
き

過
去
の
関
東
地
震
の
復
靡
に
情
熱
を
も
っ
て
従
事
し
た
学
者
と

し
て 、

地
震
学
者
の
今
村
明
恒
二
八
七
〇
＼

一
九
四
七）
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い 。

今
村
は
明
治
の
濃
尾
地
震
を
学
生
と
し
て
経
験

し 、

大
正
の
関
東
地
震
と
昭
和
の
南
海
道
地
震
を
そ
れ
ぞ
れ
予
測
し 、

対
策
を
た
て 、

そ
し
て
そ
の
地
震
を
自
ら
体
験
し
た
希
有
の
学
者

こ
。

今
村
(
-
九
二
八）
は 、

相
模
湾
か
ら
発
す
る
過
去
の
大
地
震
に
つ
い
て
古
文
書
に
よ
る
資
料
に
満
足
せ
す 、

直
接
自
然
の
中
か
ら
過

一 各9 -



去
の
地
震
を
知
る
手
が
か
り
を
さ
が
し
た 。

大
正
大
地
震
の
際 、

南
関
東
沿
岸

が
一
ー

ニ
冒
隆
起
し
た
が 、

今
村
が
そ
の
よ
う
な
隆
起
か
過
去
に
ど
の
よ
う
に

生
じ
て
い
る
か
を 、

穿
孔
貝
が
岩
石
に
あ
け
た
穴
や
海
岸
地
形
を
使
っ
て
調
査

し 、

少
な
く
と
も
過
去
約
二
千
年
の
間
に 、

大
正
地
震
の
よ
う
な
大
地
震
は
四

回
あ
っ
た
（
あ
る
い
は
四
回
し
か
な
か
っ
た）
と
推
定
し
た 。

そ
し
て
こ
の
こ
と
か
ら 、

大
正
の
よ
う
な
関
東
大
地
震
の
再
来
は
今
後
数
世

紀
の
間
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
た 。

今
村
の
推
定
法
に
は 、

今
日
の
知
識
か
ら
み
る
と
再
検
討
す
べ
き
点
が
あ
る

が 、

し
か
し 、

自
然
に
刻
ま
れ
た
記
録
を
解
読
し 、

過
去
の 、

そ
し
て
未
来
の

地
震
を
知
ろ
う
と
す
る
努
力
の
強
さ
に
お
い
て 、

当
時
の
地
質
学
者
に
勝
る
と

も
劣
ら
な
い
も
の
が
あ
っ
た 。

今
村
明
恒
が
考
察
の
出
発
点
に
し
た
貝
穴
の
付

い
た
岩
石
の
露
頭
は 、

現
在
三
浦
市
の
「

諸
磯
の
隆
起
海
岸」
と
し
て
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ 、

そ
の
努
力
の
記
念
碑
と
な
っ
て
い
る 。

大
正
関
東
地
震
以
後 、
地
形
学
者
も
同
様
の
意
識 、
方
法
で
模
索
し
て
い
た 。

特
に
一
九
五
0
年
代
に
な
っ
て
行
な
わ
れ
た
杉
村
新 、

成
瀬
洋
の
研
究
に
よ

っ
て 、

大
正
の
関
東
地
震
に
よ
る
沿
岸
の
隆
起
量
が
そ
れ
以
前
の
約
六
千
年

間
に
生
じ
た
海
成
段
丘
（
沼
段
丘）
の
海
抜
高
度
と 、

ど
こ
で
も
ほ
ぼ一
定
の

ー

相
関
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ 、

大
正
地
震
の
よ
う
な
関
東
大
地
震
か
こ
の
地
方
に
繰
り

返
し
生
じ
て
い
る
こ
と
が
量
的
に
明
ら
か

に
さ
れ
た 。

南
関
東
沿
岸
で
は
大
正
地
震
の
沿
岸
隆
起
量
の
約
十一
倍
の
量
の
隆
起
が
編
文
時
代
早
期
以
後
に
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る 。

こ
れ
は
大
正
の
関
東
地
震
の
理
解
の
た
め
の 、

ま
た
そ
の
再
来
周
期
の
推
定
の
た
め
の
貴
重
な
手
が
か
り
を
与
え
る
も
の
で
あ
る 。

そ
の
後 、

上
記
の
地
質
学
的
研
究
に
加
え
て 、

大
正
関
東
地
震
に
対
す
る
地
震
学
的
研
究
や
地
殻
変
形
論
に
基
づ
く

研
究
な
ど
に
よ
っ

i g
 

ヽ

ヽヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

＊ 芦

}5 

大正地震 に よ る 土地 の 隆起量
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0
元
禄
地
震
に
つ
い
て

元
禄
十
六
年
十一
月
二
十
三
日
（一
七
0
三
年
十
二
月
三
十一
日）
南
関
東
を
襲
っ
た
大
地
震
は
元
禄
地
震
と
よ
ば
れ 、
理
科
年
表
に

よ
る
と
そ
の
震
央
は 、
房
総
半
島
南
方
北
緯
三
四・
七
度 、
東
経一
三
九
・

八
度 、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

八
こ一
で
あ
る 。
こ
の
元
禄
地
震

は
大
正
十
二
年
の
関
東
地
震
（
大
正
地
震）
と
似
て
い
る
点
が
多
い 。
た
と
え
ば
震
源
が
い
づ
れ
も
相
模
ト
ラ
フ
付
近
に
あ
り
津
波
を
伴

っ
て
い
た
こ
と 、
相
模
湾
沿
岸
地
域
か
ら
房
総
半
島
南
部
に
多
大
の
被
害
を
与
え 、
両
者
の
震
害
分
布
が
大
略
似
て
い
る
こ
と 、
南
関
東

沿
岸
地
域
に
顕
著
な
土
地
隆
起
が
み
ら
れ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る 。
し
か
し 、
元
禄
地
震
の
方
が
地
変
の
規
模
が
大
ぎ
く 、

変
動
の
中
心
も

5
m
 
4

 
X 

3
 

2
 

x
 

x
x

 

x 

木
更
津

富
津

上
総
湊

保
田

館
山

野
島
崎

0 20km 
1 9 9 

元禄地震 と 大正地震 の 隆起量 の比較

内房沿岸 で得 ら れ た値 を 木更津一

野島岬 を 結ぶほ ゞ 南北線に 投影 し
た も の 。 x : 元禄地震 （ 逆房 り
量 を 0 と し て あ る の で， 当 時 の 隆
起量は こ れ よ り やや大 き い ） 、
0 ： 大正地震

て ‘
相
模
湾
深
部
と
そ
の
南
東
延
長
部
で
生
ず
る
大
地
震
の
性
格
は一
層
明
ら
か
に
な
っ
た 。

し
か
し 、
相
模
ト
ラ
フ
で
発
生
す
る
大
地
震
の
全
体
像
を
得
る
た
め
に
は 、
大
正
地
震
だ
け
で
は
な
く
て 、
よ
り
多
く
の
過
去
の
事
例

を
さ
が
し
出
す
必
要
が
あ
る 。
そ
の
意
味
で
大
正
の
関
東
地
震
の
二
百
二
十
年
前
に
生
し
た
元
禄
十
六
年
の
関
東
地
震
は
同
じ
相
模
ト
ラ

フ
か
ら
発
し
た
大
地
震
で
あ
り 、

最
も
近

い
過
去
に
現
わ
れ
た
貴
重
な
事
例
で
あ
る 。
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ド
j 元禄地震 に よ る 土地 の 隆 起塁

図 中 の数字 （単位m ) は 、 元禄地裳後の逆房 り 量
（ 隆起量の30％以下 ） を 無視 し て あ る の て、 当 時

の隆起量は こ れ以上であ る （最大1 . 5倍 ）

と
も
六

に
位
置
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と

れ
て
い
る 。
特
に
津
波
に
つ
い
て
は 、
そ
の
被
害
範
囲
が
大
正
地
震
に
比
し
て
は

る
か
に
広
く 、

震
源
か
よ
り
南
方
の
外
洋
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る 。
最
近
の
研
究
に
よ
る
と
津
波
波
高
は

f

相
模
湾
内
で
は
大
正

地
震
と
ほ
ほ
同
程
度
で
あ
っ
た
か 、
外
房
沿
岸
で
は
元
禄
地
震
の
方
が
三
倍
も
大
き
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る 。

元
禄
地
震
に
伴
う
上
地
の
隆
起
に
つ
い
て
は 、
房
総
半
島
南
部
に

お
い
て
文
書
に
よ
る
記
録
（
甘
露
叢 、
大
日
本
地
震
史
料）
が
あ
る 。

そ
れ
に
は
房
総
半
島
南
端
に
近
い

”
千
倉
か
ら
平
郡
安
房
郡
の
海
岸

で
は
地
震
津
波
以
後
は
潮
が
差
し
て
く
る
こ
と
は
な
く 、
常
々
潮
が

引
く
所
か
ら
沖
合
ヘ
ペ
ー

九
町
あ
る
い
は
半
道
（
約
二
朽）
な
い
し

一
里
（
約
四
且）
も
干
潟
に
な
り 、
当
分
潮
が
差
し
て
こ
な
く
な
っ

た
と
の
こ
と
で
あ
る

11

と
記
さ
れ
て
い
る 。
今
村
(-
九
二
五）
は

干
潟
の
分
量
は
疑
問
で
は
あ
る
か 、
土
地
の
隆
起
が
最
も
は
な
は
だ

し
か
っ
た
の
は 、
外
房
付
近
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る 。
そ
し
て

大
正
地
震
の
場
合
と
違
っ
て

f

三
浦
半
島
あ
る
い
は
湘
南
地
方
で
は

こ
の
よ
う
な
土
地
の
異
変
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
し
て

い
る 。
な
お 、
房
総
南
端
の
野
島
岬
（
現
在
灯
台
の
あ
る
小
丘）
は 、

元
禄
地
震
前
は
海
中
の
離
れ
岩
で
あ
っ
た
が

f

こ
の
地
霞
に
よ
っ
て

陸
つ
づ
き
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る 。

同
じ
く

房
総
南
端
の
漁
港
相
浜
に
お
い
て 、
今
村
(-
九
二
五）

旦
元
禄
地
震
の
四
十
九
年
前
（
承
応
三
年）
に
つ
く
ら
れ
た
漁
港

付
近
の
古
地
図
を
見
出
し 、
大
正
地
震
直
前
の
地
図
と
比
較
し
て 、

相
浜
に
お
け
る
元
禄
地
震
に
よ
る
土
地
の
隆
起
量
は
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゜

セ
ン
チ
は
あ
っ
た
と
椎
定
し
た 。

る
こ
と
が
で
き
る 。

フ
地
震
の
た
し
か
な
例
は

元
禄
地
震
に
よ
る
相
浜
付
近
で
の
地
形
変
化
の
跡
は ‘

の
再
来
周
期

地
質
学
的
に
み
る
と 、
大
地
震
は
同
し
断
層
を
震
源
と
し
て
繰
返
し
発
生
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る 。

に
わ

た
る
性
質
が
明
ら
か
に
さ
れ
得
る
の
は 、
過
去
の
大
地
震
に
伴
う
地
殻
変
動
の
結
果
が 、
地
形
や
地
質
構
嵐

そ
れ
が
保

存
さ
れ
て
い
て
解
読
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る 。
た
と
え
ば
相
模
ト
ラ
フ
に
沿
っ
て
少
な
く
と
も
過
去
数
千
年
以
降
に 、

、
元
禄
両

地
震
の
よ
う
な
大
地
震
が
繰
り
返
し
発
生
し
て
ぎ
た
こ
と
は 、
そ
の
周
辺
の
陸
地
に
保
存
さ
れ
て
い
る
湿
岸
地
形
の
研
究
か
ら
明
ら
か
で

あ
る 。
そ
の
よ
う
な
過
去
か
ら
の
動
き
の
な
か
で 、
大
正 、
元
禄
の
両
地
震
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
ち 、
ど
の
よ
う
な
時
間
間
隔
で
発

生
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か 。

最
近
の
約
六
予
年
間
に
元
禄
地
震
型
の
地
震
隆
起
と
大
正
地
震
型
の
地
震
陥
起
と
の
両
方
が
繰
り
返
し
生
し
て
い
て

r

こ
の
二
つ
の
隆

起
パ
タ
ー
ン
の
合
成
が
六
千
年
間
の
累
積
隆
起
パ
タ・ー
ン
を
形
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る 。

元
禄
地
震
と
大
正
地
震
は
繰
り
返
さ
れ
た
同
じ
地
震
で
は
な
く
て 、
互
い
に
祖
補
的
な
関
係
に
あ
り 、
お
そ
ら
く
そ
れ
が一
つ
の
組
に

な
っ
て 、
繰
り
返
え
さ
れ
て
き
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す 。

次
に
ど
の
程
度
の
時
間
間
隔
て
こ
の
よ
つ
な
地
震
が
生
じ
て
い
る
か
を
考
え
る 。

房
総
半
島
南
部
に
つ
い
て
い
え
ば 、
上
述
し
た
よ
う
に
元
禄
型
の
隆
起
が
卓
越
し 、
そ
札
に
大
正
型
の
地
震
に
よ
る
隆
起
分
も
加
わ
っ

て 、
現
在
ま
で
の
約
六
千
年
間
に
館
山
ー

千
倉
以
南
で
は 、
二
十
冒
余
り
も
隆
起
し
て
い
る 。
こ
の
う
ち
の
四ぃい
ー

六ぃい
が
元
緑 、
大
正

の
両
地
震
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で
あ
る
か
ら 、
こ
の
よ
う
な
事
件
か
最
近
の
約
六
千
年
間
に
お
よ
そ
五
回
（
四
ー

六
回）

｀
す
な
わ
ち

f

は
ぽ
千
二
百
年
（
千
1

千
五
百
年）
に
二回
の
割
合
で
生
じ
た
こ
と
に
な
る 。
逆
に
い
え
ば
元
禄
地
震
（
あ
る
い
は
そ
れ
に
大
正
地
震
も

加
え
て）
は 、
お
よ
そ
千
年
な
い
し
千
五
百
年
に一
回
生
ず
る
よ
う
な
大
事
件

っ
た
ら
し
い 。

0
元
禄
地
霞
以
前
の
歴
史
地
震

元
禄
関
東
地
震
（一
七
〇
三
年）
以
前
に
沿
岸
に
隆
起
を
も
た
ら
し
た

こ
の
よ
う
な
過
去
か

れ
て
い
な

こ
の
古
地
図
と
比
較
し
な
が
ら
今
日
で
も
た
ど
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い 。

元
禄
地
震
よ
り

約
百
年
前
の
慶
長
地
震
（
一
六
0
五
年 、

M
II

七
・

九）
は 、

外
房
な
ど
広
域
に
大
き
な
津
波
被
害
を
も
た
ら
し
た

海
の
巨
大
地
震
で
あ
る
が 、

南
関
東
に
は
震
害
の
記
録
は
な
く 、

震
源
は
南
関
東
の
は
る
か
南
東
方
沖
合
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る 。

そ
の
他
に
も
い
く

つ
か
の
津
波
を
伴
っ
た
大
地
震
の
記
録
が
あ
る
が 、

詳
細
は
明
ら
か
で
な
い 。

少
な
く
と
も
記
録
の
豊
富
な
千
百

年
代
末
以
後
（
鎌
倉
幕
府
成
立
以
後）
元
禄
年
間
ま
で
の
約
五
百
年
間
に
は 、

沿
岸
の
土
地
隆
起
と
津
波
を
伴
な
う
よ
う
な
大
正
型
の
大

地
震
も
元
禄
型
の
大
地
震
も
生
じ
て
い
な
い
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る 。

0
元
禄
地
震
の
断
層
モ
デ
ル

元
禄
地
震
で
は 、

房
総
半
島
南
部
に
北
東
方
向
の
軸
を
も
っ
た
著
る
し
い
隆
起
帯
が
現
わ
れ
た 。

さ
ら
に
元
禄
地
震
に
よ
る
津
波
の
被
害
範
囲
が 、

九
十
九
里
浜
か
ら
東
海
地
方
ま
で 、

南
方
は
八
丈
島
へ
達
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

と 、

元
禄
地
震
時
に
は
屈
応
晶
よ
り
も
さ
ら
に
数
十
員
も
沖
合
ま
で
の
部
分
が
断
層
運
動
を
起
こ
し
た
と
推
定
さ
れ
る 。

い
ず
れ
に
し
て
も 、

元
禄
地
震
も
大
正
地
震
と
同
様
に 、

相
模
ト
ラ
フ
を
境
界
と
し
て
そ
の
陸
側
の
ブ
ロ
ッ
ク
（
日
本
島
の
プ
レ
ー
ト）

の
下
に 、

海
側
の
ブ
ロ
ッ
ク
（
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
ま
た
は
そ
の
一
部
で
あ
る
”

伊
豆
バ
ー

Ii

)

が
く
り

込
む
よ
う
に
運
動
し
た

結
果
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る 。

大
正
地
震
で
は 、

海
の
プ
ロ
ッ
ク
が
相
対
的
に
北
北
西
へ
約
七
認
動
い
た
が 、

元
緑
地
震
で
も
ほ
ぼ
同
様
の
方
向
に
多
分
そ
れ
以
上
の

規
模
(
+
区
程
度）
で
移
動
し
た
に
ち
が
い
な
い 。

し
た
が
っ
て 、

大
正
地
震
と
元
禄
地
震
と
に
よ
っ
て
海
側
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
合
計
五
i

二
十〗ぃ
北
進
し
た
と
考
え
ら
れ
る 。

こ
の
よ
う
な
〔
大
正
＋
元
禄〕
地
震
は 、

ほ
ぼ
千
年
間
隔
で
繰
り

返
さ
れ
て
い
る
の
で 、
そ
の
場
合
の
海
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
相
対
的
な
北

進
速
度
は
平
均
年
に
一
i

二
凸 ノ
に
な
る 。

0
む
す
び

一
、

元
禄
十
六
年
（
一
七
0
三
年）
の
関
東
地
震
の
時
に
隆
起
し
た
海
岸
地
形
を
調
査
し
て 、

元
禄
地
震
の
直
前
の
海
岸
線（
元
禄
汀
線）

の
位
置
か
現
在
海
抜
何
メ
ー
ト

ル
に
あ
る
か
を
測
定
し
た 。

二 、

元
禄
汀
線
の
海
抜
高
度
か
ら 、

大
正
の
関
東
地
震
に
よ
っ
て
隆
起
し
た
分
を
差
し
引
い
て 、

元
禄
地
震
に
よ
る
隆
起
量
を
推
定
し
た 。
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こ
れ
は 、
関
東
大
地
震
五
十
周
年
論
文
集
の
中
か
ら
東
大
地
震
研
の
羽
鳥
徳
太
郎 、
相
田

勇 、
梶
浦
欣
二
郎
の
三
氏
が
共
同
発
表
し

た
南
関
東
周
辺
に
お
け
る
地
震
津
波
に
つ
い
て
よ
り
抜
す
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る 。

東
地
震
津
波
と
元
禄
津
波
の
比
較

元
禄
地
震
後 、
大
正
地
震
ま
て
に
少
な
く
と
も
数
十丘／
は
土
地
が
沈
降
し
た
ら
し
い
か 、
そ
の
量
（
逆
戻
り
量）
は
最
大
に
見
積
っ
て
も

元
禄
地
震
時
の
隆
起
量
の
三
分
の一
程
度
で
あ
る 。

三 、
元
禄
地
震
に
よ
る
南
関
東
沿
岸
の
隆
起
状
況
は
大
正
地
震
の
そ
れ
と
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る 。
元
禄
地
震
で
は
主
に
房
総
半
島
南

部
が
北
東
ー

南
西
の
軸
を
も
っ
て
著
し
く
隆
起
し
た
が
（
相
浜
で
四•
四〗ぃ
以
上）

、
三
浦
半
島
ー

湘
南
海
岸
で
は
あ
ま
り
隆
起
し
な
か

っ
た 。
（一
2ぃ
以
下）

四 、
過
去
約
六
千
年
間
に
累
積
し
た
土
地
の
隆
起
の
分
布
状
況
は 、
大
正
地
震
と
元
禄
地
震
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
隆
起
量
を
加
え
合
わ
せ

た
時
の
隆
起
量
分
布
に一
致
す
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で 、
元
禄
地
震
と
大
正
地
震
の
両
地
震
は
過
去
に
も一
組
と
な
っ
て
繰
返
し
発
生
し

て
き
た
可
能
性
が
大
き
い 。

五 、
〔
元
禄
＋
大
正〕
地
震
は 、
房
総
半
島
南
部
て
の
六
千
年
間
の
総
隆
起
量
と
の
比
較 、
元
禄
段
丘
の
規
模 、
歴
史
上
の
地
震
の
記
録

な
ど
か
ら
考
え
て
そ
の
発
生
周
期
は
お
よ
そ
千
年 、
逆
戻
り

率
は
約
四
十
パ
ー

セ
ン
ト

程
度
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る 。

六 、
元
禄
地
震
は 、
大
正
地
震
よ
り
も
沖
合
ま
で
の
相
模
ト
ラ
フ
の
断
層
か
関
与
し
た
も
の
で 、
そ
の
規
模
も
よ
り
大
き
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る 。
し
か
し
両
地
震
と
も 、
巨
視
的
に
は
陸
の
プ
レ
ー
ト
と
海
の
プ
レ
ー
ト
の
境
界
（
相
模
ト
ラ
フ）
に
あ
る
断
層
の
活
動
に
よ
る

も
の
で
あ
り 、
海
側
の
プ
レ
ー
ト
は 、
こ
れ
ら
の
地
震
に
伴
っ
て
相
対
的
に
過
去
少
く
と
も 、
数
千
年
以
降
に
年
平
均
約一
i

二五/
の
速

さ
で
北
進
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る 。
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関 東 地震津波 ( 1 923年 9 月 1 日 ）
に お け る 各 地 の 津 波 の 高 さ

津 波 の 高 さ 津 波 の 高 さ
地 名 地 名

A B C A B C 
m m m m m m 

1! 
千葉県 崎 - 3  6 

I I 浦 安 0 . 3  城 ヶ 島 3 
千 業 0 . 9 *  油 壺 1 ,  8 
木 更 津 1 ,  8 小 網 代 1 . 8  
腐 津 0 . 6  長 井 - l .  2 

湊 1 井 尻 1 . 5  
金 谷 I 秋 谷 3 
勝 山 2 . 2  西 浦 1 . 8  
岩 井 3 粕ゴ之 山 1 . 5  5 . 4  
富 浦 2 . 3  堀 内 3 
館 山 1 . 8  逗> - 子 5 
波 左 間 l 0 5 鎌 岩ノ 6 3 ~ 6 
洲 騎 4 8 . 1  稲村 ヶ 崎 6 
I I I 名 3 片 瀬 6 
伊 戸 1 5 3 江 ノ 島 l .  5 3 ~ 5 
相 」 浜 4 .  5 ， 7 . 1  鵠 沼 6 

i 布 良 4 .  5 6 大 磯 l . 8  
白 浜 1 . 5  米 神 4 .  5 
千 倉 1 石山

、 村 6 
1j ヽ 湊 1 . 8  六�� 目J- 鶴 6 
松 部 I .  5 静岡県
勝 浦 1 . 2  初 島 1 . 8  

1 ＿回占 神 l . 5  伊 豆 山 2 
銚 子 C . 3 *  熱 海 ， 1 ,  5 ~ 1 ,  2 6 . 5  

東京都 上 多 賀 3 . 5  4 .  5 
0 . 6 *  下 多 賀 6 7 ,  2 5 . 6  
0 . 7 * 和 田 木 l . 8  4 .  5 
0 . 8 *  網 代 3 , 8  6 ~ 8 2 .  7 ? 
1 2  宇佐芙靖村 7 .  5 
0 . 6  伊 東 ， 6 ~ 8 4 . 3  

新 井 3 
0 . 9 *  ) I I 名 4 ~ 6 I - l ,  2 富 戸 0 . 6  

- 0 . 8  赤 沢 3 
- l .  8 大 I l l 2 . 2  4 o l 
-3  熱 I l l 3 

4 . 5  片 瀬 1 .  5 
3 3 . 6  白 田 3 . 6  

□ 6 白 浜 2 .7~3 . 6  
3 . 6  4 . 5  下 田 2 ,  1 
3 柿 崎

- 1 . 5  外 浦

一
九
二
三
年
関
東
地
震
で
は 、
世
間一
般
か
ら
二
次
災
害
の
火
災
に
注
目
が
集
ま
り 、
こ
の
地
震
に
伴
っ
た
津
波
に
は
被
害
の
少
な
か

っ
た
た
め
か 、
関
心
が
薄
か
っ
た
よ
う
で
あ
る 。
し
か
し 、
津
波
の
高
さ
と
影
聾
範
囲
か
ら
津
波
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は＂い
11

二
と
見
積
ら

れ
て
い
る 。
こ
れ
は一
九
六
四
年
の
新
潟
地
震
津
波
と
同
程
反
の
規
模
で
あ
り 、

相
模
湾
沿
岸。
房
総
先
端
付
近
で
は
無
視
で
き
な
い
津

波
で
あ
る 。

津
波
調
査
は
地
震
疸
後
行
な
わ
れ 、
震
災
予
防
調
査
会
(-
九
二
五）
と
中
央
気
象
台
(-
九
二
四）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
報
告
き
れ
た 。

そ
の
ほ
か
に
田
中
館
(-
九
二
六）
は 、
湿
岸
の
地
殻
変
動
の
調
査
と
合
わ
せ
て 、
津
波
の
高
さ
に
つ
い
て
主
に
間
き
こ
み
に
よ
る
現
地

調
査
を
行
な
っ
た 。
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら 、
各
地
の

の
高
さ
を
表
示
す
る
と
図
の
よ
う
に
な
る 。

II
B“
の
執
告
で
熱
海
十
二
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房
総
先
端
付
近
の
相
浜
九
訂 ‘

伊
豆
大
島
岡
田
十
二
〗加
と
高
さ
が

異
常
に
大
き
い
の
が
目
立
つ 。

こ

れ
ら
の
高
さ
は 、

お
そ
ら
く

傾
斜

地
も
し
く
は
砂
浜
を
津
波
が
局
地

的
に
は
い
上
っ
た
値
と
考
え
ら
れ

る 。

各
報
告
と
も
具
体
的
な
測
定

地
点
に
つ
い
て
の
記
述
が
少
な
い

の
で 、

相
互
の
比
較
は
困
難
で
あ

り 、

細
か
な
数
字
を
そ
の
ま
ま
信

用
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が 、

ほ
ぼ
波
高
分
布
の
傾
向
を
み
る
こ

と
が
で
き
る 。

一
七
0
三
年
（
元
禄）

津
波
に

つ
い
ご

大
日
本
地
震
史
料
（
第

二
巻）
か
ら
各
地
の
津
波
被
害 、

浸
水
な
ど
の
記
録
を
拾
い
出
し 、

津
波
の
高
さ
を
ご
く

大
ざ
っ
ぱ
に

推
定
す
る
と
図
の
よ
う
に
な
る 。

推
定
の
根
拠
と
し
て
は 、

津
波
被

害
や
浸
水
域
の
広
が
り
か
ら 、

現

耀 1 6年津波( 1 703年 1 2 月 3 1 日 ） に お け る 各地 の 津 波 の 高 さ

口
――

名
一

記 事
定
さ高')

の
m

波
（

推
涅

）
 

‘‘j
 

m

る

る

m
 

9

)

 

19
4
 

、ヽ

邸

〗
19

低
波

4
 

M

度
津

高

5
知

る

程
で

。

m

闘

な
吉

6

B

と
末
B

な

m

ま
2
門

）

港
、
近

の

1

寸

と

ィ

り
大

よ

れ

）

近

切
死

宮

浜

77

付

が
郷

�
以

よ
寺

り

6

(

＇lJ

震
福
、

浸

。
地
宝

し

（

゜

池
ノ

砂

て

東

波

る

て
中

津

れ

浮
、

ま

oO

関
ふ
畑

3

1

 

居

失

（

宝

ら

波
る

、
上

鳥

流

。

死
水
船
る

延
）
と

K

、
浸
失
入

。

る
舟

浸

流
て

流
葡

り

‘
n

に
8

っ

56
波

の

0

八ロ
フ

ま
．

畑

漂
ま
、
て

あ

。
水
06
波
2

う

死
で

二

数
浸
ん
坊
死

波
。

ま

兵

家

多
畑
゜
六

水

大
る

ふ
崎

、v'

止
で
田

家
目
58
ま

者

下

傷

家

者
田
M

寺
、

で
か

5
前

い

渡

、
段

浦

上

舟

失

潟
3

の

死

由

片

失

死

生
潟

ま
つ

家
宮

、
B

、
失

誕
干
。
近
水
。
失
稲

流
。
干
段
応
寺
る

□
100

ニ
[
二
[
虐
600

“

□

二
〗
五
〖
31

□
〗
二

ロ

ロ

ロ

ロ
[

のそ

千 葉 県

都

県

県

)

岡

奈

京東

神

静

．
 

（ 町

4
8

 
6
5
5
2

 

3

8
6
4
4

5
5
5
4
3
3

 

゜i
 

2
 

- 57 -



Dec. 3 1 . 1 703 

(Genroku) 4
 

10 

CS osHIMA 

Sept. l .  1 923 
Kanto 

razu  

Katsuura  

. 8 Hatsushima . 2

―

;ik / i . 6 . 2 

, Tateyama 

f?
1 

c

 

50km 

2 . 5  

1 2  

84 1q
翌
a

q
1
日•uns

.1

m ● 1 7 0 3  ( Genroku ) 

0 1 9 2 3  Kanto 
し

X 1 9 5 3  Bo so-oki  
゜

し Q 〇●0 0 0 ゜ ． 

アお ． ． - 0 -

”゜OOO 0 0 
゜ 00 

X 
゜
゜ Q g 、- x ＾ 。

- 58 -



在
の
水
準
点
の
高
さ
(
B
。

M)
を
基
準
に
津
波
の
高
さ
を
推
測
し
た 。

例
え
ば
外
房
の
小
湊
誕
生
寺
で
は 、
津
波
で
寺
の一
部
か
破
損
し
た
記
事

が
あ
る 。
五
万
分
の一
の
地
形
図
に
よ
る
と
そ
の
付
近
の
B
。

M
は
四。

八
八ゾい
で
あ
り 、
地
殻
変
動
を
無
祝
す
る
と
六
冒
程
度
の
津
波
が
考
え
ら

れ
る 。
そ
の
ほ
か
に一
九
二
三
年
関
東
地
震
津
波
と
比
べ
て
津
波
の
高
さ

を
判
定
し
た 。
し
た
が
っ
て
個
々
の
高
さ
の
数
値
は
ご
く

祖
い
が 、
津
波

の
挙
動
を
大
局
的
に
理
解
で
き
よ
う 。

一
七
0
三
年
と一
九
二
三
年
津
波
の
高
さ
の
分
布
を
示
す
と
図
の
よ
う

に
な
り 、
下
図
で
津
波
の
高
さ
の
比
較
を
す
る 。
図
示
の
よ
う
に 、
相
模

湾
沿
岸
で
は
両
津
波
の
高
さ
の
分
布
は 、
ほ
と
ん
ど
同
じ
程
度
に
み
ら
れ

る
が 、
外
房
沿
岸
で
は一
九
二
三
年
津
波
（
白
丸）
よ
り一
七
0
三
年（
黒

丸）
の
方
か
三
倍
近
く
大
き
い 。
こ
の
は
か
に
古
記
録
に
よ
れ
ば 、
一
七

0
三
年
津
波
は
伊
豆
大
島 、
八
丈
島
に
も
多
大
の
津
波
被
害
を
与
え
た 。

震
度
分
布
で
は一
七
0
三
年
と一
九
二
三
年
の
地
震
は
よ
く

似
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
（
萩
原 、
一
九
七
二）

、
波
高
分
布
か
ら
判
断
す
る
と一
七

0
三
年
津
波
の
波
源
域
は 、
一
九
二
三
年
の
も
の
よ
り
南
部
沖
合
を
考
え

さ
せ
る 。
な
お 、
一
九
五
三
年
房
総
沖
津
波
の
場
合
に
は 、
外
房
沿
岸
で

も
二ぃぃ
以
下 、
相
模
湾
岸
で
は
津
波
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い 。

図
に
は 、
浦
賀
水
道
か
ら
東
京
湾
に
お
け
る一
七
0
三
年
と一
九
二
三

年
の
両
津
波
の
高
さ
の
分
布
を
示
す 。
と
も
に
高
さ
は
浦
賀
水
道
の
口
で

高
く 、

奥
に
進
む
は
ど
減
衰
し
東
京
湾
内
に
入
る
と 、
は
ば一
様
に
な
る 。

。 2
 

4
 

6
 

8
 

1 0m 

Mera:/ 

゜ ゜
゜

゜

e 

T sunam i height 
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一
九
六
0
年
チ
リ
津
波
の
場
合
も 、

湾
内
で
は
同
様
な
傾
向
を
示
し 、

渡
辺
(
-
九
七
0)
は
理
論
的
な
解
釈
を
加
え
た 。

古
記
録
に
よ

れ
ば 、
一
七
0
三
年
津
波
の
東
京
港
付
近
の
高
さ
は
一
九
二
三
年
津
波
を
上
ま
っ
た
ら
し
い
が 、

そ
れ
で
も
せ
い
ぜ
い
二
昇
程
度
と
思
わ

れ
る 。

も
し
将
来
東
京
港
付
近
に
二
訂
程
度
の
津
波
が
襲
っ
た
と
し
て
も 、

津
波
が
港
湾
護
岸
な
ど
の
施
設
を
直
接
破
損
す
る
よ
う
な
こ

と
は 、

ま
ず
免
れ
よ
う 。

し
か
し 、

地
震
で
こ
れ
ら
の
施
設
に
被
害
が
生
じ
れ
ば 、

零
メ
ー
ト

ル
以
下
の
地
域
で
は
浸
水
に
よ
る
二
次
的

水
害
の
発
生
も
考
え
ら
れ
る 。
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南 関 東沿岸 に 影 響 を 与 え た 津波
マ グニ
チ ュ ー ド

記 事年 月 日 波源域
地震 津波

M m 

8 1 8  i'lll - （ 弘仁 ） 祖 模 湾 7 .  9 1 関 東全域に 地震
1241 V 9 （ 仁 治 ） 相 模 湾 7 . 0 1 由 比 ケ 浜 の

0
八

余幡破
宮

損
拝

。殿流失 、 船 1 。
1 2 57 X 9 （ 正 嘉 ） 千策束方 7 . 0  1 関 東 南 部 に 津波、 関

沖 東地方社寺 民 家 に 地
震被害。

1408 I 21 （ 応 永 ） 東 南 海 沖 7 . 0  1 紀 伊 、 鎌會に 津波。
1433 XI 7 （ 永享 ） 伊豆大 畠 7 . 1  1 鎌 倉 の 社 寺 に 地震被

1
1498 .]][ 20 ( 明 応 ）

近 海 害 、 利 恨 川 の 水逆 流 。
遠 朴I 灘 8 . 6  3 鎌倉大仏殿に津波達 し、

流流
湖

死失
岸

2
切
、
0
八
0

れ
丈
、

る
小島

、

湊
津
伊

の
波
勢
誕、

志
浜生名

摩

寺

で水死 1 万 。
1605  II 3 （ 曖 長 ） 房 総 沖 7 .  9 3 八丈 島 谷 ケ 里 家 流失

田 畑 浸水 、 外房30余
町干 潟 、 三 浦三崎死
1 5 3 、 紀伊 ・ 阿 波 • 土
佐 津 波 。

1 6 3 3  III 1 （ 寛 永 ） 相 模 湾 7 . 1  1 小 田 原 で地震被害，
熱 海 津 波 に 襲 わ る 。

1677 刃 4 （ 延 宝 ） 房 総 沖 7 . 4  2 水 戸 領 内 で水死36,
舟 流失353 、 小 名 浜 水
死8 0 、 宮城岩

島
沼 で流

家490余 、 八丈 に も
津 波 、 漁船1 0 流れ る 。

1703  Xll 31 （ 元禄 ） 房 総近 海 8 .  2 2 .  5 後節 に て 詳 述 。
1707  X 28 （ 宝 永 ） 南 海 道 沖 8 . 4  4 東南海、 南海道大津波、

下田3 . 6 m 、 八丈島津波
上る 、 末吉 と く に

で
強
漁

し
船1747 Ill - （ 延 享 ） 房 総 沖 ゜ 八丈 島 大賀 郷

流失
1782  VlII 22 （ 天 明 ） 相 摸 湾 7 .  3 l 小田 原地震被 害 、 江戸

戸 て も 家屋破 損 、 安

1I 
1854  Jill 23 （ 安政 ）

房 ・ 陸 中 に 津波 。
遠 朴I 灘 8 . 4  3 東 海 ・ 伊勢 ・ 東 南 海

大 津 波 、 下 田 7 m 、
江 の 応j ・ 片 瀬数 波 き
た る 、 伊豆 大島 で船
破 損 、 江 戸 浜 町 の 前
1 1 | 溢 る 。

1 8 5 4  XII 24 （ 安政 ） 南 海道 沖 8 . 4  4 南 海道 大津波，
1896  I 9 （ 明 治 ） 鹿 局 i難 7 . 3  ゜ 那 珂 湊で地震被 害 、

鮎 1 1 1 0 . l m 。
1923  IX 1 （ 大正 ） 相 模 湾 '1 . 9

介
2 後節 に て 詳述 。

1933  Ill 3 ( R召和 ） 三 陸 沖 8 . 3  3 三 陸大津波 、 布 良 0 . 6
m 、 油 壺0 . 2 m 。

1944 Jill 7 （ 昭和 ） 東 南 海 沖 8 . 0  2 . 5  東 南 海 大津 波 、 布 良
1 . 3 m 、 伊東0 . 5 m 、
横須 賀 0 . 6 m 。

, 1946 ;m 21 （ 昭和 ） 南 海 道 沖 8 . 1  2 .  5 南海道大津波 、 布 良
0 . 8 m 、 伊東0 . 4 m 、

1
1 9 5 3 刃 26 （ 昭和 ） 7 .  5 銚子O . l m 。

房 総 沖 1 . 5  八 丈 島 神 湊 1 . 1 m 、 布
良 0 . 7 m 、 小湊1 . 5 m 、
銚子名 洗1 . 2 m 。

＊ 長 周 期 地 震 波 の 解 析 に よ る と 、 M 8 以上か見積 も ら れ て い る 。

房
総
沖
の
歴
史
的
大
地
震
と
し
て
は 、
慶
長
（一
六
0
五
年）

‘
延
宝
（一
六
七
七
年）

、
元
禄
（一
七
0
三
年）
地
震
が
あ
げ
ら
れ 、

一
九
二
三
年
関
東
地
震
の
津
波
と
と
も
に
房
総
周
辺
の
沿
岸
に
大
被
害
を
与
え
た 。

第
十

ヽ

房
総
沖
発
生
三
大
地
震
津
波（
の
ぞ
く
元
緑
地
震）
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元
禄 、

関
東
の
両
地
震
津
波
に
つ
い
て
は

f

別
稿
で
ふ
れ
て
い
る
の
で
省
略
す
る 。

「

慶
長
地
震
津
波

慶
長
九
年
十
二
月
十
六
日

（
一
六
0
五
年
二
月
三
日）

上
総
等
大
地
震 。

津
波
起
こ
り
家
屋
漂
削
す 。

と
銚
子
市
史
に
記
さ
れ
て
い
る 。

関
八
州
古
戦
録 、

房
総
治
乱
記
に
よ
れ
ば 、

こ
の
日
の
地
震
は
午
前
と
夜
半
の
二
回
引
続
い
て
起
こ
っ
た 。

最
初
の
地
震
は
南
海
道
沖
に

震
源
を
有
す
る
も
の
で 、

房
総
の
海
岸
は
約
四
キ
に
わ
た
っ

て
干
潟
と
な
り 、

無
数
の
魚
介
を
拾
う
こ
と
が
で
ぎ
た 。

二
回
目
の
地
震
は

房
総
半
島
沖
に
震
源
を
有
す
る
も
の
で 、

沖
合
す
さ
ま
じ
く
鳴
動
す
る
う
ち
に
津
波
起
こ
り 、

小
山
の
中
腹
ま
で
押
寄
せ
た 。

こ
の
た
め

安
房 、

上
総 、

下
総
の
海
岸
四
十
五
ケ
所
の
漁
家
民
屋
は
悉
く

押
流
さ
れ 、

人
畜
の
溺
死
す
る
も
の
数
を
知
ら
ず 、

ま
た
山
崩
れ
に
よ
っ

て
r

海
が
埋
め
ら
れ
山
と
な
っ
た
所
も
あ
る
と
い
う 。

ま
た
千
葉
県
地
震
対
策
基
礎
調
査
報
告
書
に
よ
れ
ば 、

津
波
は
深
夜
来
襲
し 、

堂
都 、
不
動 、

片
貝 、

負
浜

r

反
金
阿 、

牛
込 、
一
松 、

御
宮
岩
萩 、

東
浪
見 、

和
泉 、

日
安
理 、

渋
田、

小
浜 、

矢
指
戸 、

岩
舟 、

名
和
田、

横
桶 、

宮 、

辺
原 、

新
宮
浜 、

沢
倉
浜 、

小
湊 、

内
浦 、

尼
津 、

浜
萩 、

磯
村 、

名
太
尼 、
舗
太
夫
崎 、

江
見 、

和
田 、

白
古 、

辺
楯 、

骨
戸
な
ど
の
部
落
を
は
じ
め
四
十
五
ケ
所
に
被
害

が
あ
っ
た 。

慶
長
地
震
は
南
海
道
沖
と
房
総
沖
に
震
央
を
も
つ
二
元
地
震
で
あ
り 、

被
害
地
域
は
関
東
か
ら
西
海
道
に
ま
で
も
及
び 、

全
国
で
の
死

者
は
凡
そ
五
千
名
で
あ
り 、

特
に
土
佐
国
宍
喰
で
は
突
然
襲
来
し
た
大
津
波
に
よ
り 、

三
千
八
百
名
も
の
溺
死
者
を
出
し
て
い
る 。

地
震

の
規
模
は
M
II

七
゜

九
で
大
正
十
二
年
の
関
東
地
震
と
同
じ
で
あ
る 。

千
葉
県
下
に
お
い
て
は
振
動
に
よ
る
被
害
の
記
録
は
な
く 、

津
波

に
よ
る
被
害
が
主
で
あ
っ
た 。

長
生
郷
土
漫
録
に
よ
れ
ば 、

あ
る
家
の
記
録
に
九
十
九
里
浜
を
さ
る
一
里
許
り
の
八
積
村
信
友
区
の
東
方

に
水
神
の
森
と
呼
ぶ
所
か
あ
る 。

慶
長
の
大
津
波
が
こ
こ
ま
で
き
て
止
ま
っ
た
の
で
水
神
を
祭
っ
た
と
い
う 。

二
、

延
宝
地
震
津
波

一
六
七
七
年
十
一
月
四
日 、

延
宝
五
年
に
発
生
し
て
お
り 、

元
禄
地
震
の
二
十
六
年
前
で
あ
る 。

震
央
地
は
房
総
沖
と
さ
れ
て
い
る
が 、
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延宝 5 年 津波 ( 1 67 7年 1 1 月 4 日 ） に お け る
各 地 の 津 波 の 高 さ

地 名 記 事

宮城県 岩 沼 海 岸 流失家490 余 、 水死 123 、 （ 海岸付近の
三角 点 1 . 3 r:1 、 1 933年三陸津波 、 1960
年 チ リ 津波 1 . 8 m 程度 ） 。

福 島 県 小名 浜 ・ 神 白 ・ 永崎 80余人押 流 さ れ る 。 ( 1960年 チ リ 津波
では 、 2 . 3 m 、 浸水家屋 あ り ） 。

茨城県 茨 城 海 岸 潰家189 、 破損流船353 、 水死36。 （ 大
津～ 那珂湊間 では 、 1938年福 島 沖津波
で40 ~ 60 m の 高 さ 、 1 960年 チ リ 津波 で
1 . 5 m 、 陸上に 30 - 40cm溢れ る ） 。

千葉県 高神 。 外川 （ 銚子 ） 津波で 1 万余の樹木倒 れ る 。 家 ・ 漁船
大被害 、 人畜 の死傷 多 し 。 ( 1953年房
総沖津波で犬若 2 ~ 3 m 、 名 洗1 。 2 m) 。

東 浪 見 倒家50 、 水死97。

和 泉 浦 倒 家 多数 、 田 畑 浸水、 水死 1 3。

小 浜 （ 大 原 ） 倒 家25 、 水死 9 。

矢 差 戸 倒 家25 、 水死13。

岩 船 倒家40 、 水死57。

御 イr
」百 倒 家30 、 水死36。 （ 町 は ず れの B . M .  

4 . 06 m 、 1953年房総沖津波 では被害な
し 。 1960年 チ リ 津波で1 . 7 m ) 。

新 宮 倒 家17、 水死 9 。 （ 付近の B . M. 5 . 94 m )  

沢 ノ
居 倒家1 1 、 水死 7 。

J I I 津 倒 家19 、 水死 3 （ 勝浦 では 1 953年房総
沖津波0 . 7 m 、 1960年 チ リ 津波2 . 2 m ) 。

そ の 他 八 丈 島 谷ケ 里 ま で波上 る

青 ケ 島 漁船10余流失 、 死 1 。

伊 豆 東 岸 船 4 破損 、 田 畑浸水、 水死 3

尾 張 大潮上 り 漁船破損。

紀 伊 津波 あ り 。
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の 高 さ
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3 ~ 4 

2 ~ 3 

4 ~ 5 

5 
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4 
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7 
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3 ~ 4 

3 

1 ~ 2 



一
部
磐
城
沖
と
す
る
説
も
あ
り 、
は
っ
き
り
し
て
い
な
い 。
経
度一
四一
こ一
度 、
緯
度
三
四・
七
度 、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
。

五 、
被

害
状
況
は
死
者
百
三
十
四
人 ‘
倒
壊
家
屋
五
十
二
軒 、
上
総
東
部
に
被
害
多
し 。
津
波
は
九
十
九
里
浜
を
中
心
に
押
寄
せ 、
高
神
村
で
は

樹
木一
万
本
流
出
し
て
い
る 。
津
波
の
到
達
範
囲
は
宮
城 、
福
島 、
茨
城 、
千
葉
の
ほ
か 、
八
丈
島 ‘
伊
豆
東
岸 、
尾
張 、
紀
伊
な
ど
広

城
に
及
ん
で
お
り 、
地
震
被
害
は
茨
城
沿
岸
と
千
葉
県
下
の
東
浪
見
＼

勝
浦
間
に
目
立
ち 、
こ
の
地
域
の
震
度
は
六
程
度
と
思
わ
れ
る 。

震
度
分
布
図
を
み
る
と 、
震
度
分
布
は
南
北
方
向
に
伸
び 、
こ
の
パ
タ
ー

ン
か
ら
延
宝
地
震
の
震
央
は一
九
三
八
年
福
島
沖
地
震
よ
り
南

側 、
一
九
五
三
年
房
総
沖
地
震
よ
り

北
側
と
考
え
ら
れ
る 。
一
方 、
津
波
は
岩
沼
ー

房
総
沿
岸
に
大
被
害
を
与
え
て
い
る 。
外
房
沿
岸
で

は
四
i

八
m
の
津
波
の
高
さ
が
考
え
ら
れ 、
津
波
が
最
も
激
し
か
っ
た
地
域
で
あ
る 。
以
上
は
東
大
地
震
研
の
羽
鳥
先
生
の
資
料
よ
り
の

抜
す
い
で
あ
る 。
ま
た 、
君
津
郡
誌 、
千
葉
県
消
防
史
に
よ
れ
ば 、
津
波
は
二
十
二
時
頃
来
襲
し 、
房
総
の
各
地
で
は
地
震
に
よ
る
直
接

の
被
害
と
合
わ
せ
て
倒
家
二
百
二
十
三
戸 、
死
者
二
百
六
十一
人
を
出
し 、
銚
子
市
外
川 、
長
崎
で
は
特
に
被
害
が
大
き
く 、
漁
船 、
民

家
に
被
害
を
受
け
ま
た 、
御
宿
町
に
も
津
波
が
来
襲
し
た
と
あ
る 。
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こ
れ
は
大
正
九
年
六
月 、

現
在
の
銚
子
地
方
気
象
台
の
前
身
で
あ
る
千
葉
県
銚
子
測
候
所
長
の
技
師 、

大
村
信
之
助
氏
の
発
行
せ
る
小

文
を
本
誌
に
極
め
て
関
係
の
深
い
内
容
も
あ
る
の
で 、

別
に
標
題
を
設
け
さ
せ
て
頂
き 、

こ
こ
に
掲
載
す
る
も
の
で
あ
る 。

元
禄
の
大
地
震
は
震
源
房
総
沖
に
在
り
し
た
め 、

激
烈
を
極
め
し
も
の
に
て 、

其
後
房
総
の
東
海
岸
は
津
波
毎
に
海
岸
の
土
地
を
浸
蝕

せ
ら
れ 、

現
時
は
人
家
の
海
に
接
し
て
其
間
の
高
低
七
＼

八
尺
の
所
砂
か
ら
ず 、

蒼
桑
の
変
実
に
驚
く
に
堪
え
た
り 。

斯
る
状
態
に
あ
る

を
以
て
房
総
の
没
海
地
方
は
津
波
の
前
知
法
を
研
究
す
る
の
要
あ
り 。

之
を
予
知
せ
ん
に
は 、

先
づ
統
計
的
調
査
に
よ
っ
て
大
体
の
周
期
を
知
り 、

次
に
微
動
計 、

傾
斜
計 、

験
潮
儀
に
て
平
素
地
の
動
静
及

海
水
の
昇
降
を
測
り 、

大
地
震
に
は
数
日
前
よ
り
小
な
る
前
震
（
先
き
揺
れ）

を
有
し 、

又
地
磁
気
に
異
状
な
る
こ
と
に
注
意
し 、

其
起

る
季
節
は
大
抵
夏
秋
の
交
に
し
て
殊
に
十 、

十
一
月
に
多
き
は 、

海
底
全
圧
力
（
気
圧
と
水
圧
と
の
合
力）
の
関
係
に
由
る
も
の
に
し
て 、

起
日
は
大
陰
の
位
置
に
よ
り
旧
暦
二
十
ニ
ー

ニ
十
三
日
頃
に
多
く

起
る 。

時
刻
は
夕
刻
よ
り
朝
方
に
至
る
夜
間
に
多
き
は 、

最
も
戒
心
を

要
す
べ
し 。

之
れ
海
底
地
震
の
特
色
に
し
て
慶
長 、

元
禄 、

安
政
の
大
震
は
勿
論 、

明
治
年
間
の
三
陸
大
津
波
は
皆
夜
間
に
起
れ
り 。

海
底
地
震
の
震
源
は
陸
地
よ
り
凡
そ
三
＼

四
十
里
の
地
点
に
あ
れ
ば
震
後
数
十
分
に
て 、

津
波
は
到
達
す
る
も
の
に
て 、

海
岸
に
て
は
先

づ
潮
水
は
不
時
の
干
退
を
呈
し 、

後
ち
山
の
如
き
大
波
の
来
る
も
の
な
る
が 、

其
襲
来
す
る
に
は 、

震
源
と
の
距
離
及
び
海
の
深
さ
に
関

係
す
れ
ど
も 、

普
通
地
震
後
三
十
分
乃
至
一
時
間
に
て
達
す
る
も
の
な
れ
ば 、

充
分
逃
避
の
方
法
を
取
る
余
裕
あ
り 。

若
し
漁
船
の
海
上

に
出
漁
す
る
場
合
に
地
震
を
悟
ら
ば 、

陸
地
を
遠
り
て
洋
上
に
出
づ
る
を
安
全
と
す 。

之
れ
海
岸
は
浅
き
た
め 、

波
高
く
陸
よ
り一
里
以

上
を
隔
つ
れ
ば
津
波
の
波
巾
大
な
れ
ば
大
抵
無
難
な
る
も
の
な
り 。

此
外 、

前
懺
法
に
つ
い
て
は
種
々
あ
れ
ど
も 、

専
門
に
亘
る
を
以
て

省
略
す
る
が 、

之
を
要
す
る
に
我
県
下
の
如
き
三
面
環
海
の
半
島
に
在
っ
て
は 、

暴
風
よ
り
起
る
津
波
と
地
震
よ
り
来
る
津
波
の
大
小
軽

第
十一

＾
 ヽ

元
禄
地
震
津
波
の
気
象
学
的
考
察
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重
あ
れ
共 、
年
々
歳
々
其
富
を
蒙
る
こ
と
卯
少
な
ら
ざ
る
を
以
て 、
津
波
の
予
知
予
防
法
を
講
ず
る
は 、
必
要
の
こ
と
に
し
て
枢
要
の
港

湾
に
は
験
潮
儀
を
据
え
付
け 、
風
力
と
潮
位
と
の
関
係
及
び
大
小
の
海
底
地
震
と
海
水
動
揺
の
関
係
を
平
素
よ
り

研
究
し
置
く

べ
ぎ
事
な

り 。
と
巨
大
地
震
の
夜
間
発
生
説
な
ど
の
見
解
を
の
べ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
だ 。

ち
な
み
に
千
葉
県
地
震
対
策
基
礎
調
査
報
告
書
の
二
十
七
頁
ー

三
十
二
頁
に
本
県
の
津
波
に
関
す
る
記
録
か
あ
る
が 、
有
史
以
来 、
千

葉
県
下
を
襲
い
記
録
さ
れ
た
津
波
は
西
歴
八一
八
年
（
弘
仁
九
年）
に
起
こ
っ
た
津
波
か
ら一
九
七
0
年
（
昭
和
四
十
五
年）
ま
で
に
三

十
七
回
を
数
え
て
い
る
か 、
そ
の
う
ち
発
生
時
間
の
記
録
さ
れ
て
る
も
の
か
二
十
三
回
あ
る
が 、
発
生
時
刻
が
夕
刻
か
ら
朝
方
ま
で
の
も

の
は
十
八
回 、
七
十
八夕日
の
多
き
に
達
し
て
い
る
こ
と
も
前
述
の
夜
間
発
生
説
を
う
な
つ
け
さ
せ
る 。

巨
大
地
震
で
は
慶
長
（
深
夜）

、
延
宝
（
二
十
時）
元
禄
（
二
時）

、
安
政
（
二
十―一
時
頃）
と
な
っ
て
お
り 、

今
後
の
津
波
対
策
上

考
慮
す
べ
き
も
の
と
思
料
さ
れ
る 。

- 66 -



そ � 
| 

第
十
三 、

元
緑

現在の諏訪神社 （大網 白 里町新地）

の

一

一
宮
町
史
に
よ
る
と 、

新
地
部
落
に
言
い
伝
え
か
あ
り 、「
元
禄
十
六
年
十一
月
二
十
二
日
の
夜 、
新
地
村
の
人
た
ち
は 、
諏
訪
神
杜
の
題

目
堂
で
二
十
三
夜
講
の
集
ま
り
を
行
な
っ
て
い
た 。
（
そ
の
時 、
午
後
十
二
時
こ
ろ
大
地
震
か
あ
っ
た
か）
ま
も
な
く
月
が
上
が
る
の
で
そ
れ

を
拝
ん
で
帰
ろ
う
と 、一
同
月
の
出
を
待
っ
て
い
た 。
や
が
て
海
上
に
月
が
上
っ
て
き
た
の
て 、

そ
れ
を
拝
ん
で
帰
ろ
う
と
し
た
ら
ど
う
し

た
こ
と
か 、

今
出
た
月
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た 。

し
か
も
空
は
よ
く
晴
れ
て
雲

―
つ
な
い 。

「
こ
れ
は
お
か
し
い
ぞ」
と
よ
く
見
る
と 、

渾
の
水
か
く
ん
ぐ
ん
引
い
て

沖
の
瀬
が
現
わ
れ
て
い
る 。

「
こ
れ
は
津
波
だ 。

月
か
隠
れ
た
の
は 、

沖
へ
津
波
か
き

て
f

そ
の
波
の
た
め
に
見
え
な
く
な
っ
た
の
だ 、

早
く

家
の
者
を
起
こ
し
て
逃
け
ろ」

と
一
同
大
急
ぎ
で
家
に
帰
り 、

寝
て
い
た
家
人
を
起
こ
し
て
避
難
し
た 。

そ
の
た
め
に 、

こ
の
三
夜
講
に
出
て
い
た
人
の
家
で
は
死
人
か
な
か
っ
た
と
い
わ
礼

て
い
る

C

と
こ
ろ
が

f

す
く
隣
の
部
落
に
あ
る
本
興
寺
の
入
口
に
こ
の
時
の
津
波
の
供

養
塔
が
あ
る 。

こ
tl
を
見
る
と 、

塔
の
下
に
三
百
八
十
四
人
の
死
体
を
合
葬
し
て
あ
る

と
刻
ま
れ
て
い
る 。

こ
の
人
達
は 、

引
取
り
手
の
な
い
一
家
全
減
の
人
た
ち
だ
け
た
と

思
わ
れ
る
の
で 、

家
族
が
生
き
残
っ
て
い
て
死
体
を
引
取
っ
た
の
を
加
え
る
と

f

大
変

な
死
者
で
あ
っ
た
と
思
う 。

ち
ょ
う
ど
真
夜
中 、

皆
よ
く

寝
て
い
る
時
に
突
然
し
か
も
地
震
後
よ
は
ど
経
っ
て
か

津
波
余
話
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瓜環，在の大網 白 里町 田薗風景

瓜覚翁寺 （ 勝浦市役所 と な り ）

ら
大
波
が
襲
っ
て
き
た
の
だ
か
ら
た
ま
ら
な
い 。
一

宮
下
ノ
原
部
落
の
言
い
伝
え
で
は 、

「
下
ノ
原
部
落
の
人
は 、

津
波
と
い
う
の
で
あ

わ
て
て
上
ノ
原
方
面
に
逃
げ
た 。

そ
の
途
中
に
善
貞
と
い
う
沼
が
あ
っ
て 、

そ
の
近
く
を
通
っ
て
逃
け
た
人
は
沼
の
中
へ
押
し
流
さ
れ
て

助
か
ら
な
か
っ
た 。

部
落
の
人
で
屋
敷
内
の
大
木
に
よ
じ
登
っ
て
助
か
っ
た
者
が
あ
っ
た
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る 。

傘

ま
た
東
浪
見
に
は 、

「
ヅ
ウ
ヅ
ミ

サ
ブ
ロ
エ
ム
」

と
呼
ば
れ
る
人
が
あ
っ
た 。

こ
の
人

）
 

村
は 、

津
波
が
き
た
時
「

い
な
ぶ
ら」

に
つ
か
ま
っ
て
い
て
命
か
助
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か

生長
ら 、

ヅ
ウ
ヅ
ミ

（
昔
は
い
な
ぶ
ら
の
こ
と
を
ヅ
ウ
ヅ
ミ
と
い
っ
た）

の
三
郎
衛
門
（
サ
ブ

牢養
ロ
エ
ム）

の
名
が
付
け
ら
れ
た
と
い
う 。

こ
と
に
気
の
毒
な
の
は
権
現
前
の
長
谷
川
某
さ

供波

ん 、

夜
中
に
摺
臼
ひ
き
を
や
っ

て
い
た 。

嫁

そ
の
摺
臼
の
音
で
津
波
の
く
る
の
が
聞
こ

ロ

え
な
か
っ
た 。

そ
の
た
め
一

家
か
波
に
呑

入寺

ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る 。

巽本

こ
れ
ら
の
こ
と
を
見
て
も 、

の
時

は
逃
げ
ら
れ
る
ら
し
い 。

有
名
な
小
泉
八

雲
の
書
い
た
「

稲
村
の
火」

に
も
あ
る
と

お
り 、

注
意
し
て
い
れ
ば
難
は
避
け
ら
れ

る
も
の
で
あ
る 。

殊
に
現
在
の
海
岸
は 、

元
禄
時
代
か
ら

見
る
と
ず
っ
と
前
に
出
て
い
る
（
前
記
の

言
い
伝
え
の
と
お
り
元
禄
の
こ
ろ
は 、

諏

訪
神
社
か
ら
海
か
見
え
た
と
い
っ
て
い
る） 。

そ
れ
ば
か
り
で
な
く 、

そ
の
後
藩
主
が
保
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安
林
を
作
り 、

そ
の
前
に
砂
丘
が
で
き 、

戦
後
さ
ら
に
そ
の
前
方
に
植
林
し
て
別
な
砂
丘
が
で
き
た
の
で 、

襲
っ
て
き
た
と
し
て
も
被
害
の
程
度
は
ま
る
で
違
う
と
思
わ
れ
る

現
に
昭
和
三
十
四
年
の
チ
リ
ー

地
震
津
波
の
時
は 、

各
地
に
大
ぎ
な
被
害
を
与
え
て
い
る
の
に 、
当
地
は
何
の
被
害
も
受
け
な
か
っ
た 。

現
在
で
は
こ
の
地
震
津
波
来
襲
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は 、

直
ち
に
気
象
庁
か
ら
電
信 、

電
話 、

ラ
ジ
オ 、

テ
レ
ビ
で
警
報
を
発
す
る

ほ
か 、

市
町
村
で
も
住
民
に
報
知
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
か
ら 、

地
震
が
あ
っ
た
ら
ラ
ジ
オ 、

テ
レ
ビ
の
警
報
や 、

警
察 、

役
場
の

報
知
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

私
説
勝
浦
史
に
よ
れ
ば 、

元
禄
地
震
に
つ
い
て
は
陸
上
の
被
害
は
い
ろ
い
ろ
伝
え
ら
れ
て
い
る
が 、

海
上
ま
た
は
漁
船
の
被
害
に
つ
い

て
は
殆
ん
ど
何
も
知
ら
れ
て
い
な
い
が 、

こ
の
災
害
後 、

関
西
出
稼
ぎ
漁
民
は
大
部
分
が
国
元
へ
引
揚
げ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る 。

和
歌
山
下
津
浦
郷
土
史
な
ど
に
よ
る
と 、

関
西
出
稼
ぎ
漁
民
は
こ
の
災
害
に
よ
り

再
び
立
つ
こ
と
を
得
な
い
程
の
大
打
撃
を
受
け
た
も

の
の
よ
う
で
あ
る 。

こ
れ
は
推
定
で
あ
る
が 、

こ
れ
ら
の
漁
民
は
沿
海
に

納
屋
を
作
り 、

そ
の
所
に
漁
船
を
お
い
た
の
で

r

漁
船

F

漁
具 、

漁
網
共
ね
こ
そ
ぎ
害
を
受
け 、

そ
の
大
部
分
が
流
出
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
う 。

あ
た
か
も
こ
の
津
波
の
起
こ
っ
た
十
一
月
二
十
二
日
は 、

鰯
漁
の
開
始
そ
う
そ
う
に
当
っ
て
い
た
か
ら
た
ま
ら
な
い
と
思
う 。

津
波
の

害
を
受
け
た
の
は
地
元
漁
民
も
出
稼
ぎ
漁
民
と
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
が 、

す
で
に
元
禄
期
ま
で
に
は
相
当
の
発
達
を
遂
げ
た
と
み
ら
れ
る

地
元
八
手
網
業
者
は 、

意
外
に
早
く

復
活
し
た
よ
う
で
あ
る 、

そ
れ
は
関
西
漁
民
が
引
揚
げ
た
後
で
も 、

地
元
の
八
手
網
業
者
が
盛
業
し

て
い
た
と
み
え
る
か
ら
あ
る 。

そ
れ
は
お
そ
ら
く
こ
の
時
期
に 、

江
戸
深
川
及
び
下
総
関
宿
な
ど
の
干
鰯
問
屋
が
活
発
な
動
き
を
み
せ
て
い
た
時
期
な
で 、

鰯
網
主
は
江
戸
深
川
の
干
鰯
問
屋
の
資
本
と
結
び
つ
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か 。

こ
の
津
波
に
よ
り 、
地
元
の
餌
網
が
絶
滅
し
な
か
っ
た
の
は
後
年
の
漁
業
記
録
で
大
体
推
定
さ
れ
る

こ
の
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
て
房
総
の
鰯
網
主
は
江
戸
深
川
の
干
銅
問
屋
の
資
本
を
流
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
が 、

そ

の

あ
の
時
と
同
じ
津
波
が
仮
に

地
元
の

そ
れ
よ
り

や
や
後
年
で
あ
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白
子
町
に
も
元
禄
津
波
と
九
十
九
里

に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る 。

津
波
の
被
害
を
問
題
と
す
る
と
き 、
九
十
九
里
浦
の
漁
業
経
嘗
は
も
と
よ
り 、

致
命
的
な
打
撃
を
う
け
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
の
で
あ

る
が 、
も
と
も
と
九
十
九
呈
浦
の
地
曳
綱
漁
業
は 、
関
西
漁
民
の
技
術
伝
播
に
よ
り
成
立
し
た
ば
か
り
で
な
く 、
そ
の
初
期
の
操
業
に
は

多
分
に
関
西
の
出
稼
ぎ
漁
民
が
関
係
し
て
い
た
模
様
で
あ
る 。
大
体
関
西
漁
民
は
近
世
前
期
に
は 、
こ
の
九
十
九
里
浜
を
含
め
た
関
東
沿

海一
帯
に
出
漁
し 、
鰯
漁
業
に
当
っ
て
い
た 。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
関
西
漁
民
の
関
東
出
漁
も 、
元
禄
年
間
に
は
打
続
く

不
涼
と
津
波
に

よ
り 、
決
定
的
な
打
撃
を
う
け
た
た
め
衰
退
期
に
入
っ
た
の
で
あ
る 。
す
な
わ
ち
元
禄
十
六
年
の
大
津
波
を
さ
か
い
に
従
来
の
活
動
は
跡

を
断
ち 、．
こ
れ
に
代
っ
て
地
元
漁
民
に
よ
る
地
曳
網
漁
業
が一
般
化
し
た
と
み
ら
れ
る
と
い
う
（
荒
居
英
次「
近
世
日
本
漁
村
史
の
研
究」

二
六
八
頁）

。
こ
の
よ
う
な
立
論
の
信
憑
性
を
確
め
る
上
か
ら
も
今
後
可
能
な
範
囲
に
お
い
て 、
元
禄
段
階
に
お
け
る
漁
業
経
営
の
内
容

と 、
津
波
に
よ
る
被
害
度
合
の
追
求
が
重
要
で
あ
ろ
う 。

9] 

る
が 、
当
時
深
川
平
野
町
で
盛
大
に
干
綱
問
屋
を
営
ん
で
い
た
水
戸
屋
冶
郎
右
ヱ
門
と
旧
豊
浜
村
部
原
の
漁
業
家 、

し
ば
干
鰯
と
融
資
の
こ
と
が
文
通
さ
礼

f

そ
の
う
ち
の
二郎
は
今
尚
残
さ
れ
て
い
る 。

江
沢
家
と
で
は
し
ば

- 70 -



で
串
浜 、

が
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
が 、

れ
の
土
地
の
標
高
が
そ
の

こ
の

わ
な
い 。

翠1ぷ

＿

第
十
四

現在の替虞 と い う 沼付近 （一宮町 ｝

震
津
波
関
係
の
伝
訛

の
密
生
す
る

に
よ
る
と 、
元
禄
地
震
で
津
波
が
起
こ
り 、

勝
浦
の
出
水
谷
字
海
老
塚
も
海
水
に
う
ず
も
れ
た
が 、
潮
が
引
く
と
こ
の
旭

に
お
び
た
だ
し
い
海
老
が
集
請
し
て
い
た
の
で 、

爾
釆
こ
の
地
を
海
老
塚
と
い
う
の

が
広
く

知
ら
れ
て
い
る 。

し
か
し 、
こ
の
津
波
の
高
さ
は
高
照
寺
に
残
さ
れ
た
記
録
に
よ
れ
ば 、
潮
の
高
き

は
約
二
十
尺
（
六
昌）
く
ら
い
で
あ
っ
た
は
す
な
の
で 、

今―
つ
の
伝
承
と
し
て
こ

の
時
津
波
は
覚
翁
寺
門
前
ま
で
押
し
寄
せ
た
と
い
う
の
が
信
じ
ら
れ
て
よ
く ‘9

標
高

五
十
尺
（
百
五
十
昇）
の
洵
老
塚
に
津
被
が
入
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る 。

あ
ん
ず
る
に 、

海
老
と
は
ゑ
び
つ
る
（
荀
萄
蔓）
の
意
で
こ
の

地
に
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
ご

ゑ
び
同
音
な
の
で

と
み
る
べ
く 、
い
わ
ゆ
る
地
名
説
話
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る 。

野
村
山
田
に
は
地
名
「

海
老
の
山」
が
あ
る
が 、
こ
の
地
は
標
高
約
百
冒
の
地
な
の

で
r

に
海
老
が
い
た
と
は
い
い�

津
波
の

つ
き
ま
と

こ
じ
つ
け
た
も
の

な
お、

が
谷
（
ぶ‘'

ャ
ッ）
に

が ．．
 
亀
の
台
に
は
亀

こ
れ
ま
た
地
名
説
話
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
く 、

た
る
ゆ
え
ん
を
詞
し
て
い
る 。

I - -
- 71 -



一
、

日
本
震
災
史
料
他

0
大
日
本
地
震
史
料

0
元
禄
年
録

0
基
熙
公
記

0
日
本
震
災
凶
饉
（
権
藤
成
郷
編）

0
武
江
年
表一
話一
言

0
伊
豆
海
島
誌

0
日
本
霰
災
史
（
大
正
十
二
年
発
行 、
日
本
歴
史
地
理
学
会）

〇
増
訂
大
日
本
地
震
史
料
オ
ニ
巻
（
文
部
省
震
災
予
防
評
議
会）

0
月
見
堂
聞
集

0
元
禄
宝
永
珍
話

0
日
本
震
災
史
概
説
（
文
学
士

0
徳
川
実
紀
巻
四
十
八

二 ％
千
葉
県
関
係
図
書

0
千
葉
県
史
料
近
世
篇
安
房
国

木
宮
泰
彦）

参
考
文
献
図
書
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0
千
葉
県
消
防
史
（
編
者
千
葉
県
消
防
協
会 、
葵
出
版
杜
発
行）

0
千
葉
県
気
象
災
害
史

0
千
葉
県
地
震
対
策
基
礎
調
査
報
告
書

0
千
葉
県
防
災
気
象
テ
キ
ス
ト

（
財
団
法
人
日
本
気
象
協
会）

0
本
邦
及
び
房
総
の
地
震
津
波
（
大
正
九
年
六
月
千
葉
県
銚
子
測
候
所）

0
夷
隅
海
浜
大
津
波
（
勝
浦
出
張
所）

三
、

町
村
史％

郷
土

0
九
十
九
里
浜
大
津
波
（一
宮
高
等
小
学
校）

0
海
上
郡
誌

0
安
房
郡
誌

0
長
生
郷
土
漫
録
（
林
天
然
著）

0
白
子
町
史

0
上
総
町
村
誌
（
明
治
二
十
二
年
七
月
刊
行 、
小
沢
治
郎
右
衛
門
著）

0
一
宮
町
史

0
上
総
九
十
九
里
町
の
横
顔

0
房
総
の
年
輪

0
長
生
村
史

〇
鋸
南
町
史

〇
私
説
勝
浦
史

0
上
総
国
誌
稿
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五
、

そ

の

他

四
、

学
術
研
究
資
料

0
関
東
大
地
震
五
十
周
年
論
文
集
（
東
京
大
学
地
震
研
究
所）

0
九
十
九
里
浜
に
お
け
る
元
禄
十
六
年
津
波
の
供
養
碑
（
東
京
大
学
地
震
研
究
所）

0
房
総
沖
に
お
け
る
津
波
の
波
源
（
地
震
研
究
所

羽
鳥
徳
太
郎）

0
元
禄
関
東
地
震
（一
七
0
三
年）
の
地
学
的
研
究
（
松
田
時
彦 、
太
田
陽
子 、
安
藤
雅
孝 、
米
倉
伸
之）

O
N"n-
K-
T
勺
放
送
台
本
（
教
養
特
集

ii

元
禄
地
震
II

)

0
株
式
会
社
講
談
社

＂
日
本
の
名
画
五
II3

- 74 -



あ
と
が
き

暗
い

取
材
の
た
め
県
内
各
地
を
歩
い
た 。

白
子
町
五
井
高
の
里
に
う
も
れ
し
墳
墓 。

東
浪
見
の
路
傍
に
首
の
と
れ
た
浪
切
地
蔵
さ
ん 。

本
堂
の
片
隅
に
黒
光
り
す
る
三
枚
重
ね
の
古
木
の
位
牌 。

九
十
九
里
の
蒼
樹
の
中
に
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
む
津
波
精
霊
塚 。

小
雨
け
む
る

那
古
観
音
の
た
た
ず
ま
い 。

高
崎
浦
に
押
上
げ
ら
れ
し
磯
石
の
位
置
に
激
浪
挑
り
ょ
う
の
跡
を
み
る 。

輩
笥
流
れ
つ
き
し
南
宮
の
社
か
ら

は
る
か
浜
を
眺
む
る 。

驚
村
蛙
鳴
く
畔
の
は
と
り
の
墓
誌
に
み
る
元
禄
十
六
年
の
刻
記 。

風
光
絶
佳
勝
浦
八
幡
岬
の
絶
壁
に
立
ち
津
波
対

策
を
考
え
る 。

等
々
思
い
出
は
つ
き
な
い 。

す
べ
て
貴
重
な
資
料
と
し
て
本
誌
の
中
に
入
れ
さ
せ
て
も
ら
っ
た 。

激
浪
に
果
て
し
精
霊
よ 、

安
ら
か
な
れ 。
い
づ
れ
来
る
べ
き
房
総
の
災
禍
に
備
え 、

許
す
ま
い
ぞ 、

再
び
洪
濤
の
乱
舞
を 。

資
料 、

文
献 、

史
実
の
記
録
が
実
の
対
策
に
生
か
さ
れ 、

人
命
の
安
全
確
保
に
活
用
さ
れ
て
こ
そ
価
値
あ
る
も
の
と
い
え
る 。

郷
土
史

の
単
な
る
天
変
地
異
の
記
録
の
中
か
ら
本
質
を
さ
ぐ
り
出
す
の
が
ね
ら
い
で
あ
る 。

編
簗
に
あ
た
り 、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
た
く
さ
ん
の
方
々
に
心
か
ら
御
礼
申
し
あ
げ
た
い 。

特
に
N
H
K
の
伊
藤
和
明
氏 、

東
大
地
震
研
の
羽
烏
徳
太
郎
氏 、

県
県
民
課
の
川
村
優
氏 、

県
消
防
学
校
長
石
井
隆
氏 、

元
消
防
防
災
課

主
査
小
室
進
氏 、
一
宮
郵
便
局
長
中
村
正
紀
氏
に
は
格
別
の
御
指
導
を
賜
わ
り 、

厚
く

敬
意
を
表
し
ま
す 。

ま
だ
ま
だ
発
掘
し
得
ぬ
数
多
く
の
史
料
が
あ
る
は
ず
で
あ
る 。
一
部
し
か
収
集
の
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
ゆ
る 。

機
会
あ
れ
ば
続
編

も
出
し
た
い 。
こ
の
書
を
お
読
み
に
な
っ
て 、
こ
れ
以
外
の
資
料
を
お
持
ち
の
方 、
ま
た
は
言
い
伝
え
等
詳
し
く
お
知
り
の
方
が
あ
り
ま

し
た
な
ら 、
ぜ
ひ
県
消
防
防
災
課
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い 。
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